
令和６年度「八千代市第３次環境保全計画前期アクションプラン」に関する調査結果 調査票１

担当課 班・室 R4 R5 R6 R7 評価 評価の理由・原因 今後の改善点や検討事項等 備考 評価 評価の理由・原因 今後の改善点や検討事項等

1 1 ⑴ ① — —

ゼロカーボンシティとして「八千代市地
球温暖化対策実行計画（区域施策編）」
を推進し、2050 年に温室効果ガスの排
出量実質ゼロを目指します。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
方針決定 実施 実施 実施 ◎

環境問題連絡会議を3回開催
し，「2050年ゼロカーボン達
成に向けた庁内における基本
的な方針」を策定した。

庁内的な基本方針は策定した
が，本市の区域施策編の目標
値が国の目標値と比較し低い
ことなど脱炭素に係る計画に
ついて見直す必要がある。

◎

「八千代市地球温暖化対策実
行計画（区域施策編）」等を
改訂し脱炭素に係る目標値を
見直したほか，「八千代市地
域脱炭素ロードマップ」を策
定した。

計画やロードマップに基づ
き，具体的な施策の推進に取
り組む。

1 1 ⑴ ② — —
国や県が取り組む省エネなどの啓発キャ
ンペーンに協力し、地球温暖化防止活動
の推進を図ります。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
啓発 啓発 啓発 啓発 ◎

COOLCHOICEを活用し，市の
ホームページにより啓発を
行った他，ゼロカーボンアク
ション30について広報やちよ
で取り上げた。

引続きCOOLCHOICEやゼロカー
ボンアクション30を活用する
などしながら啓発を図ってい
く。

◎
国が推進するデコ活につい
て，市のホームページや広報
やちよで啓発を行った。

引続きデコ活について啓発を
図っていく。

1 1 ⑴ ③ — —

市民や事業者に率先して市自らが温室効
果ガス排出削減に取り組むために「八千
代市地球温暖化対策実行計画（事務事業
編）」を推進します。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施

計画
見直し

実施 実施 ◎
八千代市環境経営管理システ
ムを通して，全庁的に推進し
た。

計画の進捗管理に努める。 ◎
八千代市環境経営管理システ
ムを通して，全庁的に推進し
た。

計画の進捗管理に努める。

1 1 ⑴ ④ — —
市独自の環境マネジメントシステムによ
る環境管理活動を継続します。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ◎

年２回のエネルギー等調査の
他，研修及び監査等を実施し
た。

引き続き，市の定めたガイド
ラインに基づき推進する。 ◎

年２回のエネルギー等調査の
他，研修及び監査等を実施し
た。

引き続き，市の定めたガイド
ラインに基づき推進する。

1 1 ⑵ ① — —
交通事業者等と連携し、公共交通の利便
性向上及び公共交通の利用促進を図りま
す。

都市計画課 交通調整班 実施 実施 実施 実施 ◎
引き続き「八千代市公共交通
会議」を行い，委員である公
共交通事業者等の意見を聴取
し，参考とした。

令和５年度末の完成を目指
し，「八千代市地域公共交通
計画」の策定を行い，市内の
公共交通のあり方を示してい
く。

◎

引き続き「八千代市公共交通
会議」を行い，委員である公
共交通事業者等の意見を聴取
し，「八千代市地域公共交通
計画」策定の際の参考とし
た。

令和6年3月に「八千代市地域
公共交通計画」の策定が完了
し，今後は，計画に定めた実
施事業について取り組んでい
く。

1 1 ⑵ ① — —
交通事業者等と連携し、公共交通の利便
性向上及び公共交通の利用促進を図りま
す。

土木維持課 交通安全施設班 検討 検討 検討 検討 ◎
引き続き「八千代市公共交通
会議」での意見を参考とし
た。

引き続き，「地域公共交通計
画」の策定に協力していく。 ◎

引き続き「八千代市公共交通
会議」での意見を参考とし
た。

引き続き，「地域公共交通計
画」の策定に協力していく。

1 1 ⑵ ② — —
歩道や自転車道の整備を検討するなど、
歩きやすいまちづくりを推進します。

土木建設課 建設街路班 工事 工事 委託 ― ○
都市計画道路の道路築造工事
の中で歩道の整備を進めてい
る。

関係各所との調整を行い，早
期の整備を目指す。 ◎

事業認可を受け整備を進めて
いる都市計画道路3・4・1号
新木戸上高野原線のうち「西
八千代工区」が令和5年度末
に開通し，両側歩道が整備さ
れたことで良好な歩行空間の
確保が図られた。

今後も現在事業認可を受けて
いる他の路線についても整備
を進め早期の開通を目指す。

1 1 ⑵ ② — —
歩道や自転車道の整備を検討するなど、
歩きやすいまちづくりを推進します。

土木維持課 交通安全施設班 実施 実施 実施 実施 ◎ 歩道整備工事を行い，歩きや
すいまちづくりを推進した。

歩きやすいまちづくりの推進
を円滑に行えるように予算確
保に努める。

◎ 歩道整備工事を行い，歩きや
すいまちづくりを推進した。

歩きやすいまちづくりの推進
を円滑に行えるように予算確
保に努める。

1 1 ⑵ ③ — —

温室効果ガスの排出削減や大気汚染の移
動発生源対策などのため、電気自動車や
燃料電池自動車などといった次世代自動
車について、公用車への率先導入や普及
啓発に努めます。

資産管理課 資産管理班 検討※1 検討※2 検討※2 検討※2 ○
　温室効果ガス削減対策のた
め，電気自動車1台を試験的
に導入することを検討し，予
算確保に努めた。

　新庁舎の整備・完成に合わ
せ，来年度導入する電気自動
車の実用性等を考慮し，導入
（充電設備の整備・車両）を
検討する必要がある。

○
温室効果ガス削減対策のた
め，電気自動車1台を導入し
た。

集中管理車両リースアップ時
による切替や新庁舎の整備・
完成に合わせ，充電設備の整
備を検討する必要がある。

1 1 ⑵ ③ — —

温室効果ガスの排出削減や大気汚染の移
動発生源対策などのため、電気自動車や
燃料電池自動車などといった次世代自動
車について、公用車への率先導入や普及
啓発に努めます。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
普及啓発 普及啓発 普及啓発 普及啓発 ◎

グリーン購入基本方針によ
り，自動車等にも一定の調達
基準を設け，低公害車の導入
を推進している。

次世代自動車について，更な
る普及啓発方法を検討する。 ◎

グリーン購入基本方針によ
り，自動車等にも一定の調達
基準を設け，低公害車の導入
を推進している。

次世代自動車について，更な
る普及啓発方法を検討する。

1 1 ⑵ ③ — —

温室効果ガスの排出削減や大気汚染の移
動発生源対策などのため、電気自動車や
燃料電池自動車などといった次世代自動
車について、公用車への率先導入や普及
啓発に努めます。

教育総務課 総務班 検討 検討 検討 実施 ○
 教育長車にハイブリッド自
動車を導入し，温室効果ガス
の排出削減や大気汚染の移動
発生源対策に努めた。

庁舎に充電設備を備えていな
いことから，次世代自動車の
導入が難しいことを懸念して
いる。教育長車の再リース期
限が切れるR7.5.31導入に向
け検討していきたい。

○
教育長車にハイブリッド自動
車を導入し，温室効果ガスの
排出削減や大気汚染の移動発
生源対策に努めた。

庁舎に充電設備を備えていな
いことから，次世代自動車の
導入が難しいことを懸念して
いる。教育長車の再リース期
限が切れるR7.5.31導入に向
け検討していきたい。

1 1 ⑵ ③ — —

温室効果ガスの排出削減や大気汚染の移
動発生源対策などのため、電気自動車や
燃料電池自動車などといった次世代自動
車について、公用車への率先導入や普及
啓発に努めます。

経営企画課 総務企画班 検討 検討 実施 実施 ○
電気自動車や燃料電池自動車
などといった次世代自動車の
導入について検討を行った。

緊急出動等を考慮すると，一
般的に充電設備の普及が進ん
でいないこと，また局庁舎に
も充電設備を備えていないこ
とから，次世代自動車の導入
は難しいことを懸念してい
る。

○
電気自動車や燃料電池自動車
などといった次世代自動車の
導入について検討を行った。

緊急出動等を考慮すると，一
般的に充電設備の普及が進ん
でいないこと，また局庁舎に
も充電設備を備えていないこ
とから，次世代自動車の導入
は難しいことを懸念してい
る。

1 1 ⑶ ① — —
住宅用省エネルギー設備等設置に対する
補助事業を継続します。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ◎

住宅用設備等脱炭素化促進事
業補助金の交付事業を実施し
た。

引続き住宅用設備等の導入に
対する補助事業を実施する。 ◎

住宅用設備等脱炭素化促進事
業補助金の交付事業を実施し
た。

引続き住宅用設備等の導入に
対する補助事業を実施する。

1 1 ⑶ ② — —

建築物の省エネルギー消費性能の向上に
関する法律など脱炭素型建築物の促進に
関連する法令に基づいた認定や届出制度
を通じて建築物の省エネ性能の向上を図
ります。

建築指導課 建築審査班 実施 実施 実施 実施 ◎
認定や届出制度を通して建築
物の省エネ性能の向上を図っ
た。

令和７年度に改正法令の施行
があることから，改正内容の
周知を図る。

◎
認定や届出制度を通して建築
物の省エネ性能の向上を図っ
た。

令和７年度に改正法令の施行
があることから，改正内容の
周知を図る。

1 1 ⑶ ③ — —

建物の断熱性向上、エネルギー削減に資
する屋上・壁面緑化等、市街地の住宅、
事業所等における建物緑化を推進しま
す。

公園緑地課 緑化推進班 要綱改正 実施 実施 実施 ◎ 法務課と協議のうえ指導要綱
の改正を行った。

要綱改正後の屋上・壁面緑化
における個別での推進方向に
ついては検討を要する。

◎
改正された指導要綱に基づ
き、開発や建築行為を行う者
と緑化協定を締結している。

要綱改正後の屋上・壁面緑化
における個別での推進方向に
ついては検討を要する。

事業番号 再掲 施策内容 備考

↓評価…◎：実施した／〇：一部実施した／×：実施しなかった

担当 各年度の事業計画 R4年度実施結果 R5年度実施結果

R6・R7年度は，改訂後の前期アクションプランの計画期間

に含まれるため，ここでは参考として掲載します。
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1 1 ⑶ ④ — —

公共施設の改修等にあわせて、太陽光発
電などの再生可能エネルギー、高効率省
エネ設備の導入を検討するとともに、屋
上や壁面緑化を含め建物の断熱性能の向
上に向けた取組を推進します。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
情報提供 情報提供 情報提供 情報提供 ◎

庁内向けの情報紙でゼロカー
ボンに向けた公共建築物の新
築・改修時の取組みとして
LED照明の導入など省エネや
創エネの技術に関する情報発
信を行った他，防災道の駅に
おいても省エネ・再エネに取
り組むように働きかけた。

引続き公共施設の整備・改修
にあたって積極的に温室効果
ガスの削減に取り組むよう働
きかけを行う。

◎

庁内向けの情報紙でゼロカー
ボンに向けた公共建築物にお
ける取組として太陽光発電設
備の導入手法など省エネや創
エネの技術に関する情報発信
を行った。

引続き公共施設の整備・改修
にあたって積極的に温室効果
ガスの削減に取り組むよう働
きかけを行う。

1 1 ⑷ ① — —

二酸化炭素の吸収源としての谷津・里山
及び緑地の役割を活用するためにも、谷
津・ 里山等を保全・再生し、豊かな緑
の空間の創造を促進します。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ◎

里山団体の活動推進及び里山
整備人材育成を通じて，目的
を達成した。

引き続き里山活動団体の支援
の他，里山整備人材育成を実
施する。

◎
里山団体の活動状況等を把握
し，里山楽校を通して，目的
を達成した。

引き続き市内の里山団体を支
援していくと共に，里山楽校
を推進する。

1 1 ⑷ ② — —

新川周辺をはじめ、都市公園の整備や維
持管理など市街地における緑の保全・創
出を促進し、自然の働きを活かしたまち
づくりを進めます。

公園緑地課 公園緑地班 実施 実施 実施 実施 ◎
新川周辺や都市公園等につい
ては，除草作業や樹木剪定等
による，自然を生かした維持
管理を実施した。

樹木の大木化や施設の経年劣
化による，数量等の見直しに
ついて，検討を要する。

◎
新川周辺や都市公園等につい
ては，除草作業や樹木剪定等
による，自然を生かした維持
管理を実施している。

樹木の大木化や施設の経年劣
化による，数量等の見直しに
ついて，検討を要する。

1 1 ⑷ ③ — —
緑化協定、環境保全協定制度など、事業
者等に一定規模の緑化を求める協定を締
結することにより緑化を推進します。

環境政策課 環境共生班 実施 実施 実施 実施 ○
環境保全協定に規定すること
により，緑化を推進すること
ができた。

引き続き緑化の推進を実施す
る。 ○

環境保全協定に規定すること
により，緑化を推進すること
ができた。

引き続き緑化の推進を実施す
る。

1 1 ⑷ ③ — —
緑化協定、環境保全協定制度など、事業
者等に一定規模の緑化を求める協定を締
結することにより緑化を推進します。

公園緑地課 緑化推進班 要綱改正 実施 実施 実施 ◎
法務課と協議のうえ指導要綱
の改正を行った。引き続き，
緑化協定の推進についても行
う。

要綱改正後の屋上・壁面緑化
における個別での推進方向に
ついては検討を要する。

◎
改正された指導要綱に基づ
き、開発や建築行為を行う者
と緑化協定を締結している。

要綱改正後の屋上・壁面緑化
における個別での推進方向に
ついては検討を要する。

1 1 ⑷ ④ — —
公共施設の敷地・屋上・壁面の緑化、公
共工事でののり面緑化を推進します。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
情報提供 情報提供 情報提供 情報提供 ◎

庁内向けの情報紙でグリーン
カーテンについて取り上げ啓
発を行った。

引続き緑化について取り組む
ように働きかけを行う。 ◎

庁内向けの情報紙でグリーン
カーテンについて取り上げ啓
発を行った。

引続き緑化について取り組む
ように働きかけを行う。

1 1 ⑷ ⑤ — —
市民・事業者に対し県産木材利用を推進
するとともに、公共事業において積極的
に活用します。

資産管理課 施設維持班 検討 検討 検討 検討 ○ 高津南保育園を木造で新築し
た。

県産木材利用の把握は困難で
ある。 × 県産木材を利用した公共建築

物はなかった。

今後，物価高騰等の影響を考
慮し設計段階で活用に向けて
検討する必要がある。

1 1 ⑷ ⑤ — —
市民・事業者に対し県産木材利用を推進
するとともに、公共事業において積極的
に活用します。

農政課 振興整備班 実施 実施 実施 実施 ○
八千代市木材利用促進方針に
基づき，木材利用事業につい
て検討した。

検討した事業を実施する。 ○
八千代市木材利用促進方針に
基づき，木材利用事業につい
て検討した。

検討した事業を実施する。

1 2 ⑴ ① — —
公共施設において太陽光発電などの再生
可能エネルギー利用設備の導入に努めま
す。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
情報提供 情報提供 情報提供 情報提供 ◎

庁内向けの情報紙でゼロカー
ボンに向けた公共建築物の新
築・改修時の取組みとして太
陽光発電設備導入について情
報発信を行った。

引続き庁内向けの情報紙で再
生可能エネルギーについて取
り上げ，導入に努めるよう働
きかけを行う。

◎
庁内向けの情報紙でゼロカー
ボンに向けた公共建築物にお
ける取組として太陽光発電設
備導入手法について情報発信
を行った。

引続き庁内向けの情報紙で再
生可能エネルギーについて取
り上げ，導入に努めるよう働
きかけを行う。

1 2 ⑴ ② — —
住宅用省エネルギー設備等設置補助制度
を通じて、太陽光発電設備などの再生可
能エネルギー設備導入を促進します。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ○

再生可能エネルギー設備を設
置する方に対して，住宅用設
備等脱炭素化促進事業補助金
の交付事業を実施した。

引続き住宅用設備等の導入に
対する補助事業を実施する。 ○

再生可能エネルギー設備を設
置する方に対して，住宅用設
備等脱炭素化促進事業補助金
の交付事業を実施した。

引続き住宅用設備等の導入に
対する補助事業を実施する。

令和5年度をもって太陽熱利用システム
への補助が終了したため，令和6年3月作
成の改訂版より施策内容の修正を行っ
た。

1 2 ⑴ ③ — —
相談対応や情報提供を行うことにより、
民間事業者が市内で計画を検討している
太陽光発電、熱利用施設を推進します。

商工観光課 商工班 周知協力 周知協力 周知協力 周知協力 ×
国や県等から当課に当該事業
に関する支援等が示されてい
なかったため。

必要に応じ周知協力等を図
る。 ×

国や県等から当課に当該事業
に関する支援等が示されてい
なかったため。

必要に応じ周知協力等を図
る。

1 2 ⑴ ③ — —
相談対応や情報提供を行うことにより、
民間事業者が市内で計画を検討している
太陽光発電、熱利用施設を推進します。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
相談対応 相談対応 相談対応 相談対応 ○

民間事業者から提案を持ちか
けられた太陽光パネルに関す
る屋根貸し事業について導入
の是非を検討した。

民間事業者寄せられる太陽光
発電事業の提案等について相
談対応を行う。

○
民間事業者が市内で計画を検
討している太陽光発電設備に
ついて相談対応を実施した。

民間事業者から寄せられる太
陽光発電事業の提案等につい
て相談対応を行う。

1 2 ⑴ ④ — —

八千代市中小企業資金融資制度における
環境経営応援資金などを通じて、事業者
による再生可能エネルギー・省エネル
ギー設備導入を促進し、化石燃料の消費
の抑制を図ります。

商工観光課 商工班 周知協力 周知協力 周知協力 周知協力 ×
国や県等から当課に当該事業
に関する支援等が示されてい
なかったため。

必要に応じ周知協力等を図
る。 ×

国や県等から当課に当該事業
に関する支援等が示されてい
なかったため。

必要に応じ周知協力等を図
る。

1 2 ⑴ ⑤ — —

地域における再生可能エネルギーや、
コージェネレーションシステムなど、防
災性の高い分散型エネルギーの導入を推
進します。

危機管理課 防災対策班 調査研究 調査研究 調査研究 調査研究 ◎ 各避難所用にポータブル蓄電
池を購入した。

各避難所への運搬効率を考慮
した上で保管場所の検討をす
る。

令和4年度購入分は，東消防
署へ一括保管をした。 × 機器の新規購入をしなかっ

た。

各避難所への運搬効率を考慮
した上で保管場所の検討をす
る。

1 2 ⑴ ⑤ — —

地域における再生可能エネルギーや、
コージェネレーションシステムなど、防
災性の高い分散型エネルギーの導入を推
進します。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
情報提供

実施
情報提供

実施
情報提供

実施
情報提供

実施 ◎

千葉県の実施している太陽光
発電設備の共同購入事業の周
知や住宅用設備等脱炭素化促
進事業補助金を通じて地域へ
の再生可能エネルギー導入を
推進した。

庁内に対し分散型エネルギー
に関する補助金を周知するな
ど情報提供を図る他，引き続
き千葉県の太陽光発電設備共
同購入事業の周知や住宅用設
備等脱炭素化促進事業補助金
等を通じて地域への再生可能
エネルギー導入を推進する。

◎

昨年度に加え，千葉県太陽光
発電設備の共同購入事業の周
知に自治会回覧を行ったこと
や住宅用設備等脱炭素化促進
事業補助金を庁内向け周知
し，地域への再生可能エネル
ギー導入を推進した。

千葉県太陽光発電設備共同購
入事業の周知や住宅用設備等
脱炭素化促進事業補助金等を
通じて地域への再生可能エネ
ルギー導入を推進する。

1 2 ⑵ ① — —

食品廃棄物や家畜排せつ物、浄化槽汚
泥、剪定枝などについて、バイオマスエ
ネルギー源等としての利活用に向けた方
策を検討します。

農政課 振興整備班 実施 実施 実施 実施 ◎ 家畜排せつ物を堆肥化し利活
用を図った。

継続して利活用に努めてもら
う。 ○ 家畜排せつ物の堆肥化の促進

に努めた。
引き続き継続していく。

1 2 ⑵ ① — —

食品廃棄物や家畜排せつ物、浄化槽汚
泥、剪定枝などについて、バイオマスエ
ネルギー源等としての利活用に向けた方
策を検討します。

クリーン推進課 ごみ減量推進班 実施 実施 実施 実施 ○ 減容機等について，調査研究
を行った。

バイオマスエネルギー源等と
しての利活用に向けた方策に
ついて，調査研究が必要。

○ 引き続き，減容機等につい
て，調査研究を行った。

バイオマスエネルギー源等と
しての利活用に向けた方策に
ついて，調査研究に努める。

1 2 ⑵ ① — —

食品廃棄物や家畜排せつ物、浄化槽汚
泥、剪定枝などについて、バイオマスエ
ネルギー源等としての利活用に向けた方
策を検討します。

清掃センター 焼却施設班 実施 実施 実施 実施 ○ 剪定枝の再生利用を実施し
た。

引続き剪定枝の再生利用を継
続する。 ○ 剪定枝の再生利用を実施し

た。
引続き剪定枝の再生利用を継
続する。
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令和６年度「八千代市第３次環境保全計画前期アクションプラン」に関する調査結果 調査票１

担当課 班・室 R4 R5 R6 R7 評価 評価の理由・原因 今後の改善点や検討事項等 備考 評価 評価の理由・原因 今後の改善点や検討事項等
事業番号 再掲 施策内容 備考

↓評価…◎：実施した／〇：一部実施した／×：実施しなかった

担当 各年度の事業計画 R4年度実施結果 R5年度実施結果

R6・R7年度は，改訂後の前期アクションプランの計画期間

に含まれるため，ここでは参考として掲載します。

1 2 ⑵ ② — —
廃食用油の収集及び再生利用（燃料化）
を継続します。

クリーン推進課 ごみ減量推進班 実施 実施 実施 実施 ◎ 廃食用油の収集及び再生利用
（燃料化）を継続した。

引き続き廃食用油の収集及び
再生利用（燃料化）を継続す
る。

◎ 廃食用油の収集及び再生利用
（燃料化）を継続した。

引き続き廃食用油の収集及び
再生利用（燃料化）を継続す
る。

1 2 ⑵ ② — —
廃食用油の収集及び再生利用（燃料化）
を継続します。

清掃センター 業務管理班 実施 実施 実施 実施 ◎ 廃食用油の収集及び再生利用
（燃料化）を継続した。

引き続き廃食用油の収集及び
再生利用（燃料化）を継続す
る。

◎ 廃食用油の収集及び再生利用
（燃料化）を継続した。

引き続き廃食用油の収集及び
再生利用（燃料化）を継続す
る。

1 2 ⑵ ③ — —
廃棄物処理施設における高効率な発電設
備、熱回収・利用等について導入を検討
します。

クリーン推進課 計画調整班 実施 実施 実施 実施 ○ 隣接施設の温水を造るために
熱回収を実施した。

引き続き隣接施設の温水を造
るために熱回収を実施する。
また，発電設備については，
次期施設整備時に高効率な設
備の導入を検討する。

○ 隣接施設の温水を造るために
熱回収を実施した。

引き続き隣接施設の温水を造
るために熱回収を実施する。
また，発電設備については，
次期施設整備時に高効率な設
備の導入を検討する。

1 2 ⑵ ③ — —
廃棄物処理施設における高効率な発電設
備、熱回収・利用等について導入を検討
します。

清掃センター 焼却施設班 実施 実施 実施 実施 ○ 隣接施設の温水を造るために
熱回収を実施した。

引き続き隣接施設の温水を造
るために熱回収を実施する。
また，発電設備については，
次期施設整備時に高効率な設
備の導入を検討する。

○ 隣接施設の温水を造るために
熱回収を実施した。

引き続き隣接施設の温水を造
るために熱回収を実施する。
また，発電設備については，
次期施設整備時に高効率な設
備の導入を検討する。

1 2 ⑵ ④ — —

工業団地等において複数の建築物でエネ
ルギーを効率的に利用するなど、面的な
未利用エネルギー利用の導入を支援しま
す。

商工観光課 商工班 周知協力 周知協力 周知協力 周知協力 ×
国や県等から当課に当該事業
に関する支援等が示されてい
なかったため。

必要に応じ周知協力等を図
る。 ×

国や県等から当課に当該事業
に関する支援等が示されてい
なかったため。

必要に応じ周知協力等を図
る。

1 2 ⑵ ④ — —

工業団地等において複数の建築物でエネ
ルギーを効率的に利用するなど、面的な
未利用エネルギー利用の導入を支援しま
す。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
情報提供 情報提供 情報提供 情報提供 ○

令和4年度市長研修会で八千
代市工場協議会の方に対し脱
炭素に関する話をする機会が
あった。当該は話の中で「４
複数の工場・事業者の連携に
よるエネルギーの融通」につ
いても紹介した。

今後も工業団地と意見交換を
する機会を利用し働きかけを
行う。

×
八千代市工場協議会等に対す
る研修や協議の場を持つこと
ができなかった。

今後は工業団地と意見交換や
研修をする機会を利用し働き
かけを行う。

令和6年度には市長研修会で八千代市工
場協議会に対し脱炭素に関する研修を
行った。

1 2 ⑶ ① — 再掲

温室効果ガスの排出削減や大気汚染の移
動発生源対策などのため、電気自動車や
燃料電池自動車などといった次世代自動
車について、公用車への率先導入や普及
啓発に努めます。

資産管理課 資産管理班 検討※1 検討※2 検討※2 検討※2 ○
　温室効果ガス削減対策のた
め，電気自動車1台を試験的
に導入することを検討し，予
算確保に努めた。

　新庁舎の整備・完成に合わ
せ，来年度導入する電気自動
車の実用性等を考慮し，導入
（充電設備の整備・車両）を
検討する必要がある。

○
温室効果ガス削減対策のた
め，電気自動車1台を導入し
た。

集中管理車両リースアップ時
による切替や新庁舎の整備・
完成に合わせ，充電設備の整
備を検討する必要がある。

1 2 ⑶ ① — 再掲

温室効果ガスの排出削減や大気汚染の移
動発生源対策などのため、電気自動車や
燃料電池自動車などといった次世代自動
車について、公用車への率先導入や普及
啓発に努めます。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
普及啓発 普及啓発 普及啓発 普及啓発 ◎

グリーン購入基本方針によ
り，自動車等にも一定の調達
基準を設け，低公害車の導入
を推進している。

次世代自動車について，更な
る普及啓発方法を検討する。 ◎

グリーン購入基本方針によ
り，自動車等にも一定の調達
基準を設け，低公害車の導入
を推進している。

次世代自動車について，更な
る普及啓発方法を検討する。

1 2 ⑶ ① — 再掲

温室効果ガスの排出削減や大気汚染の移
動発生源対策などのため、電気自動車や
燃料電池自動車などといった次世代自動
車について、公用車への率先導入や普及
啓発に努めます。

教育総務課 総務班 検討 検討 検討 実施 ○
 教育長車にハイブリッド自
動車を導入し，温室効果ガス
の排出削減や大気汚染の移動
発生源対策に努めた。

庁舎に充電設備を備えていな
いことから，次世代自動車の
導入が難しいことを懸念して
いる。教育長車の再リース期
限が切れるR7.5.31導入に向
け検討していきたい。

○
 教育長車にハイブリッド自
動車を導入し，温室効果ガス
の排出削減や大気汚染の移動
発生源対策に努めた。

庁舎に充電設備を備えていな
いことから，次世代自動車の
導入が難しいことを懸念して
いる。教育長車の再リース期
限が切れるR7.5.31導入に向
け検討していきたい。

1 2 ⑶ ① — 再掲

温室効果ガスの排出削減や大気汚染の移
動発生源対策などのため、電気自動車や
燃料電池自動車などといった次世代自動
車について、公用車への率先導入や普及
啓発に努めます。

経営企画課 総務企画班 検討 検討 実施 実施 ○
電気自動車や燃料電池自動車
などといった次世代自動車の
導入について検討を行った。

緊急出動等を考慮すると，一
般的に充電設備の普及が進ん
でいないこと，また局庁舎に
も充電設備を備えていないこ
とから，次世代自動車の導入
は難しいことを懸念してい
る。

○
電気自動車や燃料電池自動車
などといった次世代自動車の
導入について検討を行った。

緊急出動等を考慮すると，一
般的に充電設備の普及が進ん
でいないこと，また局庁舎に
も充電設備を備えていないこ
とから，次世代自動車の導入
は難しいことを懸念してい
る。

1 2 ⑶ ② — —
エネファーム（家庭用燃料電池）の導
入・普及に努めます。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ◎

エネファームを設置する方に
対して，住宅用設備等脱炭素
化促進事業補助金を交付し
た。

引続き住宅用設備等の導入に
対する補助事業を実施する。 ◎

エネファームを設置する方に
対して，住宅用設備等脱炭素
化促進事業補助金を交付し
た。

引続き住宅用設備等の導入に
対する補助事業を実施する。

1 3 ⑴ ① — —

市民・事業者に向けて、啓発活動、広
報、環境学習などを通じた地球温暖化防
止や省エネルギーのための情報提供を行
い、低炭素型ライフスタイル・ワークス
タイルの定着を促します。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ◎

COOLCHOICEを活用し，市の
ホームページにより啓発を
行った他，ゼロカーボンアク
ション30について広報やちよ
で取り上げた。

引続きCOOLCHOICEやゼロカー
ボンアクション30を活用する
などしながら啓発を図ってい
く。

◎
ホームページ，広報等でデコ
活について取り上げて啓発を
行った。

引続きデコ活を活用するなど
しながら啓発を図っていく。

1 3 ⑴ ② — —

環境家計簿でのエネルギー使用記録によ
る省エネ取組の「見える化」など、日常
生活や事業活動における温室効果ガス排
出削減につながる行動を促進します。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
啓発 啓発 啓発 啓発 ◎ ホームページで環境会計簿を

周知した。
引き続き，ホームページ等で
環境家計簿を周知する。 ◎ ホームページで環境家計簿を

周知した。
引き続き，ホームページ等で
環境家計簿を周知する。

1 3 ⑴ ③ — —
市民・事業者に対し、地球温暖化対策に
資する「賢い選択（COOL　CHOICE）」、
グリーン購入を普及啓発します。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
啓発 啓発 啓発 啓発 ◎ ホームページ，広報等で普及

啓発を行った。
引き続き，ホームページ，広
報等で普及啓発を行う。 ◎ ホームページ，広報等で普及

啓発を行った。
引き続き，ホームページ，広
報等で普及啓発を行う。

1 3 ⑴ ④ — —

市は事業者としてトップランナー機器の
導入、市の公共施設における冷暖房温度
の適正化や消灯運動の継続など、省エネ
ルギーの推進に向けた取組に努めます。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ◎ 庁舎内，学校へ省エネルギー

を呼びかけた。
引き続き推進し，一層の定着
化を図る。 ◎ 庁舎内，学校へ省エネルギー

を呼びかけた。
引き続き推進し，一層の定着
化を図る。

1 3 ⑴ ⑤ — 再掲
住宅用省エネルギー設備等設置に対する
補助事業を継続します。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ◎

住宅用設備等脱炭素化促進事
業補助金の交付事業を実施し
た。

引続き住宅用設備等の導入に
対する補助事業を実施する。 ◎

住宅用設備等脱炭素化促進事
業補助金の交付事業を実施し
た。

引続き住宅用設備等の導入に
対する補助事業を実施する。

1 3 ⑴ ⑥ — —

パンフレット、ホームページ及び広報な
どの各種のメディアを通じて、公共交通
利用促進、エコドライブによるエネル
ギー効率の良い運転を奨励します。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
啓発 啓発 啓発 啓発 ◎ ホームページ，広報等で啓発

を行った。
引き続き，ホームページ，広
報等で啓発を行う。 ◎ ホームページ，広報等で啓発

を行った。
引き続き，ホームページ，広
報等で啓発を行う。

3



令和６年度「八千代市第３次環境保全計画前期アクションプラン」に関する調査結果 調査票１

担当課 班・室 R4 R5 R6 R7 評価 評価の理由・原因 今後の改善点や検討事項等 備考 評価 評価の理由・原因 今後の改善点や検討事項等
事業番号 再掲 施策内容 備考

↓評価…◎：実施した／〇：一部実施した／×：実施しなかった

担当 各年度の事業計画 R4年度実施結果 R5年度実施結果

R6・R7年度は，改訂後の前期アクションプランの計画期間

に含まれるため，ここでは参考として掲載します。

1 3 ⑴ ⑦ — —
市民･事業者への電気自動車等、次世代
自動車の普及促進のため関係情報の提供
や、PRの場の提供に努めます。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ◎ 広報等により情報提供を行っ

た。
引き続き，広報等により情報
提供を行う。 ◎ ホームページ，広報等で情報

提供を行った。
引き続き，ホームページ，広
報等で情報提供を行う。

1 3 ⑴ ⑧ — 再掲

温室効果ガスの排出削減や大気汚染の移
動発生源対策などのため、電気自動車や
燃料電池自動車などといった次世代自動
車について、公用車への率先導入や普及
啓発に努めます。

資産管理課 資産管理班 検討※1 検討※2 検討※2 検討※2 ○
　温室効果ガス削減対策のた
め，電気自動車1台を試験的
に導入することを検討し，予
算確保に努めた。

　新庁舎の整備・完成に合わ
せ，来年度導入する電気自動
車の実用性等を考慮し，導入
（充電設備の整備・車両）を
検討する必要がある。

○
温室効果ガス削減対策のた
め，電気自動車1台を導入し
た。

集中管理車両リースアップ時
による切替や新庁舎の整備・
完成に合わせ，充電設備の整
備を検討する必要がある。

1 3 ⑴ ⑧ — 再掲

温室効果ガスの排出削減や大気汚染の移
動発生源対策などのため、電気自動車や
燃料電池自動車などといった次世代自動
車について、公用車への率先導入や普及
啓発に努めます。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
普及啓発 普及啓発 普及啓発 普及啓発 ◎

グリーン購入基本方針によ
り，自動車等にも一定の調達
基準を設け，低公害車の導入
を推進している。

次世代自動車について，更な
る普及啓発方法を検討する。 ◎

グリーン購入基本方針によ
り，自動車等にも一定の調達
基準を設け，低公害車の導入
を推進している。

次世代自動車について，更な
る普及啓発方法を検討する。

1 3 ⑴ ⑧ — 再掲

温室効果ガスの排出削減や大気汚染の移
動発生源対策などのため、電気自動車や
燃料電池自動車などといった次世代自動
車について、公用車への率先導入や普及
啓発に努めます。

教育総務課 総務班 検討 検討 検討 実施 ○
 教育長車にハイブリッド自
動車を導入し，温室効果ガス
の排出削減や大気汚染の移動
発生源対策に努めた。

庁舎に充電設備を備えていな
いことから，次世代自動車の
導入が難しいことを懸念して
いる。教育長車の再リース期
限が切れるR7.5.31導入に向
け検討していきたい。

○
 教育長車にハイブリッド自
動車を導入し，温室効果ガス
の排出削減や大気汚染の移動
発生源対策に努めた。

庁舎に充電設備を備えていな
いことから，次世代自動車の
導入が難しいことを懸念して
いる。教育長車の再リース期
限が切れるR7.5.31導入に向
け検討していきたい。

1 3 ⑴ ⑧ — 再掲

温室効果ガスの排出削減や大気汚染の移
動発生源対策などのため、電気自動車や
燃料電池自動車などといった次世代自動
車について、公用車への率先導入や普及
啓発に努めます。

経営企画課 総務企画班 検討 検討 実施 実施 ○
電気自動車や燃料電池自動車
などといった次世代自動車の
導入について検討を行った。

緊急出動等を考慮すると，一
般的に充電設備の普及が進ん
でいないこと，また局庁舎に
も充電設備を備えていないこ
とから，次世代自動車の導入
は難しいことを懸念してい
る。

○
電気自動車や燃料電池自動車
などといった次世代自動車の
導入について検討を行った。

緊急出動等を考慮すると，一
般的に充電設備の普及が進ん
でいないこと，また局庁舎に
も充電設備を備えていないこ
とから，次世代自動車の導入
は難しいことを懸念してい
る。

1 3 ⑵ ① — —

省エネルギー型の施設・設備や生産工程
などの導入に関する情報提供を事業者に
行うことにより、省エネルギーを促進し
ます。

商工観光課 商工班 周知協力 周知協力 周知協力 周知協力 ×
国や県等から省エネルギーや
環境への配慮に重点を置いた
設備導入の施策が示されてい
なかったため。

必要に応じ周知協力等を図
る。 ×

国や県等から省エネルギーや
環境への配慮に重点を置いた
設備導入の施策が示されてい
なかったため。

必要に応じ周知協力等を図
る。

1 3 ⑵ ① — —

省エネルギー型の施設・設備や生産工程
などの導入に関する情報提供を事業者に
行うことにより、省エネルギーを促進し
ます。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
周知協力 周知協力 周知協力 周知協力 ◎ ホームページ，広報等により

情報提供を行った。
引き続き，ホームページ，広
報等により情報提供を行う。 ◎ ホームページ，広報等により

情報提供を行った。
引き続き，ホームページ，広
報等により情報提供を行う。

1 3 ⑵ ② — —

地球温暖化対策に積極的に取り組む事業
者を増加させるため、県のCO2CO2スマー
ト宣言事業所登録制度の普及に努めま
す。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
情報提供 情報提供 情報提供 情報提供 ◎

千葉県CO2CO2スマート宣言登
録事業所制度の啓発に努め
た。

千葉県地球温暖化対策実行計
画～CO2CO2スマートプラン～
に基づき，推進する。

◎
千葉県CO2CO2スマート宣言登
録事業所制度の啓発に努め
た。

千葉県地球温暖化対策実行計
画～CO2CO2スマートプラン～
に基づき，推進する。

1 3 ⑵ ③ — —

事業者による自主的な環境保全活動や、
環境マネジメントシステムの導入に対す
る支援を行い、環境にやさしい事業活動
の促進を図ります。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
情報提供 情報提供 情報提供 情報提供 ◎

千葉県CO2CO2スマート宣言登
録事業所制度の啓発に努め
た。

千葉県地球温暖化対策実行計
画～CO2CO2スマートプラン～
に基づき，推進する。

◎
千葉県CO2CO2スマート宣言登
録事業所制度の啓発に努め
た。

千葉県地球温暖化対策実行計
画～CO2CO2スマートプラン～
に基づき，推進する。

1 3 ⑵ ④ — —
行政による支援や、地元金融機関と協力
しESG関連の情報を提供するなどの支援
を検討します。

商工観光課 商工班 周知協力 周知協力 周知協力 周知協力 ×
環境経営応援資金により市内
金融機関からの借り入れを支
援する体制を整え，周知もし
ているが，企業からの相談は
なかった。

必要に応じ周知協力等を図
る。 ×

環境経営応援資金により市内
金融機関からの借り入れを支
援する体制を整え，周知もし
ているが，企業からの相談は
なかった。

必要に応じ周知協力等を図
る。

1 3 ⑵ ④ — —
行政による支援や、地元金融機関と協力
しESG関連の情報を提供するなどの支援
を検討します。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
相談対応 相談対応 相談対応 相談対応 ○

環境に配慮した取組みを行っ
ている事業者から自社製品の
PRも兼ねたグリーンカーテン
の寄贈があり，受贈してPRに
協力した。

引続き環境に配慮した取り組
みを行っている事業者から支
援等相談があった際に対応し
ていく。

○
環境に配慮した取組みを行っ
ている事業者から自社製品の
PRも兼ねたグリーンカーテン
の寄贈があり，受贈してPRに
協力した。

引続き環境に配慮した取り組
みを行っている事業者から支
援等相談があった際に対応し
ていく。

1 3 ⑵ ⑤ — —
フロン排出抑制法に基づく義務等の確実
な実施について、事業者に対する周知や
指導を行います。

環境政策課 環境共生班 協力 協力 協力 協力 × 事業者への周知を実施する機
会がなかった。

周知依頼があった際には協力
する。 × 事業者への周知を実施する機

会がなかった。
周知依頼があった際には協力
する。

1 3 ⑵ ⑥ — —

農業において発生する二酸化炭素・メタ
ン対策として、適切な農地管理や家畜排
せつ物の適正処理など地球温暖化に配慮
した営農活動を支援します。

農政課 振興整備班 実施 実施 実施 実施 ◎ 家畜排せつ物を堆肥化する等
適正処理を行っている。

継続して家畜排せつ物の適正
処理に努めてもらう。 ○ 家畜排せつ物の堆肥化の促進

に努めた。
引き続き継続していく。

1 4 ⑴ ① — —
現在及び将来予測を含めた気候変動に関
する最新情報の収集を行うとともに、関
係機関との情報共有や連携を図ります。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
情報収集 情報収集 情報収集 情報収集 ◎

国や県からの気候変動に関す
る情報提供を通じ最新の情報
の収集に努めた。また庁内向
け情報紙で気候変動について
取り上げ情報共有を行った。

国や県からの気候変動に関す
る情報提供を通じ最新の情報
の収集に努める他，庁内へ情
報提供を行い情報共有を図
る。

◎
国や県からの気候変動に関す
る情報提供を通じ最新の情報
の収集に努めた。また庁内ま
たは外部向けの講話で気候変
動について取り上げた。

国や県からの気候変動に関す
る情報提供を通じ最新の情報
の収集に努める他，庁内へ情
報提供を行い情報共有を図
る。

1 4 ⑴ ② — —

気候変動への適応の重要性や具体的な取
組（打ち水の実施やグリーンカーテンの
普及等）について、必要な情報発信や周
知啓発を行います。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
啓発 啓発 啓発 啓発 ◎

グリーンカーテンについて受
贈し本庁舎敷地内に設置した
他，庁内向け情報紙で気候変
動やグリーンカーテンについ
て取り上げ啓発を図った。

引続き，本庁舎敷地内にグ
リーンカーテンを設置すると
ともに情報発信や啓発を行
う。

◎
グリーンカーテンについて受
贈し本庁舎敷地内に設置した
他，庁内向け情報紙で気候変
動やグリーンカーテンについ
て取り上げ啓発を図った。

引続き，本庁舎敷地内にグ
リーンカーテンを設置すると
ともに情報発信や啓発を行
う。

1 4 ⑴ ③ — —
熱中症の適切な予防方法や対処方法につ
いて周知や注意喚起を行います。

危機管理課 防災対策班 実施 実施 実施 実施 ◎
防災行政用無線，情報メー
ル，Twitter，LINEに加えて
市ホームページでの周知を
行った。

熱中症警戒アラート発生時
は，市民へ迅速に周知できる
ようにする。

◎
防災行政用無線，情報メー
ル，X，LINEに加えて市ホー
ムページでの周知を行った。

熱中症警戒アラート発生時
は，市民へ迅速に周知できる
ようにする。

1 4 ⑴ ③ — —
熱中症の適切な予防方法や対処方法につ
いて周知や注意喚起を行います。

健康づくり課 健康増進班 実施 実施 実施 実施 ◎
熱中症予防方法について、市
ホームページ等で周知したた
め。

特になし ◎
熱中症予防方法について、市
ホームページ、健康情報メー
ル、広報、民生委員理事会な
どで周知したため。

周知先を拡大予定。

4



令和６年度「八千代市第３次環境保全計画前期アクションプラン」に関する調査結果 調査票１

担当課 班・室 R4 R5 R6 R7 評価 評価の理由・原因 今後の改善点や検討事項等 備考 評価 評価の理由・原因 今後の改善点や検討事項等
事業番号 再掲 施策内容 備考

↓評価…◎：実施した／〇：一部実施した／×：実施しなかった

担当 各年度の事業計画 R4年度実施結果 R5年度実施結果

R6・R7年度は，改訂後の前期アクションプランの計画期間

に含まれるため，ここでは参考として掲載します。

1 4 ⑵ ① — —
災害対策・防災拠点の整備を推進しま
す。また、防災拠点への太陽光発電設備
等の導入に努めます。

危機管理課 防災対策班 実施 実施 実施 実施 × 防災拠点管理者との調整が行
えなかったため。

防災拠点管理者との調整・検
討を行う。 × 防災拠点管理者との調整が行

えなかったため。
防災拠点管理者との調整・検
討を行う。

1 4 ⑵ ② — —
ハザードマップの周知や迅速な情報提供
等により、被害の軽減を図ります。

危機管理課 防災対策班 実施 実施 実施 実施 ◎
紙版ハザードマップの配布や
Ｗｅｂ版ハザードマップの周
知を行った。

引き続きハザードマップの周
知方法を検討し，周知を行
う。

◎
紙版ハザードマップの配布や
Web版ハザードマップの周知
を行った。

引き続きハザードマップの周
知方法を検討し，周知を行
う。

1 4 ⑵ ③ — —

市街地における雨水流出抑制対策やヒー
トアイランド現象の緩和等につながるグ
リーンインフラの活用を進めるととも
に、谷津・里山や農地の保全など生態系
を活用した防災・減災（Ｅｃｏ ＤＲ
Ｒ）の取組を推進します。

農政課 振興整備班 実施 実施 実施 実施 ○ 過剰な伐採の抑止に努めた。 引き続き抑止に努める。 ○ 過剰な伐採の抑止に努めた。 引き続き抑止に努める。

1 4 ⑵ ③ — —

市街地における雨水流出抑制対策やヒー
トアイランド現象の緩和等につながるグ
リーンインフラの活用を進めるととも
に、谷津・里山や農地の保全など生態系
を活用した防災・減災（Ｅｃｏ ＤＲ
Ｒ）の取組を推進します。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
谷津里山
保全支援

谷津里山
保全支援

谷津里山
保全支援

谷津里山
保全支援 ◎

里山活動団体への支援を通じ
てグリーンインフラである谷
津・里山の保全を図り，間接
的に防災・減災に繋がる取組
みを推進した。

里山活動団体への支援を通じ
てグリーンインフラである谷
津・里山の保全を図り，間接
的に防災・減災に繋がる取組
みを推進する。

◎
里山活動団体への支援を通じ
てグリーンインフラである谷
津・里山の保全を図り，間接
的に防災・減災に繋がる取組
みを推進した。

里山活動団体への支援を通じ
てグリーンインフラである谷
津・里山の保全を図り，間接
的に防災・減災に繋がる取組
みを推進する。

1 4 ⑶ ① — —
台風に対応した施設の改良や設備に関す
る情報提供や導入支援を通じて、農業施
設の減災対策を推進します。

農政課 振興整備班 実施 実施 実施 実施 ◎ 農家に対し防災網設置の情報
提供を実施した。

今後も情報提供や導入支援を
行う。 ◎ 農家に対し防災網設置の情報

提供を実施した。
今後も情報提供や導入支援を
行う。

1 4 ⑶ ② — —

高温等による農作物への影響軽減、家畜
伝染病や病害虫の発生及びまん延防止に
向けて、県と協力し、情報提供や栽培管
理技術の普及に努めます。

農政課 振興整備班 実施 実施 実施 実施 ◎ 家畜伝染病発生予防の防疫措
置に努めた。

継続して発生及びまん延防止
に努めてもらう。 ◎ 県と協力し情報提供等に努め

た。
引き続き継続していく。

2 1 ⑴ ① — —

ごみ減量学習会やリサイクルフェアなど
の各種イベント等を通じて、４Ｒの推
進、廃棄物の分別ルールをはじめ廃棄物
の処理やリサイクルに関する法律、市の
条例に関する正しい知識の普及のための
啓発活動を継続します。

クリーン推進課 ごみ減量推進班 実施 実施 実施 実施 ◎
小学校等のごみ減量学習会や
リサイクルフェアなどで、４
Ｒの推進や廃棄物の分別ルー
ル等を周知した。

引き続き，４Ｒの推進や廃棄
物の分別ルール等を周知する
ほか，ＳＤＧｓや新たなリサ
イクル方法にも触れながら，
より理解しやすい啓発を行え
るよう検討する。

◎
小学校等のごみ減量学習会や
リサイクルフェアなどで、４
Ｒの推進や廃棄物の分別ルー
ル等を周知した。

引き続き，４Ｒの推進や廃棄
物の分別ルール等を周知する
ほか，ＳＤＧｓや新たなリサ
イクル方法にも触れながら，
より理解しやすい啓発を行え
るよう検討する。

2 1 ⑴ ② — —
市民に対し、食品ロスの現状や削減のた
めの具体的な取組紹介など、食品ロス削
減に向けた周知・啓発活動を行います。

クリーン推進課 ごみ減量推進班 実施 実施 実施 実施 ◎
市民に対し、食品ロスの現状
や削減のための具体的な取組
紹介など、食品ロス削減に向
けた周知・啓発活動を行っ
た。

周知・啓発の際にＳＤＧｓに
係る事項を盛り込めるか検討
する。

◎

市民に対し、食品ロスの現状
や削減のための具体的な取組
紹介など、ＳＤＧｓに係る事
項を盛り込みながら食品ロス
削減に向けた周知・啓発活動
を行った。

引き続き、ＳＤＧｓに係る事
項を盛り込みながら食品ロス
削減に向けた周知・啓発活動
を行う。

2 1 ⑴ ③ — —
ワンウェイ（使い捨て）プラスチック削
減に向けた啓発活動を行います。

クリーン推進課 ごみ減量推進班 実施 実施 実施 実施 ○
小学生を対象としたごみの学
習会では，ワンウェイ（使い
捨て）プラスチックの削減に
ついて啓発を行うことができ
た。

市ホームページなどを活用し
て，より多くの市民に啓発で
きるよう検討する。

○
小学生を対象としたごみの学
習会では，ワンウェイ（使い
捨て）プラスチックの削減に
ついて啓発を行うことができ
た。

市ホームページなどを活用し
て，より多くの市民に啓発で
きるよう検討する。

2 1 ⑴ ④ — —
プラスチック製容器包装等の分別収集に
ついて検討します。

クリーン推進課 ごみ減量推進班 実施 実施 実施 実施 ◎ 近隣自治体の動向や民間事業
者の施設を調査した。

令和５年度にプラスチック製
容器包装等の分別収集の手法
に係る検討業務委託を行い，
合理性，経済性等の総合的な
視点から分析を行ったうえ，
実施手法について検討する。

◎

プラスチック製容器包装等の
分別収集及び再商品化の手法
に係る検討業務委託を行い，
合理性，経済性等の総合的な
視点から複数ケースの分析を
行ったうえ，実施手法を検討
した。

廃棄物減量等推進審議会への
諮問やパブリックコメントを
実施し，市民や学識経験者の
意見を取り入れながら，プラ
スチック類の分別収集及び再
商品化に係る方針を決定す
る。

2 1 ⑴ ⑤ — —
生ごみたい肥化容器等の購入費助成を継
続し、一般家庭における生ごみの減量
化・資源化を促進します。

クリーン推進課 ごみ減量推進班 実施 実施 実施 実施 ◎
生ごみたい肥化容器等の購入
補助を実施した。広報やちよ
４月１日号及び市ホームペー
ジにより，補助制度の周知を
行った。

年々，申請件数が増加傾向に
あるため，予算の増額を検討
する。

◎
生ごみたい肥化容器等の購入
費補助を実施した。広報紙及
び市ホームページやどーんと
祭でのリサイクルフェアによ
り制度の周知を行った。

年々，生ごみたい肥化容器よ
りも高額な生ごみ処理機の補
助金申請の比率が高まってお
り，補助金交付件数が減少し
てしまうため，予算の増額等
を検討する。

2 1 ⑴ ⑥ — —
紙・布類などの資源物集団回収をはじ
め、ごみ減量化・資源化の推進に取り組
む市民団体等を支援します。

クリーン推進課 ごみ減量推進班 実施 実施 実施 実施 ◎ 集団回収奨励金を交付し，市
民団体等を支援した。

引き続き，ごみ減量化・資源
化の推進について啓発し，資
源物集団回収制度の周知を
行っていくことが重要。

◎ 集団回収奨励金を交付し，市
民団体等を支援した。

引き続き，ごみの減量と資源
化の推進について啓発し，資
源物集団回収制度の周知に努
める。

2 1 ⑴ ⑦ — 再掲
廃食用油の収集及び再生利用（燃料化）
を継続します。

クリーン推進課 ごみ減量推進班 実施 実施 実施 実施 ◎ 廃食用油の収集及び再生利用
（燃料化）を継続した。

引き続き廃食用油の収集及び
再生利用（燃料化）を継続す
る。

◎ 廃食用油の収集及び再生利用
（燃料化）を継続した。

引き続き廃食用油の収集及び
再生利用（燃料化）を継続す
る。

2 1 ⑴ ⑦ — 再掲
廃食用油の収集及び再生利用（燃料化）
を継続します。

清掃センター 業務管理班 実施 実施 実施 実施 ◎ 廃食用油の収集及び再生利用
（燃料化）を継続した。

引き続き廃食用油の収集及び
再生利用（燃料化）を継続す
る。

◎ 廃食用油の収集及び再生利用
（燃料化）を継続した。

引き続き廃食用油の収集及び
再生利用（燃料化）を継続す
る。

2 1 ⑴ ⑧ — —

ごみの減量化・再利用を進めるための手
段として、ごみ処理の有料化（有料指定
ごみ袋制度等）を継続します。また、ご
み処理経費の推移や近隣市の状況などを
考慮し、一般廃棄物処理手数料を定期的
に見直します。

クリーン推進課 計画調整班

【有料
化】
実施

【手数料
の見直
し】
検討

【有料
化】
実施

【手数料
の見直
し】
検討

【有料
化】
実施

【手数料
の見直
し】

実施予定

【有料
化】
実施

【手数料
の見直
し】
検討

◎
ごみ処理の有料化（有料指定
ごみ袋制度等）を継続した。
また、ごみ処理経費の検証を
行った。

今後の施設整備に係る費用等
を踏まえたうえでごみ処理経
費を検証し、適正な手数料と
なるよう検討する。

◎
ごみ処理の有料化（有料指定
ごみ袋制度等）を継続した。
また、ごみ処理経費の検証を
行った。

今後の施設整備に係る費用等
を踏まえたうえでごみ処理経
費を検証し、適正な手数料と
なるよう検討する。

2 1 ⑵ ① — —

事業者に対し、廃棄物の発生が少ない、
再生可能な材料を使うなど環境に配慮し
た製品やサービスの提供について啓発し
ます。

クリーン推進課 ごみ減量推進班 実施 実施 実施 実施 ×
事業者に対し、廃棄物の発生
が少ない、再生可能な材料を
使うなど環境に配慮した製品
やサービスの提供について啓
発できなかった。

事業者に対し、廃棄物の発生
が少ない、再生可能な材料を
使うなど環境に配慮した製品
やサービスの提供について啓
発すると同時に，ＳＤＧｓに
係る事項を盛り込めるか検討
する。

○

事業者に対し、廃棄物の発生
が少ない、再生可能な材料を
使うなど環境に配慮した製品
やサービスの提供についてパ
ンフレット等を用いて啓発し
た。

引き続き、事業者に対し、廃
棄物の発生が少ない、再生可
能な材料を使うなど環境に配
慮した製品やサービスの提供
について啓発すると同時に、
ＳＤＧｓに係る事項を盛り込
めるか検討する。
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↓評価…◎：実施した／〇：一部実施した／×：実施しなかった

担当 各年度の事業計画 R4年度実施結果 R5年度実施結果

R6・R7年度は，改訂後の前期アクションプランの計画期間

に含まれるため，ここでは参考として掲載します。

2 1 ⑵ ② — —

事業者に対し、食品ロスの現状や削減の
ための具体的な取組紹介など、食品ロス
削減に向けた周知・啓発活動を行いま
す。

クリーン推進課 ごみ減量推進班 実施 実施 実施 実施 ◎
事業者に対し、食品ロスの現
状や削減のための具体的な取
組紹介など、食品ロス削減に
向けた周知・啓発活動を行っ
た。

周知・啓発の際にＳＤＧｓに
係る事項を盛り込めるか検討
する。

◎

事業者に対し、食品ロスの現
状や削減のための具体的な取
組紹介など、周知・啓発の際
にＳＤＧｓに係る事項を盛り
込み、食品ロス削減に向けた
周知・啓発活動を行った。

引き続き、食品ロスの現状や
削減のための具体的な取組紹
介など、周知・啓発の際にＳ
ＤＧｓに係る事項を盛り込
み、食品ロス削減に向けた周
知・啓発活動を行う。

2 1 ⑵ ③ — —

多量排出事業者・事業用大規模建築物の
所有者等に対しては、事業系一般廃棄物
減量化計画書の提出を促し、これに基づ
き、市は計画的な事業系ごみの減量化・
資源化の推進を継続します。

クリーン推進課 ごみ減量推進班 実施 検討 実施 検討 ○

「事業系一般廃棄物減量化計
画書」等の提出は２年に１回
提出するように促しており，
今年度は該当年度であった。
これを基に事業者への立入等
を令和５年度にする予定。

計画的にごみの減量化・資源
化を推進するため，立入や啓
発資料送付等以外にも，効果
的な施策がないか検討する必
要がある。

○

「事業系一般廃棄物減量化計
画書」等に基づき多量排出事
業者・事業用大規模建築物の
所有者等に対し，事業系一般
廃棄物の計画的な削減を促し
た。

引き続き、計画的にごみの減
量化・資源化を推進するた
め，立入や啓発資料送付等以
外にも，効果的な施策がない
か検討する。

2 1 ⑵ ④ — —

ごみ減量・リサイクル推進等に積極的に
取り組む事業者を「再くるくん協力店」
として認定します。市民・事業者に対し
「再くるくん協力店」の認定制度につい
て啓発に努め、ごみの減量化や資源化の
促進を図ります。

クリーン推進課 ごみ減量推進班 実施 実施 実施 実施 ○

新たな事業者に対しては積極
的な啓発はできなかったが，
市民及び現在認定している事
業者に対しては適宜啓発を
行った。また，店頭回収量を
把握するため，協力店に対
し，回収量等の調査を行っ
た。

実際の協力店の回収品目と市
で把握している回収品目が異
なる場合があるため，協力店
と密に連携を図りながら，正
しい情報の周知に努める。

◎
「再くるくん協力店」の認定
制度の啓発を行い，新規の認
定を行った。

排出ルールを守らない利用者
に店舗が苦慮するケースが多
いため，店舗ごとのルールを
守るよう周知する必要があ
る。

2 1 ⑵ ⑤ — —

ごみの減量化・再利用を進めるための手
段として、ごみ処理の有料化を継続しま
す。また、ごみ処理経費の推移や近隣市
の状況などを考慮し、一般廃棄物処理手
数料を定期的に見直します。

クリーン推進課 計画調整班

【有料
化】
実施

【手数料
の見直
し】
検討

【有料
化】
実施

【手数料
の見直
し】
検討

【有料
化】
実施

【手数料
の見直
し】

実施予定

【有料
化】
実施

【手数料
の見直
し】
検討

◎
ごみ処理の有料化（有料指定
ごみ袋制度等）を継続した。
また、ごみ処理経費の検証を
行った。

今後の施設整備に係る費用等
を踏まえたうえでごみ処理経
費を検証し、適正な手数料と
なるよう検討する。

◎
ごみ処理の有料化（有料指定
ごみ袋制度等）を継続した。
また、ごみ処理経費の検証を
行った。

今後の施設整備に係る費用等
を踏まえたうえでごみ処理経
費を検証し、適正な手数料と
なるよう検討する。

2 1 ⑶ ① — —
バイオマス資源の利活用に関する調査・
研究や、導入についての検討を行いま
す。

クリーン推進課 計画調整班 実施 実施 実施 実施 ○ バイオマス資源の利活用につ
いての情報収集を行った。

新たなバイオマス資源の利活
用について検討する。 ○ バイオマス資源の利活用につ

いての情報収集を行った。
新たなバイオマス資源の利活
用について検討する。

2 1 ⑶ ① — —
バイオマス資源の利活用に関する調査・
研究や、導入についての検討を行いま
す。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
情報収集 情報収集 情報収集 情報収集 ○ インターネットによる情報収

集を行った。
インターネットによる情報収
集など調査・研究に努める。 ○ インターネットによる情報収

集を行った。
インターネットによる情報収
集など調査・研究に努める。

2 1 ⑶ ② — 再掲
廃食用油の収集及び再生利用（燃料化）
を継続します。

クリーン推進課 ごみ減量推進班 実施 実施 実施 実施 ◎ 廃食用油の収集及び再生利用
（燃料化）を継続した。

引き続き廃食用油の収集及び
再生利用（燃料化）を継続す
る。

◎ 廃食用油の収集及び再生利用
（燃料化）を継続した。

引き続き廃食用油の収集及び
再生利用（燃料化）を継続す
る。

2 1 ⑶ ② — 再掲
廃食用油の収集及び再生利用（燃料化）
を継続します。

清掃センター 業務管理班 実施 実施 実施 実施 ◎ 廃食用油の収集及び再生利用
（燃料化）を継続した。

引き続き廃食用油の収集及び
再生利用（燃料化）を継続す
る。

◎ 廃食用油の収集及び再生利用
（燃料化）を継続した。

引き続き廃食用油の収集及び
再生利用（燃料化）を継続す
る。

2 1 ⑶ ③ — —
学校給食における食品残さの飼料化（エ
コフィード）・再利用について検討しま
す。

保健体育課 学校保健班 検討 ― ― ― ◎
関係部署として再資源化処理
の実現に向けた検討に加わっ
た為。

―
令和４年７月にて、単独給食
校が終了したため， ー ― ―

令和４年７月にて、単独給食校が終了し
たため。

2 1 ⑶ ③ — —
学校給食における食品残さの飼料化（エ
コフィード）・再利用について検討しま
す。

学校給食セン
ター

西八千代調理場 検討 検討 実施 実施 ◎
R6年度からの再資源化処理の
実現に向けて，検討及び関係
部署との調整を行ったため。

引き続きR6年度からの再資源
化処理の実現に向けて，検討
及び関係部署との調整を行
う。

◎
R7年度からの再資源化処理の
実現に向けて，検討及び関係
部署との調整を行ったため。

引き続きR7年度からの再資源
化処理の実現に向けて，検討
及び関係部署との調整を行
う。

2 2 ⑴ ① — —

ごみの分別ルールや適正な処理、リサイ
クルの方法について、多言語対応を含
め、市民に十分な広報活動を行い、適正
処理の徹底を図ります。

クリーン推進課 ごみ減量推進班 実施 実施 実施 実施 ◎
ごみの分別ルールや適正な処
理、リサイクルの方法につい
て、多言語対応を含め、市民
に十分な広報活動を行い、適
正処理の徹底を図った。

広報活動について，より分か
りやすくなるよう努める。 ◎

引き続き，ごみの分別ルール
や適正な処理、リサイクルの
方法について、多言語対応を
含め、市民に十分な広報活動
を行い、適正処理の徹底を
図った。

広報活動について，引き続
き、より分かりやすくなるよ
う努める。

2 2 ⑴ ② — —
建設事業における残土等の適正管理、建
設廃棄物のリサイクルや縮小の徹底を指
導・推進します。

クリーン推進課 不法投棄対策班 実施 実施 実施 実施 ◎

建設事業において発生した残
土を適正に排出するよう指導
した。また、建設リサイクル
法に関する全国一斉パトロー
ルに同行し、建設廃棄物のリ
サイクルや縮小の徹底を指
導・推進した。

引き続き建設事業における残
土等の適正管理、建築廃棄物
のリサイクルや縮小の徹底を
指導・推進を継続する。

◎

建設事業において発生した残
土を適正に排出するよう指導
した。また、建設リサイクル
法に関する全国一斉パトロー
ルに同行し、建設廃棄物のリ
サイクルや縮小の徹底を指
導・推進した。

引き続き建設事業における残
土等の適正管理、建築廃棄物
のリサイクルや縮小の徹底を
指導・推進を継続する。

2 2 ⑴ ② — —
建設事業における残土等の適正管理、建
設廃棄物のリサイクルや縮小の徹底を指
導・推進します。

建築指導課 建築審査班 実施 実施 実施 実施 ◎
届出制度によりリサイクルの
促進や廃棄物量の縮小徹底を
解体業者へ指導した。

特になし ◎
届出制度によりリサイクルの
促進や廃棄物量の縮小徹底を
解体業者へ指導した。

特になし

2 2 ⑵ ① — —

廃家電、建設廃棄物などの不法投棄の防
止のため、警察、関係機関などと連携を
図り、引き続き不法投棄の監視体制を強
化します。

クリーン推進課 不法投棄対策班 実施 実施 実施 実施 ◎
廃家電、建設廃棄物などの不
法投棄の防止のため、警察、
関係機関などと連携し、不法
投棄の防止及び早期発見に努
めた。

引き続き廃家電、建設廃棄物
などの不法投棄の防止のた
め、警察、関係機関などと連
携を図り、不法投棄の監視体
制の強化を継続する。

◎
廃家電、建設廃棄物などの不
法投棄の防止のため、警察、
関係機関などと連携し、不法
投棄の防止及び早期発見に努
めた。

引き続き廃家電、建設廃棄物
などの不法投棄の防止のた
め、警察、関係機関などと連
携を図り、不法投棄の監視体
制の強化を継続する。

2 2 ⑵ ② — —
地域巡回、通報システム及び監視カメラ
による不法投棄防止対策を継続します。

クリーン推進課 不法投棄対策班 実施 実施 実施 実施 ◎
環境美化重点区域を不定期に
パトロールを実施。不法投棄
受付専用電話及び監視カメラ
の設置による不法投棄防止対
策を実施した。

引き続きパトロール、不法投
棄受付専用電話及び監視カメ
ラによる不法投棄防止対策を
継続する。

◎
環境美化重点区域を不定期に
パトロールを実施。不法投棄
受付専用電話及び監視カメラ
の設置による不法投棄防止対
策を実施した。

引き続きパトロール、不法投
棄受付専用電話及び監視カメ
ラによる不法投棄防止対策を
継続する。

2 2 ⑵ ③ — —

不法投棄連絡員や廃棄物減量等推進員の
方々など市民と連携し、不法投棄・ポイ
捨て防止についての啓発活動を推進しま
す。

クリーン推進課
不法投棄対策班
ごみ減量推進班

実施 実施 実施 実施 ○

新型コロナウイルスの影響で
廃棄物減量等推進員の研修会
は実施できなかった。ポイ捨
て防止の啓発の一環として、
市内小学４年～６年生を対象
にポイ捨て防止ポスターを募
集し、６５点の応募があり、
受賞作品を市ウェブサイトに
掲載した。

新型コロナウイルスの感染状
況を考慮のうえ研修会の実施
について検討する。
ポイ捨て防止により興味を
持っていただけるよう展示等
を検討していく。

◎

廃棄物減量等推進員の研修会
を６月と１１月の２回行い，
啓発を行った。
ポイ捨て防止の啓発の一環と
して、市内小学４年～６年生
を対象にポイ捨て防止ポス
ターを募集し、６６点の応募
があり、受賞作品を市ウェブ
サイトに掲載した。

引き続き，廃棄物減量等推進
員の研修会を通して，啓発活
動に努める。
ポイ捨て防止により興味を
持っていただけるよう展示等
を検討していく。
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令和６年度「八千代市第３次環境保全計画前期アクションプラン」に関する調査結果 調査票１

担当課 班・室 R4 R5 R6 R7 評価 評価の理由・原因 今後の改善点や検討事項等 備考 評価 評価の理由・原因 今後の改善点や検討事項等
事業番号 再掲 施策内容 備考

↓評価…◎：実施した／〇：一部実施した／×：実施しなかった

担当 各年度の事業計画 R4年度実施結果 R5年度実施結果

R6・R7年度は，改訂後の前期アクションプランの計画期間

に含まれるため，ここでは参考として掲載します。

2 2 ⑵ ④ — —

ごみの散乱のない美しいまちづくりを進
めるため、市民や事業者等との協働によ
り、まちや川の美化活動に取り組むな
ど、市民一人ひとりのモラル向上に向け
て取り組みます。

環境政策課 環境共生班 実施 実施 実施 実施 ×
毎年4月に新川一斉清掃を実
施していたが、新型コロナ
ウィルス感染拡大防止のた
め、令和2年度から開催して
いない。

今後も引き続き新型コロナウ
イルス感染症の感染拡大状況
などを考慮しながら新川一斉
清掃の開催について検討して
いく。

○ 長寿会と協働し，新川沿いの
ごみ拾いを実施した。

継続して実施する。

2 2 ⑵ ④ — —

ごみの散乱のない美しいまちづくりを進
めるため、市民や事業者等との協働によ
り、まちや川の美化活動に取り組むな
ど、市民一人ひとりのモラル向上に向け
て取り組みます。

クリーン推進課 不法投棄対策班 実施 実施 実施 実施 ◎

「広報やちよ」に不法投棄に
関する特集記事を掲載し、ご
みの散乱のない美しいまちづ
くりを進めるため、市民や事
業者等との協働により、まち
や川の美化活動に取り組むな
ど、市民一人ひとりのモラル
向上に向けて取り組んだ。

引き続きごみの散乱のない美
しいまちづくりを進めるた
め、市民や事業者等との協働
により、まちや川の美化活動
に取り組むなど、市民一人ひ
とりのモラル向上に向けて取
り組みを継続する。

◎

「広報やちよ」に不法投棄に
関する特集記事を掲載し、ご
みの散乱のない美しいまちづ
くりを進めるため、市民や事
業者等との協働により、まち
や川の美化活動に取り組むな
ど、市民一人ひとりのモラル
向上に向けて取り組んだ。

引き続きごみの散乱のない美
しいまちづくりを進めるた
め、市民や事業者等との協働
により、まちや川の美化活動
に取り組むなど、市民一人ひ
とりのモラル向上に向けて取
り組みを継続する。

2 2 ⑵ ④ — —

ごみの散乱のない美しいまちづくりを進
めるため、市民や事業者等との協働によ
り、まちや川の美化活動に取り組むな
ど、市民一人ひとりのモラル向上に向け
て取り組みます。

土木建設課 河川班 実施 実施 実施 実施 ○
準用河川については，ボラン
ティア団体が中心となり美化
活動に取り組んでいる。

環境美化ボランティア制度や
印旛沼連携プログラムを周知
し，参加ボランティア団体を
増やしていくこと。

○
準用河川については，ボラン
ティア団体が中心となり美化
活動に取り組んでいる。

環境美化ボランティア制度や
印旛沼連携プログラムを周知
し，参加ボランティア団体を
増やしていくこと。

2 2 ⑶ ① — —

ごみ処理施設について、ごみの排出量見
込みや質の変化など将来予測を踏まえた
上で、環境負荷の低減、災害時への対応
等を勘案し、施設の改良や更新等を検
討・実施します。

クリーン推進課 計画調整班 ―
【粗大】
地域計画

策定

【粗大】
延命化計
画策定

【粗大】
発注仕様
書の作成

ー ― ―
※令和４年度計画無しにつき
実施結果無し ×

令和４年４月１日より，要綱
の取扱いが変更され地域計画
に「プラスチック類の分別収
集及び再商品化に必要な措
置」を行うことが要件に追加
され，当該要件の検討を行う
ことから，地域計画の策定を
1年後ろ倒ししたため。

令和６年度に地域計画と長寿
命化計画の策定を併行して実
施する。

2 2 ⑶ ② — —

ごみの焼却エネルギーの有効利用、ごみ
の焼却残さの資源化の継続など、廃棄物
からのエネルギー回収及び有効活用を推
進します。

クリーン推進課 計画調整班 実施 実施 実施 実施 ○ ごみの焼却残さの資源化を継
続した。

引き続きごみの焼却残さの資
源化を継続する。 ○ ごみの焼却残さの資源化を継

続した。
引き続きごみの焼却残さの資
源化を継続する。

2 2 ⑶ ② — —

ごみの焼却エネルギーの有効利用、ごみ
の焼却残さの資源化の継続など、廃棄物
からのエネルギー回収及び有効活用を推
進します。

清掃センター 最終処分班 実施 実施 実施 実施 ○ ごみの焼却残さの資源化を継
続した。

引き続きごみの焼却残さの資
源化を継続する。 ○ ごみの焼却残さの資源化を継

続した。
引き続きごみの焼却残さの資
源化を継続する。

3 1 ⑴ ① — —
工場及び事業場における各種排出物質の
規制基準を遵守するよう指導します。

環境政策課 環境共生班 実施 実施 実施 実施 ○ 県と連携のもと，一部事業場
等に対し指導を実施した。

継続して実施する。 ○ 県と連携のもと，一部事業場
等に対し指導を実施した。

継続して実施する。

3 1 ⑴ ② — —

工場及び事業場のボイラーなどへの低窒
素酸化物（NOｘ）型燃焼機器の導入や揮
発性有機化合物（VOC）対策、大気汚染
防止設備・技術の導入、燃料使用の適正
化・効率化などの事業者の自主的な排出
削減対策について奨励します。

環境政策課 環境共生班 実施 実施 実施 実施 ◎
環境保全協定締結事業所に対
し，環境省が定めたガイドラ
インに適合した燃焼機器を優
先して購入するよう周知し
た。

継続して実施する。 ◎
環境保全協定締結事業所に対
し，環境省が定めたガイドラ
インに適合した燃焼機器を優
先して購入するよう周知し
た。

継続して実施する。

3 1 ⑴ ③ — —

家庭の暖房機器・給湯器への低窒素酸化
物（NOｘ）型燃焼機器の導入など、家庭
における排出削減対策を促進するための
情報提供、啓発活動を行います。

環境政策課 環境共生班 実施 実施 実施 実施 ◎
大気汚染防止に向けた冬季対
策の一環として，広報・ホー
ムページにて周知，啓発を
行った。

継続して実施する。 ◎
大気汚染防止に向けた冬季対
策の一環として，広報・ホー
ムページにて周知，啓発を
行った。

継続して実施する。

3 1 ⑴ ④ — —

住宅等の建築物の解体・改築時における
アスベスト飛散防止対策やアスベストを
含む廃棄物の適正な処理について、関係
法令の周知を行うなど、アスベスト対策
を徹底します。

環境政策課 環境共生班 実施 実施 実施 実施 ○ パンフレットにて周知を行っ
た。

周知方法の検討。 ○ パンフレットにて周知を行っ
た。

周知方法の検討。

3 1 ⑵ ① — —
市民・事業者に対して、自動車の利用の
自粛、エコドライブの実施、自転車の利
用促進などの協力を呼び掛けます。

環境政策課 環境共生班 実施 実施 実施 実施 ◎
大気汚染防止に向けた冬季対
策の一環として，広報・ホー
ムページにて周知，啓発を
行った。

継続して実施する。 ◎
大気汚染防止に向けた冬季対
策の一環として，広報・ホー
ムページにて周知，啓発を
行った。

継続して実施する。

3 1 ⑵ ② — —

バス・トラックなどの大型ディーゼル車
については、低公害・低燃費車への転換
やエコドライブの徹底などを要請し、窒
素酸化物・浮遊粒子状物質の排出量の削
減を図ります。

環境政策課 環境共生班 実施 実施 実施 実施 ○
環境保全協定締結事業所に対
し，エコドライブや低公害車
の購入を周知した。

要請先の検討。 ○
環境保全協定締結事業所に対
し，エコドライブや低公害車
の購入を周知した。

要請先の検討。

3 1 ⑵ ③ — 再掲

温室効果ガスの排出削減や大気汚染の移
動発生源対策などのため、電気自動車や
燃料電池自動車などといった次世代自動
車について、公用車への率先導入や普及
啓発に努めます。

資産管理課 資産管理班 検討※1 検討※2 検討※2 検討※2 ○
　温室効果ガス削減対策のた
め，電気自動車1台を試験的
に導入することを検討し，予
算確保に努めた。

　新庁舎の整備・完成に合わ
せ，来年度導入する電気自動
車の実用性等を考慮し，導入
（充電設備の整備・車両）を
検討する必要がある。

○
温室効果ガス削減対策のた
め，電気自動車1台を導入し
た。

集中管理車両リースアップ時
による切替や新庁舎の整備・
完成に合わせ，充電設備の整
備を検討する必要がある。

3 1 ⑵ ③ — 再掲

温室効果ガスの排出削減や大気汚染の移
動発生源対策などのため、電気自動車や
燃料電池自動車などといった次世代自動
車について、公用車への率先導入や普及
啓発に努めます。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
普及啓発 普及啓発 普及啓発 普及啓発 ◎

グリーン購入基本方針によ
り，自動車等にも一定の調達
基準を設け，低公害車の導入
を推進している。

次世代自動車について，更な
る普及啓発方法を検討する。 ◎

グリーン購入基本方針によ
り，自動車等にも一定の調達
基準を設け，低公害車の導入
を推進している。

次世代自動車について，更な
る普及啓発方法を検討する。

3 1 ⑵ ③ — 再掲

温室効果ガスの排出削減や大気汚染の移
動発生源対策などのため、電気自動車や
燃料電池自動車などといった次世代自動
車について、公用車への率先導入や普及
啓発に努めます。

教育総務課 総務班 検討 検討 検討 実施 ○
 教育長車にハイブリッド自
動車を導入し，温室効果ガス
の排出削減や大気汚染の移動
発生源対策に努めた。

庁舎に充電設備を備えていな
いことから，次世代自動車の
導入が難しいことを懸念して
いる。教育長車の再リース期
限が切れるR7.5.31導入に向
け検討していきたい。

○
教育長車にハイブリッド自動
車を導入し，温室効果ガスの
排出削減や大気汚染の移動発
生源対策に努めた。

庁舎に充電設備を備えていな
いことから，次世代自動車の
導入が難しいことを懸念して
いる。教育長車の再リース期
限が切れるR7.5.31導入に向
け検討していきたい。
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令和６年度「八千代市第３次環境保全計画前期アクションプラン」に関する調査結果 調査票１

担当課 班・室 R4 R5 R6 R7 評価 評価の理由・原因 今後の改善点や検討事項等 備考 評価 評価の理由・原因 今後の改善点や検討事項等
事業番号 再掲 施策内容 備考

↓評価…◎：実施した／〇：一部実施した／×：実施しなかった

担当 各年度の事業計画 R4年度実施結果 R5年度実施結果

R6・R7年度は，改訂後の前期アクションプランの計画期間

に含まれるため，ここでは参考として掲載します。

3 1 ⑵ ③ — 再掲

温室効果ガスの排出削減や大気汚染の移
動発生源対策などのため、電気自動車や
燃料電池自動車などといった次世代自動
車について、公用車への率先導入や普及
啓発に努めます。

経営企画課 総務企画班 検討 検討 実施 実施 ○
電気自動車や燃料電池自動車
などといった次世代自動車の
導入について検討を行った。

緊急出動等を考慮すると，一
般的に充電設備の普及が進ん
でいないこと，また局庁舎に
も充電設備を備えていないこ
とから，次世代自動車の導入
は難しいことを懸念してい
る。

○
電気自動車や燃料電池自動車
などといった次世代自動車の
導入について検討を行った。

緊急出動等を考慮すると，一
般的に充電設備の普及が進ん
でいないこと，また局庁舎に
も充電設備を備えていないこ
とから，次世代自動車の導入
は難しいことを懸念してい
る。

3 1 ⑶ ① — —

地域で発生する悪臭を抑制するため、そ
の発生源に対して「悪臭防止法」や「八
千代市公害防止条例」に基づく指導を行
います。

農政課 振興整備班 協力 協力 協力 協力 ◎ 環境保全課と協力して悪臭の
抑制に取り組んだ。

今後も必要に応じて協力を
行っていく。 ◎ 環境保全課と協力して悪臭の

抑制に取り組んだ。
引き続き継続していく。

3 1 ⑶ ① — —

地域で発生する悪臭を抑制するため、そ
の発生源に対して「悪臭防止法」や「八
千代市公害防止条例」に基づく指導を行
います。

環境政策課 環境共生班 実施 実施 実施 実施 ◎ 臭気調査の実施，悪臭苦情発
生源への指導を実施した。

継続して実施する。 ◎ 臭気調査の実施，悪臭苦情発
生源への指導を実施した。

継続して実施する。

3 1 ⑶ ② — —

工場及び事業場、特定建設作業現場から
の騒音・振動を抑制するため、「騒音規
制法」・「振動規制法」・「八千代市公
害防止条例」に基づく規制・指導、低騒
音・低振動型設備の導入指導を行いま
す。

環境政策課 環境共生班 実施 実施 実施 実施 ◎
特定施設や特定建設作業の届
出のあった際には、事業者に
対し法律や条例の規制基準を
順守するよう指導している。

引き続き、指導等を継続して
いく。 ◎

特定施設や特定建設作業の届
出のあった際には，事業者に
対し法律や条例の規制基準を
順守するよう指導している。

引き続き，指導等を継続して
いく。

3 1 ⑶ ③ — —

自動車交通量の多い道路において騒音・
振動の状況を調査し、要請限度を超えて
いる場合には、必要に応じて千葉県公安
委員会に道路交通法による措置等を要請
します。

環境政策課 環境共生班 実施 実施 実施 実施 ◎
令和4年度も要請限度調査を
実施した。また、結果として
は騒音・振動の値ともに要請
限度内であった。

引き続き、要請限度調査を実
施していく。 ◎

要請限度の調査を実施した結
果，一部の道路における夜間
の騒音のみ要請限度を超過し
ていた。

引き続き，要請限度調査を実
施していく。

3 1 ⑶ ④ — —
道路補修等により道路の自動車騒音・道
路交通振動対策を行います。

土木管理課 補修班 実施 実施 実施 実施 ◎
道路舗装維持補修工事等の実
施により，騒音・振動等の対
策を行った。

引き続き予算要求を行い，事
業を実施していく。 ◎

道路舗装維持補修工事等の実
施により，騒音・振動等の対
策を行った。

引き続き予算要求を行い，事
業を実施していく。

3 1 ⑶ ④ — —
道路補修等により道路の自動車騒音・道
路交通振動対策を行います。

土木建設課 建設街路班 工事 工事 工事 工事 ○
道路の拡幅や路盤の改良に伴
い，路面の波打ちや，ひび割
れ等の箇所の舗装を打ち換え
ている。

設計時に現場状況をよく確認
し，排水構造物を騒音対策の
製品にする等，交通振動対策
を検討する。

○
道路の拡幅や路盤の改良に伴
い，路面の波打ちや，ひび割
れ等の箇所の舗装を打ち換え
ている。

設計時に現場状況をよく確認
し，排水構造物を騒音対策の
製品にする等，交通振動対策
を検討する。

3 1 ⑶ ④ — —
道路補修等により道路の自動車騒音・道
路交通振動対策を行います。

土木維持課 維持班 実施 実施 実施 実施 ◎
舗装補修工事を実施したこと
により，騒音・振動対策に繋
がったため。

舗装修繕計画に沿って，舗装
補修工事を実施できるように
予算確保に努める。

◎
舗装補修工事を実施したこと
により，騒音・振動対策に繋
がったため。

舗装修繕計画に沿って，舗装
補修工事を実施できるように
予算確保に努める。

3 1 ⑶ ⑤ — —

騒音状況を調査し、民間航空機について
は国と協議を、自衛隊機については航空
機騒音調査の実施と騒音対策の要請を継
続して実施します。

環境政策課 環境共生班 実施 実施 実施 実施 ◎

令和4年度も2地点で自衛隊
機・ヘリコプターの騒音調査
を実施した。測定値は環境基
準値以下であったが、市民か
ら苦情が寄せられているた
め、自衛隊へ騒音の低減要請
を行った。

引き続き、自衛隊機・ヘリコ
プター騒音調査を実施してい
く。

◎

羽田再拡張事業に関する県・
市町村連絡協議会において，
国に騒音低減を要望した。
自衛隊機の騒音調査を実施
し，自衛隊へ騒音の低減要請
を行った。

引き続き実施していく。

3 1 ⑶ ⑥ — —
生活騒音問題について、広報やパンフ
レットなどを通じた啓発活動に努めま
す。

環境政策課 環境共生班 啓発 啓発 啓発 啓発 ○
生活騒音の苦情があった際
に、該当の自治会にパンフ
レットの配布を行った。

引続きパンフレット等を通じ
た啓発活動に努める。 ○ 窓口にてパンフレットによる

啓発活動を行った。
引続きパンフレット等を通じ
た啓発活動に努める。

3 1 ⑶ ⑦ — —

住宅地の周辺で発生するカラオケ、拡声
器などの使用による騒音については、
「八千代市公害防止条例」に基づき、発
生者に対して指導します。

環境政策課 環境共生班 実施 実施 実施 実施 ◎
拡声器等による騒音苦情が寄
せられてたため、発生者に対
し、指導を行った。

引き続き、苦情対応と条例に
よる指導を行っていく。 ◎

カラオケ等による騒音苦情が
寄せられたため，発生者に対
し，指導を行った。

引き続き，苦情対応と条例に
よる指導を行っていく。

3 1 ⑷ ① — —

大気汚染の実態を的確に把握するため、
県と協力し、継続的に観測を実施すると
ともに、結果を公表します。継続的に観
測できるよう機器の維持管理等に努めま
す。

環境政策課 環境共生班 実施 実施 実施 実施 ◎
大気汚染測定局にて継続的に
監視を実施，「八千代市の環
境」にて公表した。また，委
託により測定機器の保守点検
を実施した。

測定機器の老朽化。 ◎
大気汚染測定局にて継続的に
監視を実施，「八千代市の環
境」にて公表した。また，委
託により測定機器の保守点検
を実施した。

測定機器の老朽化。

3 1 ⑷ ② — —
騒音・振動にかかる調査を継続して実施
します。

環境政策課 環境共生班 実施 実施 実施 実施 ◎
騒音・振動に関する常時監視
の実施。また、測定依頼が
あった際には、個別での測定
を実施した。

引き続き、常時監視と依頼が
あった場合の個別調査を実施
していく。

◎
騒音・振動に関する常時監視
の実施，また，測定依頼が
あった際には，個別での測定
を実施した。

引き続き，常時監視と依頼が
あった場合の個別調査を実施
していく。

3 1 ⑷ ③ — —
ダイオキシン類などの化学物質による大
気の汚染状況を監視し、結果を公表しま
す。

環境政策課 環境共生班 実施 実施 実施 実施 ◎
ダイオキシン類調査（夏季・
冬季）を実施し，「八千代市
の環境」にて結果を公表し
た。

継続して実施する。 ◎
ダイオキシン類調査（夏季・
冬季）を実施し，「八千代市
の環境」にて結果を公表し
た。

継続して実施する。

3 1 ⑷ ④ — —
大気中の空間放射線量の測定を行い、結
果を公表します。

環境政策課 環境共生班 実施 実施 実施 実施 ◎
市内22施設において定点測定
を実施し，結果を「八千代市
の環境」及びホームページに
て公表した。

継続して実施する。 ◎
市内22施設において定点測定
を実施し，結果を「八千代市
の環境」及びホームページに
て公表した。

継続して実施する。

3 1 ⑷ ⑤ — —
市民・事業者に対し、空間放射線量計の
貸出を行います。

環境政策課 環境共生班 実施 実施 実施 実施 ◎ 貸出を実施した。 継続して実施する。 ◎ 貸出を実施した。 継続して実施する。

3 2 ⑴ ① — —

印旛沼流域の健全な水循環を考慮した新
川等の水環境改善、治水対策を、国や流
域自治体、住民・市民団体、専門家等関
係者と協力して進めます。

環境政策課 環境共生班 実施 実施 実施 実施 ◎ 印旛沼環境基金や水循環健全
化会議へ出席した。

引き続き、関係団体等との連
携していく。 ◎ 印旛沼環境基金や水循環健全

化会議へ出席した。
引き続き、関係団体等との連
携していく。

3 2 ⑴ ② — —
谷津・里山、農地を重要な水源かん養地
と捉え、谷津・里山及び農地の整備・保
全を推進します。

農政課 振興整備班 実施 実施 実施 実施 ○ 過剰な伐採の抑止に努めた。 引き続き抑止に努める。 ○ 過剰な伐採の抑止に努めた。 引き続き抑止に努める。
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令和６年度「八千代市第３次環境保全計画前期アクションプラン」に関する調査結果 調査票１

担当課 班・室 R4 R5 R6 R7 評価 評価の理由・原因 今後の改善点や検討事項等 備考 評価 評価の理由・原因 今後の改善点や検討事項等
事業番号 再掲 施策内容 備考

↓評価…◎：実施した／〇：一部実施した／×：実施しなかった

担当 各年度の事業計画 R4年度実施結果 R5年度実施結果

R6・R7年度は，改訂後の前期アクションプランの計画期間

に含まれるため，ここでは参考として掲載します。

3 2 ⑴ ② — —
谷津・里山、農地を重要な水源かん養地
と捉え、谷津・里山及び農地の整備・保
全を推進します。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ◎

里山団体の活動推進及び里山
整備人材育成を通じて，目的
を達成した。

引き続き里山活動団体の支援
の他，里山整備人材育成を実
施する。

◎
里山団体の活動推進を支援
し，里山楽校を通して，目的
を達成した。

引き続き市内の里山団体を支
援していくと共に，里山楽校
を実施する。

3 2 ⑴ ③ — —

市民や事業者に対して、水循環の重要性
などについて情報提供を行い、節水意識
の向上や家庭でできる生活排水対策につ
いての普及啓発に努めます。

環境政策課 環境共生班 実施 実施 実施 実施 ○
出前講座等への参加により、
水循環や生活排水対策等の普
及啓発を行った。

引き続き、普及啓発に努めて
いく。 ○

イベント時に水質汚濁の原因
と対策に関する展示を行った
他，窓口へチラシを設置し，
生活排水対策に関する普及啓
発を行った。

引続きイベントや窓口のチラ
シ，広報など利用し，生活排
水対策について普及啓発に努
めていく。

3 2 ⑴ ④ — —

適正な水循環の確保を図るため、市街地
等における緑化の推進、雨水の地下浸透
を進める透水性舗装や雨水浸透ますの設
置など、雨水流出抑制対策を推進しま
す。

土木建設課 河川班 実施 実施 実施 実施 ○
開発行為等で雨水浸透貯留槽
の指導，浸透桝等の設置協力
依頼を行っている。

開発行為にあたらない場合，
法的根拠がないことから雨水
浸透貯留槽や浸透桝について
は協力依頼にとどまってしま
い，八千代市では補助金等も
ないことから設置しない場合
も多い。

○
開発行為等で雨水浸透貯留槽
の指導，浸透桝等の設置協力
依頼を行っている。

開発行為にあたらない場合，
法的根拠がないことから浸透
桝等については設置の協力依
頼をしている。今後も引き続
き実施していく。

3 2 ⑴ ④ — —

適正な水循環の確保を図るため、市街地
等における緑化の推進、雨水の地下浸透
を進める透水性舗装や雨水浸透ますの設
置など、雨水流出抑制対策を推進しま
す。

下水道課 計画班 実施 実施 実施 実施 ◎
開発事業においては雨水浸透
施設の設置指導を行い，建築
時においては雨水浸透ますを
設置することについて協力を
お願いした。

特に無し ◎
開発事業においては雨水浸透
施設の設置指導を行い，建築
時においては雨水浸透ますを
設置することについて協力を
お願いした。

特に無し

3 2 ⑴ ⑤ — —
洗車や散水など用途に応じた生活排水や
雨水の利用について普及啓発を図り、水
の有効利用を推進します。

環境政策課 環境共生班 啓発 啓発 啓発 啓発 ×
コロナウィルス感染拡大防止
のため、イベントの開催がで
きなかったため、パンフレッ
ト等の配布ができなかった。

イベント実施の際には、パン
フレット等の配布による啓発
を行う。

○
イベントにおいて水質汚濁の
原因と対策に関する展示を行
い，水質負荷の軽減や水の有
効利用について啓発を図っ
た。

イベント実施時の展示等によ
り引き続き啓発を行う。

3 2 ⑵ ① — —

事業場における水質汚濁防止法に定めら
れた排水基準の達成状況を監視します。
排水基準を遵守していない場合には改善
を指導するとともに、一層の汚濁負荷削
減のために、工場及び事業場に対策の強
化への協力を求めていきます。

環境政策課 環境対策班 実施 実施 実施 実施 ◎
事業場排水調査を実施した。
また，排水基準を遵守してい
ない工場及び事業場に対し，
改善を指導した。

継続して実施する。 ◎
事業場排水調査を実施した。
また，排水基準を遵守してい
ない工場及び事業場に対し，
改善を指導した。

継続して実施する。

3 2 ⑵ ② — —

全戸水洗化を目指して下水道区域の整備
を推進し、下水道普及率の向上や、下水
道への接続促進のための啓発活動の推進
を図ります。

給排水相談課 給排水班 実施 実施 実施 実施 ◎ 571件に対して，個別訪問・
現況調査を実施した。

下水道への接続促進のため，
未接続世帯への啓発活動を継
続する。

◎ 537件に対して，個別訪問・
現況調査を実施した。

下水道への接続促進のため，
未接続世帯への啓発活動を継
続する。

3 2 ⑵ ② — —

全戸水洗化を目指して下水道区域の整備
を推進し、下水道普及率の向上や、下水
道への接続促進のための啓発活動の推進
を図ります。

下水道課 計画班 実施 実施 実施 実施 ◎
汚水ますの設置や局所的に下
水道が未整備となっている箇
所の整備を進めた。

今後の下水道の計画的な整備
については，都市計画の動向
を勘案しながら検討していく
必要がある。

◎
汚水ますの設置や局所的に下
水道が未整備となっている箇
所の整備を進めた。

今後の下水道の計画的な整備
については，都市計画の動向
を勘案しながら検討していく
必要がある。

3 2 ⑵ ③ — —

下水道整備計画区域外の区域では、富栄
養化の原因となる窒素やリンを除去でき
る高度処理型合併処理浄化槽の設置に対
する補助事業を継続し、その普及促進を
図ります。また、くみ取便所や単独処理
浄化槽からの転換を促進します。

環境政策課 環境共生班 実施 実施 実施 実施 ◎
高度処理型浄化槽設置整備事
業補助金により浄化槽の転換
について13件の補助を実施し
た。

引き続き、補助事業を実施し
ていく。 ◎

高度処理型浄化槽設置整備事
業補助金により浄化槽の転換
について12件の補助を実施し
た。

引き続き、補助事業を実施し
ていく。

3 2 ⑵ ④ — —

浄化槽の使用者には、年1回の法定検査
の他に、定期的に保守点検、清掃を実施
し、適正管理を心掛けるよう呼びかけま
す。

環境政策課 環境共生班 実施 実施 実施 実施 ◎
完了検査時に「浄化槽を正し
く、快適にお使いいただくた
めに」を配布し、適正管理の
啓発を行った。

引き続き、浄化槽の適正管理
の呼びかけを実施する。 ◎

市ホームページにおいて保守
点検に関する情報を掲載した
他，広報やちよでも記事を掲
載し，適正管理を呼びかけ
た。また，浄化槽補助金の完
了検査時に「浄化槽を正し
く、快適にお使いいただくた
めに」を配布し、適正管理の
啓発を行った。

引き続き、浄化槽の適正管理
の呼びかけを実施する。

3 2 ⑶ ① — —
路面の清掃や道路側溝、排水溝の清掃に
より、堆積･蓄積した汚濁物質の除去を
推進します。

土木管理課 補修班 実施 実施 実施 実施 ◎
側溝清掃委託等の実施によ
り，堆積物等の除去を行っ
た。

引き続き予算要求を行い，事
業を実施していく。 ◎

側溝清掃委託等の実施によ
り，堆積物等の除去を行っ
た。

引き続き予算要求を行い，事
業を実施していく。

3 2 ⑶ ② — —
農地で使用する化学肥料・農薬の適正利
用を推進します。

農政課 農政班 実施 実施 実施 実施 ◎ パンフレットの配布・掲示に
よって推進した。

引続き継続していきたい。 ◎ パンフレットの配布・掲示に
よって推進した。

引続き継続していきたい。

3 2 ⑷ ① — —
公共用水域が環境基準を達成しているか
を引き続きモニタリングしていきます。

環境政策課 環境対策班 実施 実施 実施 実施 ◎ 市内17地点において，年6
回，調査を実施した。

継続して実施する。 ◎ 市内17地点において，年6
回，調査を実施した。

継続して実施する。

3 3 ⑴ ① — —
有害物質を使用している事業場につい
て、使用実績を収集し、漏洩等の有事に
備えます。

環境政策課 環境対策班 実施 実施 実施 実施 ◎
環境保全協定事業所からの報
告により，有害物質使用状況
を把握した。

引き続き環境保全協定事業所
からの報告により，有害物質
使用状況を把握し漏洩等の有
事に備える。

◎
環境保全協定事業所からの報
告により，有害物質使用状況
を把握した。

引き続き環境保全協定事業所
からの報告により，有害物質
使用状況を把握し漏洩等の有
事に備える。

3 3 ⑴ ② — —
土づくりと化学肥料・農薬の低減を一体
的に行う環境保全型農業を啓発します。

農政課 農政班 実施 実施 実施 実施 ◎ パンフレットの配布・掲示に
よって推進した。

引続き継続していきたい。 ◎ パンフレットの配布・掲示に
よって推進した。

引続き継続していきたい。

3 3 ⑴ ③ — —

地下水汚染の程度や地下水の飲用状況に
応じて、汚染の範囲、程度、汚染原因の
究明などの調査を実施するとともに、汚
染源に対して継続的な浄化対策を指導し
ます。

環境政策課 環境対策班 実施 実施 実施 実施 ◎
汚染源に対し，浄化対策等に
ついて指導した。また，市が
管理する浄化施設の管理やそ
の効果の調査を実施した。

引き続き汚染源に対し，浄化
対策等の指導及び市が運用す
る浄化施設の管理や効果につ
いて調査する。

◎
汚染源に対し，浄化対策等に
ついて指導した。また，市が
管理する浄化施設の管理やそ
の効果の調査を実施した。

引き続き汚染源に対し，浄化
対策等の指導及び市が運用す
る浄化施設の管理や効果につ
いて調査する。

3 3 ⑴ ④ — —

有害物質による地下水汚染状況を調査し
ます。地下水の水質、流向などのモニタ
リング調査を継続し、地域の地下水の経
年的な変化を監視します。

環境政策課 環境対策班 実施 実施 実施 実施 ◎
地下水汚染が確認された地域
の観測井戸等について，水質
調査を実施し，経変変化を監
視した。

引き続き，地下水汚染が確認
された地域に対し，浄化対策
や水質調査を実施し，地域の
地下水の経年的な変化を監視
する。

◎
地下水汚染が確認された地域
の観測井戸等について，水質
調査を実施し，経変変化を監
視した。

引き続き，地下水汚染が確認
された地域に対し，浄化対策
や水質調査を実施し，地域の
地下水の経年的な変化を監視
する。
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に含まれるため，ここでは参考として掲載します。

3 3 ⑴ ⑤ — —
地下水の水質が保全されるように対策を
講じ、千葉県が行う施策に協力します。

環境政策課 環境対策班 実施 実施 実施 実施 ◎
各種地下水汚染対策を実施し
た。また，県の測定計画に協
力した。

引き続き，各種地下水汚染対
策の実施や県の測定計画への
協力を行う。

◎
各種地下水汚染対策を実施し
た。また，県の測定計画に協
力した。

引き続き，各種地下水汚染対
策の実施や県の測定計画への
協力を行う。

3 3 ⑵ ① — —

「千葉県環境保全条例」及び「八千代市
公害防止条例」に基づき、地下水の揚水
の規制・指導を行います。揚水施設の設
置規制及び揚水量の指導を通して、地下
水の過剰な揚水による地盤の沈下を防止
します。

環境政策課 環境対策班 実施 実施 実施 実施 ◎
千葉県環境保全条例等に基づ
き，揚水施設の設置や適切な
運用について指導した。

引き続き，千葉県環境保全条
例等に基づき揚水施設の設置
や適切な運用を指導する。

◎
千葉県環境保全条例等に基づ
き，揚水施設の設置や適切な
運用について指導した。

引き続き，千葉県環境保全条
例等に基づき揚水施設の設置
や適切な運用を指導する。

3 3 ⑵ ② — —
定点モニタリング調査により、継続的に
地下水位の観測に取り組みます。

環境政策課 環境対策班 実施 実施 実施 実施 ◎ 毎月定点モニタリング調査を
行い，経年変化を確認した。

引き続き，定点モニタリング
調査を行い，継続的に地下水
位の観測に取り組む。

◎ 毎月定点モニタリング調査を
行い，経年変化を確認した。

引き続き，定点モニタリング
調査を行い，継続的に地下水
位の観測に取り組む。

4 1 ⑴ ① — —

地域団体、ＮＰＯあるいは事業者など、
多様な組織または個人の参加を求め、谷
津・里山の保全を図ります。また、谷
津・里山の保全活動をしている団体を支
援します。

農政課 振興整備班 協力 協力 協力 協力 ○
環境政策室の主催する里山楽
校に講師として協力し間接的
に谷津・里山保全活動団体を
支援した。

引き続き環境政策室の主催す
る里山楽校に講師として協力
し間接的に谷津・里山保全活
動団体を支援する。

○
環境政策室の主催する里山楽
校に講師として協力し間接的
に谷津・里山保全活動団体を
支援した。

引き続き環境政策室の主催す
る里山楽校に講師として協力
し間接的に谷津・里山保全活
動団体を支援する。

4 1 ⑴ ① — —

地域団体、ＮＰＯあるいは事業者など、
多様な組織または個人の参加を求め、谷
津・里山の保全を図ります。また、谷
津・里山の保全活動をしている団体を支
援します。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ◎

里山団体の活動推進及び里山
整備人材育成を通じて，目的
を達成した。

引き続き里山活動団体の支援
の他，里山整備人材育成を実
施する。

◎
里山整備ボランティア人材育
成講座を通して，里山整備に
関心のある市民を募ると共
に，里山団体の活動を支援
し，目的を達成した。

引き続き里山団体を支援して
いくと共に，里山整備ボラン
ティア人材育成講座を通し
て，市内における谷津・里山
の保全活動を推進する。

4 1 ⑴ ① ア —
市民参加の竹林対策の実施・里山楽校等
の実施

農政課 振興整備班 協力 協力 協力 協力 ◎ 講師を派遣した。 引続き講師派遣に協力する。 ◎ 講師を派遣した。 引続き講師派遣に協力する。

4 1 ⑴ ① ア —
市民参加の竹林対策の実施・里山楽校等
の実施

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ◎

里山団体の活動推進及び里山
整備人材育成を通じて，目的
を達成した。

引き続き里山活動団体の支援
の他，里山整備人材育成を実
施する。

◎
里山整備ボランティア人材育
成講座を通して，里山整備に
関心のある市民を募ると共
に，里山団体の活動を支援
し，目的を達成した。

引き続き里山団体を支援して
いくと共に，里山整備ボラン
ティア人材育成講座を通し
て，市内における谷津・里山
の保全活動を推進する。

4 1 ⑴ ① イ — 固定資産税に対する減免措置の検討 資産税課 課税班
調査研
究・協議

調査研
究・協議

方針決定 ― ○

谷津・里山保全活動の実施主
体及び実施内容から照らし
て，公益性・公共性を客観的
に判断できるか否か環境保全
課と協議を行い，減免措置の
可能性を検討した。

他市で減免措置を行っている
事例があれば，それを参考と
しながら引き続き環境保全課
と協議を図る。

○

谷津・里山保全活動の実施主
体及び実施内容から照らし
て，公益性・公共性を客観的
に判断できるか否か環境保全
課と協議を行い，引き続き減
免措置の可能性を検討した。

市独自で里山保全に係る減免
措置を実施している事例がな
く，具体的な検討には至って
いないが，今後も環境政策課
と情報共有を図りつつ減免措
置の実施について協議してい
きたい。

4 1 ⑴ ① イ — 固定資産税に対する減免措置の検討 環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
調査研
究・協議

調査研
究・協議

方針決定 ― ○ 資産税課と制度の実現性につ
いて協議した。

環境を巡る情勢の変化を踏ま
えつつ，減免措置の在り方に
ついて考える。

○ 資産税課と制度の実現性につ
いて協議した。

環境を巡る情勢の変化を踏ま
えつつ，減免措置の在り方に
ついて考える。

4 1 ⑴ ① ウ — 森林環境譲与税の活用検討 農政課 振興整備班 検討 検討 検討 検討 ○ 検討した。 引き続き検討していく。 ○ 検討した。 引き続き検討していく。

4 1 ⑴ ① エ —
地権者と市民が交流しながらの保全活動
の推進

農政課 振興整備班 協力 協力 協力 協力 ○ 里山学校において課内から講
師を派遣した。

引き続き実施予定。 ○ 里山学校において課内から講
師を派遣した。

引き続き実施予定。

4 1 ⑴ ① エ —
地権者と市民が交流しながらの保全活動
の推進

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ◎ 里山団体の活動推進を通じ

て，目的を達成した。
引き続き里山活動団体の支援
を実施する。 ◎

各里山団体の活動及び里山楽
校を通じて，目的を達成し
た。

引き続き里山団体の支援及び
里山楽校を実施する。

4 1 ⑵ ① — —
湧水について情報を収集するとともに、
保全に向けた取組を進めます。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
情報収集 情報収集 情報収集 情報収集 × 湧水に関する情報収集を行わ

なかった。

過去の自然環境調査等をもと
に、湧水の現状について調査
する。

× 湧水に関する情報収集を行わ
なかった。

過去の自然環境調査等をもと
に、湧水の現状について調査
する。

4 1 ⑵ ① ア — 自然環境調査の実施の検討 環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
検討 方針決定 ― ― ×

直近調査から年数が経過して
おらず，検討対象とならな
かった。

実施時期について検討し方針
を決定する。 ×

直近調査から年数が経過して
おらず，調査対象とならな
かった。

実施時期等を検討し，方針を
固めていく。

4 1 ⑵ ① イ — 水源かん養林の保全 農政課 振興整備班 実施 実施 実施 実施 ○ 過剰な伐採の抑止に努めた。 引き続き抑止に努める。 ○ 過剰な伐採の抑止に努めた。 引き続き抑止に努める。

4 1 ⑵ ① イ — 水源かん養林の保全 環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ◎ 里山団体の活動支援を通じ

て，目的を達成した。
引き続き里山活動団体の支援
を実施する。 ◎ 里山団体の活動支援を通じ

て，目的を達成した。
引き続き里山活動団体の支援
を実施する。

4 1 ⑵ ② — —
河川環境の保全のため、市民・事業者な
どの参加の下、河川の清掃活動に努めま
す。

環境政策課 環境共生班 実施 実施 実施 実施 ×
毎年4月に新川一斉清掃を実
施していたが、新型コロナ
ウィルス感染拡大防止のた
め、令和2年度から開催して
いない。

今後も引き続き新型コロナウ
イルス感染症の感染拡大状況
などを考慮しながら新川一斉
清掃の開催について検討して
いく。

○ 長寿会と協働し，新川沿いの
ごみ拾いを実施した。

継続して実施する。

4 1 ⑵ ② — —
河川環境の保全のため、市民・事業者な
どの参加の下、河川の清掃活動に努めま
す。

クリーン推進課
不法投棄対策班
ごみ減量推進班

実施 実施 実施 実施 ○

「ゴミゼロ運動」について
は，新型コロナウイルスの感
染拡大防止，及び参加する市
民等の健康や安全面を考慮
し，中止とした。
河川環境の保全のため、市民
が河川の清掃活動に努めてい
た。

新型コロナウイルスの感染状
況を確認し実施について検討
する。
引き続き河川環境の保全のた
め、市民・事業者などの参加
の下、河川の清掃活動に努め
ていく。

○ 長寿会と協働し，新川沿いの
ごみ拾いを実施した。

継続して実施する。

4 1 ⑵ ② — —
河川環境の保全のため、市民・事業者な
どの参加の下、河川の清掃活動に努めま
す。

土木管理課 補修班 協議 協議 協議 協議 ○
環境保全課の行う外来植物駆
除を行う水路の底地管理者と
して協議を行い，水路の駆除
活動を許可した。

今後開催されれば底地管理者
として協議・協力していく。 ×

環境保全課の行う外来植物駆
除はR5年度は千葉県管理の桑
納川で行われたため，協議等
は行わなかった。

今後開催されれば底地管理者
として協議・協力していく。
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令和６年度「八千代市第３次環境保全計画前期アクションプラン」に関する調査結果 調査票１

担当課 班・室 R4 R5 R6 R7 評価 評価の理由・原因 今後の改善点や検討事項等 備考 評価 評価の理由・原因 今後の改善点や検討事項等
事業番号 再掲 施策内容 備考

↓評価…◎：実施した／〇：一部実施した／×：実施しなかった

担当 各年度の事業計画 R4年度実施結果 R5年度実施結果

R6・R7年度は，改訂後の前期アクションプランの計画期間

に含まれるため，ここでは参考として掲載します。

4 1 ⑵ ② — —
河川環境の保全のため、市民・事業者な
どの参加の下、河川の清掃活動に努めま
す。

土木建設課 河川班 実施 実施 実施 実施 ○
準用河川については，ボラン
ティア団体が中心となり市民
参加を募り清掃活動等に取り
組んでいる。

環境美化ボランティア制度や
印旛沼連携プログラムを周知
し，参加ボランティア団体を
増やしていくこと。

○
準用河川については，ボラン
ティア団体が中心となり市民
参加を募り清掃活動等に取り
組んでいる。

環境美化ボランティア制度や
印旛沼連携プログラムを周知
し，参加ボランティア団体を
増やしていくこと。

4 1 ⑵ ② ア —
水源、かん養林の汚染を防ぐため、不法
投棄対策の実施

クリーン推進課 不法投棄対策班 実施 実施 実施 実施 ◎
水源、かん養林の汚染を防
ぎ、不法投棄対策の実施のた
め、新川、桑納川及び神崎川
を不定期にパトロールを実施
した。

引き続き水源、かん養林の汚
染を防ぐため、不法投棄対策
の実施を継続する。

◎
水源、かん養林の汚染を防
ぎ、不法投棄対策の実施のた
め、新川、桑納川及び神崎川
を不定期にパトロールを実施
した。

引き続き水源、かん養林の汚
染を防ぐため、不法投棄対策
の実施を継続する。

4 1 ⑵ ② イ —
市民参加による河川周辺のごみ拾いの実
施

環境政策課 環境共生班 実施 実施 実施 実施 ×
毎年4月に新川一斉清掃を実
施していたが、新型コロナ
ウィルス感染拡大防止のた
め、令和2年度から開催して
いない。

今後も引き続き新型コロナウ
イルス感染症の感染拡大状況
などを考慮しながら新川一斉
清掃の開催について検討して
いく。

○ 長寿会と協働し，新川沿いの
ごみ拾いを実施した。

継続して実施する。

4 1 ⑵ ② イ —
市民参加による河川周辺のごみ拾いの実
施

クリーン推進課 不法投棄対策班 実施 実施 実施 実施 ×
「ゴミゼロ運動」について
は，新型コロナウイルスの感
染拡大防止，及び参加する市
民等の健康や安全面を考慮
し，中止とした。

新型コロナウイルスの感染状
況を確認し実施について検討
する。

○ 長寿会と協働し，新川沿いの
ごみ拾いを実施した。

継続して実施する。

4 1 ⑵ ② イ —
市民参加による河川周辺のごみ拾いの実
施

土木管理課 補修班 協議 協議 協議 協議 × 新川一斉清掃は実施されな
かった。

令和４年度は新型コロナウイ
ルス感染症対策のため実施さ
れなかったが，今後開催され
れば道路管理者として協力し
ていく。

× 新川一斉清掃は実施されな
かった。

令和５年度は新型コロナウイ
ルス感染症対策のため実施さ
れなかったが，今後開催され
れば道路管理者として協力し
ていく。

4 1 ⑵ ② イ —
市民参加による河川周辺のごみ拾いの実
施

土木建設課 河川班 実施 実施 実施 実施 ○
準用河川については，ボラン
ティア団体が中心となり市民
参加を募り清掃活動等に取り
組んでいる。

環境美化ボランティア制度や
印旛沼連携プログラムを周知
し，参加ボランティア団体を
増やしていくこと。

○
準用河川については，ボラン
ティア団体が中心となり市民
参加を募り清掃活動等に取り
組んでいる。

環境美化ボランティア制度や
印旛沼連携プログラムを周知
し，参加ボランティア団体を
増やしていくこと。

4 1 ⑵ ③ — —

良好な水環境の保全を推進するため、
国・県が行う印旛沼、河川における水質
や生態系などの保全・回復のため事業の
推進に協力します。

環境政策課 環境共生班 協力 協力 協力 協力 ◎ 印旛沼環境基金や水循環健全
化会議へ出席した。

引き続き、関係団体等との連
携していく。 ◎ 印旛沼環境基金や水循環健全

化会議へ出席した。
引き続き、関係団体等との連
携していく。

4 1 ⑵ ③ — —

良好な水環境の保全を推進するため、
国・県が行う印旛沼、河川における水質
や生態系などの保全・回復のため事業の
推進に協力します。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
協力 協力 協力 協力 ×

以前は県やボランティアなど
と協力し市内河川に繁茂した
ナガエツルノゲイトウを駆除
する活動を実施していたが，
新型コロナウイルス感染症の
関係で令和４年度は実施され
なかった。

新型コロナウイルス感染症の
状況などにより実施状況が左
右されるが引き続き駆除活動
に協力していく。

◎
8月に，県及びボランティア
団体と協働し，ナガエツルノ
ゲイトウの駆除作業をおこ
なった。

引き続き，県及びボランティ
ア団体等と協力し，水質や生
態系などの保全・回復に努め
ていく。

８月３日～８月５日にかけて実施した。
※市職員の参加は８月３日

4 1 ⑵ ③ — —

良好な水環境の保全を推進するため、
国・県が行う印旛沼、河川における水質
や生態系などの保全・回復のため事業の
推進に協力します。

土木建設課 河川班 実施 実施 実施 実施 ○

印旛沼流域水循環健全化会議
において印旛沼の水質改善の
ために水草の保全を推進して
いることから，河川内の水草
を保全し，水質改善に努めて
いる。

― ○

印旛沼流域水循環健全化会議
において印旛沼の水質改善の
ために水草の保全を推進して
いることから，河川内の水草
を保全し，水質改善に努めて
いる。

―

4 1 ⑶ ① — —

農業の振興を図ることにより、食料供給
を担うとともに、生物多様性の保全や水
源かん養・防災機能など、重要な役割を
果たす農地の利活用を推進します。

農政課 振興整備班 実施 実施 実施 実施 ◎
この施策内容を目的の一つと
する県営桑納川地区土地改良
事業の支援を行った。

引続き各種支援等を行う。 ◎
この施策内容を目的の一つと
する県営桑納川地区土地改良
事業の支援を行った。

引続き各種支援等を行う。

4 1 ⑶ ① — —

農業の振興を図ることにより、食料供給
を担うとともに、生物多様性の保全や水
源かん養・防災機能など、重要な役割を
果たす農地の利活用を推進します。

農業委員会 ― 検討 推進 推進 推進 ○
農地あっせんを積極的に行
い，農地の利活用を推進し
た。

活用されていない農地のあっ
せんを，今後行っていく必要
がある。

○
農地あっせんを積極的に行
い，農地の利活用を推進し
た。

活用されていない農地のあっ
せんを，今後行っていく必要
がある。

4 1 ⑶ ① ア — 営農可能な農地の継続的利用の推進 農政課 振興整備班 実施 実施 実施 実施 ◎
多面的機能支払交付金の活動
を支援し，また農地の継続的
利用を目的の一つとする県営
桑納川地区土地改良事業の支
援を行った。

引続き各種支援等を行う。 ◎
多面的機能支払交付金の活動
を支援し，また農地の継続的
利用を目的の一つとする県営
桑納川地区土地改良事業の支
援を行った。

引続き各種支援等を行う。

4 1 ⑶ ① ア — 営農可能な農地の継続的利用の推進 農業委員会 ― 実施 実施 実施 実施 ◎ 耕作者へのあっせんを積極的
に行った。

営農可能な農地の掘り出しを
進める必要がある。 ◎ 耕作者へのあっせんを積極的

に行った。
営農可能な農地の掘り出しを
進める必要がある。

4 1 ⑶ ② — —

農地の多面的機能を維持するための地域
活動を支援するとともに、地域における
中心的経営体への農地集積・集約化に関
する将来方針を定め、効率的な営農体制
を推進します。

農政課 振興整備班 実施 実施 実施 実施 ◎
多面的機能支払交付金の活動
を支援し，また農地集積を目
的の一つとする県営桑納川地
区土地改良事業の支援を行っ
た。

引続き各種支援等を行う。 ◎
多面的機能支払交付金の活動
を支援し，また農地集積を目
的の一つとする県営桑納川地
区土地改良事業の支援を行っ
た。

引続き各種支援等を行う。

4 1 ⑶ ② — —

農地の多面的機能を維持するための地域
活動を支援するとともに、地域における
中心的経営体への農地集積・集約化に関
する将来方針を定め、効率的な営農体制
を推進します。

農業委員会 ― 実施 実施 実施 実施 ×
多面的機能支払交付金事業の
実施に農業委員会は関与して
いないため。

委員を通じて，集落での事業
活用の推進を図る。 ×

多面的機能支払交付金事業の
実施に農業委員会は関与して
いないため。

委員を通じて，集落での事業
活用の推進を図る。
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令和６年度「八千代市第３次環境保全計画前期アクションプラン」に関する調査結果 調査票１

担当課 班・室 R4 R5 R6 R7 評価 評価の理由・原因 今後の改善点や検討事項等 備考 評価 評価の理由・原因 今後の改善点や検討事項等
事業番号 再掲 施策内容 備考

↓評価…◎：実施した／〇：一部実施した／×：実施しなかった

担当 各年度の事業計画 R4年度実施結果 R5年度実施結果

R6・R7年度は，改訂後の前期アクションプランの計画期間

に含まれるため，ここでは参考として掲載します。

4 1 ⑶ ② ア — 人・農地プラン実質化の支援 農政課 農政班 実施 実施 実施 実施 ○ 引き続き実質化の支援を行っ
た。

法改正により制度改正が予定
されているため，推進方法を
検討する。

○
地域計画の策定が始まり，ど
のように作成するかの検討を
行った。また，下高野地区で
に協議の場を開催した。

下高野地区をモデル地区とし
て，他地区での作成を進め
る。

人・農地プランは令和５年から地域計画
に変わりました。実績は地域計画として
記載しています。

4 1 ⑶ ② ア — 人・農地プラン実質化の支援 農業委員会 ― 実施 実施 実施 実施 ○ 引き続き実質化の支援を行っ
た。

法改正により制度改正が予定
されているため，推進方法を
検討する。

○
令和５年４月より「地域計
画」に法改正され，一部地域
で地域農業者等の話合いを行
い，目標地図を策定した。

令和７年３月末が法令に定め
る期限であるが，完成した地
区が少なく，今後，推進方法
の検討を要する。

4 1 ⑶ ② イ — 農業を担う多様な人材の確保・育成 農政課 農政班 実施 実施 実施 実施 ◎
新規就農者受け入れに際し，
JA等の関係機関と連携し，情
報共有した。

国の補助金を活用しながら，
引き続き多様な人材の確保・
育成を行っていく。

◎
新規就農者受け入れに際し，
JA等の関係機関と連携し，情
報共有した。

国の補助金を活用しながら，
引き続き多様な人材の確保・
育成を行っていく。

4 1 ⑶ ② イ — 農業を担う多様な人材の確保・育成 農業委員会 ― 実施 実施 実施 実施 ○
新規就農者の相談に積極的に
対応し，人材の確保に努め
た。

新規就農相談会の開催によ
り，より積極的な人材の確保
を行う。

○
新規就農者の相談に積極的に
対応し，人材の確保に努め
た。

新規就農相談会の開催によ
り，より積極的な人材の確保
を行う。

4 1 ⑶ ③ — —
優良農地保全のため農地パトロールを定
期的に行い、違反転用の防止に努めま
す。

農業委員会 ― 実施 実施 実施 実施 ○
農地パトロールを行い，違反
転用の防止に努めた。また，
違反転用をしている者に対し
ては，指導を行った。

違反者に対し，関係部署と連
携して改善に向けた活動を行
う必要がある。

○
農地パトロールを行い，違反
転用の防止に努めた。また，
違反転用をしている者に対し
ては，指導を行った。

違反者に対し，関係部署と連
携して改善に向けた活動を行
う必要がある。

4 1 ⑶ ④ — —
荒廃農地の増加抑制のため、耕作条件の
悪い農地の整備方法を検討し、農地の担
い手への集積・集約化を推進します。

農政課 農政班 実施 実施 実施 実施 ◎
農用地利用集積計画や農地中
間管理機構を活用し，担い手
へ農地の集積・集約化を推進
した。

法改正等で集積の利用形態が
変わる可能性があるため，推
進方法について検討を行う。

◎
農用地利用集積計画や農地中
間管理機構を活用し，担い手
へ農地の集積・集約化を推進
した。

法改正等で集積の利用形態が
変わる可能性があるため，推
進方法について検討を行う。

4 1 ⑶ ④ — —
荒廃農地の増加抑制のため、耕作条件の
悪い農地の整備方法を検討し、農地の担
い手への集積・集約化を推進します。

農業委員会 ― 実施 実施 実施 実施 ○
遊休農地対策委員会の活動を
通じ，荒廃農地の整備を行っ
た。

基盤整備事業の実施に向け，
委員からの働きかけを強める
必要がある。

○
遊休農地対策委員会の活動を
通じ，荒廃農地の整備を行っ
た。

基盤整備事業の実施に向け，
委員からの働きかけを強める
必要がある。

4 1 ⑶ ④ ア — 荒廃農地の増加抑制の取組の推進 農政課 農政班 実施 実施 実施 実施 ◎
農用地利用集積計画や農地中
間管理機構を活用し，担い手
へ農地の集積・集約化を推進
した。

法改正等で集積の利用形態が
変わる可能性があるため，推
進方法について検討を行う。

◎
農用地利用集積計画や農地中
間管理機構を活用し，担い手
へ農地の集積・集約化を推進
した。

法改正等で集積の利用形態が
変わる可能性があるため，推
進方法について検討を行う。

4 1 ⑶ ④ ア — 荒廃農地の増加抑制の取組の推進 農業委員会 ― 実施 実施 実施 実施 ○ 農地利用意向調査を実施し，
荒廃状態の改善を促した。

荒廃する可能性の高い農地を
担い手へとつなぐ必要があ
る。

○ 農地利用意向調査を実施し，
荒廃状態の改善を促した。

荒廃する可能性の高い農地を
担い手へとつなぐ必要があ
る。

4 1 ⑶ ⑤ — —
農地の保全に際しては、環境に配慮した
資材・農法が用いられるよう周知を図り
ます。

農政課 振興整備班 実施 実施 実施 実施 ◎ パンフレットを窓口に設置
し，周知を図った。

引き続き周知に努める。 ◎ パンフレットを窓口に設置
し，周知を図った。

引き続き周知に努める。

4 1 ⑶ ⑤ ア — 環境に配慮した資材・農法に関する周知 農政課 振興整備班 実施 実施 実施 実施 ◎ パンフレットを窓口に設置
し，周知を図った。

引き続き周知に努める。 ◎ パンフレットを窓口に設置
し，周知を図った。

引き続き周知に努める。

4 2 ⑴ ① — —
自然環境情報を定期的に調査・記録し、
調査結果を生物多様性の重要性を学ぶた
めの環境学習教材として活用します。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ○ 島田谷津に自生するヤマトミ

クリの生息調査を実施した。
調査結果の活用方法について
は，関係機関と検討する。 ○ 島田谷津に自生するヤマトミ

クリの生息調査を実施した。
調査結果の活用方法について
は，関係機関と検討する。

4 2 ⑴ ① ア —
市内の谷津・里山を紹介する谷津・里山
マップ等の作成・活用の検討

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室

作成に
関する
検討

活用

作成に
関する
方針決定

活用

活用 活用 ◎
既存の谷津・里山マップにつ
いて配架やホームページでの
公開により活用している。

活用方法の新規開拓を念頭に
置いた谷津・里山マップの更
新を検討する。

◎
既存の谷津・里山マップにつ
いて配架やホームページでの
公開により活用している。

活用方法の新規開拓を念頭に
置いた谷津・里山マップの更
新を検討する。

4 2 ⑴ ① ア —
市内の谷津・里山を紹介する谷津・里山
マップ等の作成・活用の検討

公民館 阿蘇公民館 実施 実施 実施 実施 ◎ 資料を作成し配布をしたが，
例年通りの資料であった。

直接歩いて体験することがメ
インなので例年通りでよいと
思う。

◎ 主催講座「夜の自然探検」で
資料を作成し配付。

内容の充実を図る。

4 2 ⑴ ① ア —
市内の谷津・里山を紹介する谷津・里山
マップ等の作成・活用の検討

公民館 高津公民館 検討 検討 検討 検討 ×
参加者が多い居住地区の高津
地区に谷津・里山が消滅して
いるため。

過去の主催講座で市内北西部
地区の里山と自然の座学を実
施。今後の講座で検討する。

×
参加者が多い居住地区の高津
地区に谷津・里山が消滅して
いることもあり実施しなかっ
た。

過去の主催講座で市内北西部
地区の里山と自然の座学を実
施。今後の講座で検討する。

4 2 ⑴ ① ア —
市内の谷津・里山を紹介する谷津・里山
マップ等の作成・活用の検討

公民館 勝田台公民館 ― 検討 検討 検討 ー ― ―
※令和４年度計画無しにつき
実施結果無し ×

市内の谷津・里山マップ等の
作成・活用する講座を実施し
なかった。

谷津・里山マップ等を活用す
る講座内容を検討する。

4 2 ⑴ ① ア —
市内の谷津・里山を紹介する谷津・里山
マップ等の作成・活用の検討

公民館 村上公民館 検討 検討 検討 検討 × 谷津・里山マップ等の作成・
活用は未実施。

今後は利用者が活用できる
ものを検討したい。 × 谷津・里山マップ等の作成・

活用は未実施。
地域の利用者が活用できるも
のを検討したい。

4 2 ⑴ ① ア —
市内の谷津・里山を紹介する谷津・里山
マップ等の作成・活用の検討

公民館 大和田公民館 実施 検討 検討 検討 ◎
八千代市の谷津・里山につい
て学ぶ「やちよの自然」の講
座資料として、マップを活
用。

コロナ禍により募集人数を制
限して実施したが，今後の状
況によっては、募集人数を増
やしたい。

◎
八千代市の谷津・里山につい
て学ぶ「やちよの自然」の講
座資料として、マップを活
用。

引き続き資料として活用した
い。

4 2 ⑴ ① ア —
市内の谷津・里山を紹介する谷津・里山
マップ等の作成・活用の検討

公民館 八千代台公民館 ― 検討 検討 検討 ー ― ―
※令和４年度計画無しにつき
実施結果無し ×

市内の谷津・里山マップ等の
作成・活用する講座を実施し
なかった。

谷津・里山マップ等を活用す
る講座内容を検討する。

4 2 ⑴ ① ア —
市内の谷津・里山を紹介する谷津・里山
マップ等の作成・活用の検討

公民館
八千代台東南公

民館
検討 検討 検討 検討 ×

市内の谷津・里山マップ等の
作成・活用する講座を実施し
なかった。

谷津・里山マップ等を活用す
る講座内容を検討する。 ×

市内の谷津・里山マップ等の
作成・活用する講座を実施し
なかった。

谷津・里山マップを活用でき
る講座を検討する

4 2 ⑴ ① ア —
市内の谷津・里山を紹介する谷津・里山
マップ等の作成・活用の検討

公民館 睦公民館 検討 検討 検討 検討 ×
遺跡巡りの際に里山紹介を検
討したが運営上難があり実施
できなかった。

睦地区の景観活かした
座学での講座を検討する ×

遺跡巡りの際に里山紹介を検
討したが運営上難があり実施
できなかった。

睦地区の景観活かした
座学での講座を検討する

4 2 ⑴ ① ア —
市内の谷津・里山を紹介する谷津・里山
マップ等の作成・活用の検討

公民館 緑が丘公民館 実施 検討 検討 検討 ×
谷津・里山マップ等を活用す
る予定の講座が中止になっ
た。

谷津・里山マップ等を活用し
た主催講座の開催や他の機会
での活用を検討する。

◎
主催講座の講師が作成した谷
津・里山を紹介する資料を参
加者に配布した。

参加者のフィードバックを講
師に伝え，資料を改良する際
の参考にしてもらう。

4 2 ⑴ ① ア —
市内の谷津・里山を紹介する谷津・里山
マップ等の作成・活用の検討

郷土博物館 ― 実施 実施 実施 実施 ◎ 展示や自然観察会などの事業
で活用している。

特に無し ◎ 展示や自然観察会などの事業
で活用している。

特に無し
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↓評価…◎：実施した／〇：一部実施した／×：実施しなかった

担当 各年度の事業計画 R4年度実施結果 R5年度実施結果

R6・R7年度は，改訂後の前期アクションプランの計画期間

に含まれるため，ここでは参考として掲載します。

4 2 ⑴ ② — —

千葉県等で指定している希少種など保護
を要する動植物の生息状況を定期的に調
査し、動植物の保全・管理対策を推進し
ます。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ◎ 島田谷津に自生するヤマトミ

クリの生息調査を実施した。
今後も希少種の調査・保全を
推進する。 ◎ 島田谷津に自生するヤマトミ

クリの生息調査を実施した。
今後も希少種の調査・保全を
推進する。

4 2 ⑴ ② ア —
希少動植物の生息・生育環境が確認され
ている場所についての保全

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ◎ 島田谷津に自生するヤマトミ

クリの生息調査を実施した。
今後も希少種の調査・保全を
推進する。 ◎ 島田谷津に自生するヤマトミ

クリの生息調査を実施した。
今後も希少種の調査・保全を
推進する。

4 2 ⑵ ① — —

身近な動植物の生息・生育空間の創出、
移動経路の確保など、地域の生態系の連
続性を意識して、谷津・里山をはじめと
する緑地、水辺の環境保全に取り組みま
す。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ◎

里山活動団体や市民団体の活
動を支援し，谷津・里山をは
じめとする緑地、水辺の環境
保全に取り組んだ。

里山活動団体や市民団体の活
動を支援し，谷津・里山をは
じめとする緑地、水辺の環境
保全に努める。

◎
里山活動団体や市民団体の活
動等を支援し，谷津・里山を
はじめとする緑地、水辺の環
境保全に取り組んだ。

引き続き，里山活動団体や市
民団体の活動を支援し，谷
津・里山をはじめとする緑
地、水辺の環境保全に努め
る。

4 2 ⑵ ② — —
市内に生息する生物を持ち出さない、外
から生物を持ち込まないことを推奨し、
地域固有の生態系の保全に努めます。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
啓発 啓発 啓発 啓発 ◎

環境学習の場において，地域
固有の生態系の重要性を伝え
た。

今後も環境学習の場におい
て，地域固有の生態系の保全
を啓発する。

◎
環境学習の場において，地域
固有の生態系の重要性を伝え
た。

今後も環境学習の場におい
て，地域固有の生態系の保全
を啓発する。

4 2 ⑵ ③ — —
農業者に対し、動植物の生息・生育に配
慮した環境づくりの周知・協力を依頼し
ます。

農政課 振興整備班 実施 実施 実施 実施 ◎ パンフレットの配布等で周知
を行う。

引続き周知を行う。 ◎ パンフレットの配布等で周知
を行う。

引続き周知を行う。

4 2 ⑵ ③ — —
農業者に対し、動植物の生息・生育に配
慮した環境づくりの周知・協力を依頼し
ます。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
情報提供 情報提供 情報提供 情報提供 ○

ヤマトミクリの調査やオオフ
サモ駆除などについて日程や
内容など適宜情報提供するこ
とで連携を図り，動植物の生
息・生育に配慮した環境づく
りに協力してもらった。

引き続き農業者に情報提供す
ることで連携を図り，動植物
の生息・生育に配慮した環境
づくりに協力してもらう。

○

ヤマトミクリの調査やオオフ
サモ駆除などについて日程や
内容など適宜情報提供するこ
とで連携を図り，動植物の生
息・生育に配慮した環境づく
りに協力してもらった。

引き続き農業者に情報提供す
ることで連携を図り，動植物
の生息・生育に配慮した環境
づくりに協力してもらう。

4 2 ⑵ ③ ア —
農業者へ動植物の生息・生育に配慮した
環境づくりの周知、協力依頼の実施

農政課 振興整備班 実施 実施 実施 実施 ◎ パンフレットの配布等で周知
を行う。

引続き周知を行う。 ◎ パンフレットの配布等で周知
を行う。

引続き周知を行う。

4 2 ⑵ ③ ア —
農業者へ動植物の生息・生育に配慮した
環境づくりの周知、協力依頼の実施

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
情報提供 情報提供 情報提供 情報提供 ○

ヤマトミクリの調査やオオフ
サモ駆除などについて日程や
内容など適宜情報提供するこ
とで連携を図り，動植物の生
息・生育に配慮した環境づく
りに協力してもらった。

引き続き農業者に情報提供す
ることで連携を図り，動植物
の生息・生育に配慮した環境
づくりに協力してもらう。

○

ヤマトミクリの調査やオオフ
サモ駆除などについて日程や
内容など適宜情報提供するこ
とで連携を図り，動植物の生
息・生育に配慮した環境づく
りに協力してもらった。

引き続き農業者に情報提供す
ることで連携を図り，動植物
の生息・生育に配慮した環境
づくりに協力してもらう。

4 2 ⑵ ④ — —
有害鳥獣の被害状況、特定外来生物の実
態等を把握し、防護・捕獲等の対策を検
討・実施します。

農政課 振興整備班 実施 実施 実施 実施 ◎
有害鳥獣の捕獲を委託し，特
定外来生物の駆除を実施し
た。

今後も捕獲等の対策を行う。 ◎
有害鳥獣の捕獲を委託し，特
定外来生物の駆除を実施し
た。

今後も捕獲等の対策を行う。

4 2 ⑵ ④ — —
有害鳥獣の被害状況、特定外来生物の実
態等を把握し、防護・捕獲等の対策を検
討・実施します。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ◎

市が定める鳥獣被害防止計画
に沿って，捕獲等の対策を実
施した。

引き続き，市が定める鳥獣被
害防止計画に沿って，捕獲等
の対策を実施する。

◎
市が定める鳥獣被害防止計画
に沿って，捕獲等の対策を実
施した。

引き続き，市が定める鳥獣被
害防止計画に沿って，捕獲等
の対策を実施する。

4 2 ⑵ ⑤ — —

近年の外来生物、特に生態系への影響の
大きいもの・著しいものの実態の把握に
努めます。県の機関等と連携して防護・
捕獲等の対策を検討・実施します。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ◎

県や市が定める防除計画，鳥
獣被害防止計画に沿って，捕
獲等の対策を実施した。

引き続き，県や市が定める防
除計画，鳥獣被害防止計画に
沿って，捕獲等の対策を実施
する。

◎
県や市が定める防除計画，鳥
獣被害防止計画に沿って，捕
獲等の対策を実施した。

引き続き，県や市が定める防
除計画，鳥獣被害防止計画に
沿って，捕獲等の対策を実施
する。

4 2 ⑵ ⑤ ア — 特定外来生物の防除対策の実施 農政課 振興整備班 実施 実施 実施 実施 ◎
有害鳥獣の捕獲を委託し，特
定外来生物の駆除を実施し
た。

今後も捕獲等の対策を行う。 ◎
有害鳥獣の捕獲を委託し，特
定外来生物の駆除を実施し
た。

今後も捕獲等の対策を行う。

4 2 ⑵ ⑤ ア — 特定外来生物の防除対策の実施 環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ◎

市が定める鳥獣被害防止計画
に沿って，捕獲等の対策を実
施した。

引き続き，市が定める鳥獣被
害防止計画に沿って，捕獲等
の対策を実施する。

◎
市が定める鳥獣被害防止計画
に沿って，捕獲等の対策を実
施した。

引き続き，市が定める鳥獣被
害防止計画に沿って，捕獲等
の対策を実施する。

4 2 ⑵ ⑤ ア — 特定外来生物の防除対策の実施 土木建設課 河川班 検討 検討 検討 検討 ○
令和4年度は準用河川花輪川
においてボランティア団体が
中心となりナガエツルノゲイ
トウの駆除作業を行った。

河川においてナガエツルノゲ
イトウ等の特定外来生物が確
認された場合，環境政策室と
情報を共有し，必要に応じて
防除対策の検討等，環境政策
室に協力する。

×
令和5年度はナガエツルノゲ
イトウ等の駆除作業を行わな
かった。

河川においてナガエツルノゲ
イトウ等の特定外来生物が確
認された場合，環境政策室と
情報を共有し，必要に応じて
防除対策の検討等，環境政策
室に協力する。

県・ボランティア団体・市環境政策室が
協働で行った駆除作業はあり。（事業番
号4-1-(2)-③参照）

4 3 ⑴ ① — —

良好な自然環境を保全し、美観風致を維
持するため、環境保全林や保存樹木の維
持管理に努めます。また、寺社林、市民
の森などの身近な生活圏にある豊かな緑
の保全を進めます。

公園緑地課 緑化推進班 実施 実施 実施 実施 ◎
緑化推進事業助成金の交付及
び市民の森の維持管理および
保全林・保存樹の保全により
実施した。

保全すべき緑の拡大策の検
討。 ◎

緑化推進事業助成金の交付及
び市民の森の維持管理および
保全林・保存樹の保全により
実施している。

保全すべき緑の拡大策，また
保全に係る助成金の見直しの
検討が必要。

4 3 ⑴ ① — —

良好な自然環境を保全し、美観風致を維
持するため、環境保全林や保存樹木の維
持管理に努めます。また、寺社林、市民
の森などの身近な生活圏にある豊かな緑
の保全を進めます。

文化・スポーツ
課

文化財班

指定文化
財候補の
調査・研

究

指定文化
財候補の
調査・研

究

指定文化
財候補の
調査・研

究

指定文化
財候補の
調査・研

究
○

環境政策室が実施したヤマト
ミクリの調査に随行する等実
施したが，その他の指定文化
財候補の発見，調査までには
至らなかった。

市内に存在する指定文化財候
補となり得る案件についての
情報収集方法の検討。

○
環境政策室が実施したヤマト
ミクリの調査に随行する等実
施したが，その他の指定文化
財候補の発見，調査までには
至らなかった。

市内に存在する指定文化財候
補となり得る案件についての
情報収集方法の検討。

4 3 ⑴ ① ア — 寺社林・屋敷林の保全の促進 環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
情報収集 情報収集 情報収集 情報収集 ×

寺社林・屋敷林として把握は
していないが市街化区域内で
一定の規模を有する樹林につ
いては環境保全林として把握
している。

寺社林・屋敷林の状況につい
て文献等で把握する。 ×

寺社林・屋敷林として把握は
していないが市街化区域内で
一定の規模を有する樹林につ
いては環境保全林として把握
している。

寺社林・屋敷林の状況につい
て文献等で把握する。

4 3 ⑴ ① ア — 寺社林・屋敷林の保全の促進
文化・スポーツ

課
文化財班

指定文化
財候補の
調査・研

究

指定文化
財候補の
調査・研

究

指定文化
財候補の
調査・研

究

指定文化
財候補の
調査・研

究
○

浅間神社が管理する指定文化
財イヌザクラの管理団体に対
し補助金を交付する等一定の
保全は図られたが，その他の
指定文化財候補の発見，調査
までには至らなかった。

市内に存在する指定文化財候
補となり得る案件についての
情報収集方法の検討。

○

浅間神社が管理する指定文化
財イヌザクラの管理団体に対
し補助金を交付する等一定の
保全は図られたが，その他の
指定文化財候補の発見，調査
までには至らなかった。

市内に存在する指定文化財候
補となり得る案件についての
情報収集方法の検討。
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令和６年度「八千代市第３次環境保全計画前期アクションプラン」に関する調査結果 調査票１

担当課 班・室 R4 R5 R6 R7 評価 評価の理由・原因 今後の改善点や検討事項等 備考 評価 評価の理由・原因 今後の改善点や検討事項等
事業番号 再掲 施策内容 備考

↓評価…◎：実施した／〇：一部実施した／×：実施しなかった

担当 各年度の事業計画 R4年度実施結果 R5年度実施結果

R6・R7年度は，改訂後の前期アクションプランの計画期間

に含まれるため，ここでは参考として掲載します。

4 3 ⑴ ① イ —
環境保全林、保存樹木の状況を定期的に
把握し、適切な管理の推進

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
情報提供 情報提供 情報提供 情報提供 ○

市街化区域内で一定の規模を
有する樹林については環境保
全林として把握している。

環境保全林、保存樹木に関す
る市民の意見があった場合，
公園緑地課に情報提供し、対
応策を協議する。

○
市街化区域内で一定の規模を
有する樹林については環境保
全林として把握している。

環境保全林、保存樹木に関す
る市民の意見があった場合，
公園緑地課に情報提供し、対
応策を協議する。

4 3 ⑴ ① イ —
環境保全林、保存樹木の状況を定期的に
把握し、適切な管理の推進

公園緑地課 緑化推進班 実施 実施 実施 実施 ◎ 年に１回現地確認を実施して
いる。

助成金の見直しや，保全すべ
き緑の拡大策の検討。 ◎ 年に１回現地確認を実施して

いる。

保全すべき緑の拡大策，また
保全に係る助成金の見直しの
検討が必要。

4 3 ⑴ ② — —
管理放棄されつつある山林や農地の維持
管理を進めます。

農政課 振興整備班 実施 実施 実施 実施 ○
クレーム等に応じて森林所有
者に森林の適正管理を呼びか
けている。農地については農
地の集積を促進するなどして
適正管理に努めた。

引き続きクレーム等に応じた
森林の適正管理の呼びかけや
農地の集積等を通じて山林や
農地の維持管理に努める。

○
クレーム等に応じて森林所有
者に森林の適正管理を呼びか
けている。農地については農
地の集積を促進するなどして
適正管理に努めた。

引き続きクレーム等に応じた
森林の適正管理の呼びかけや
農地の集積等を通じて山林や
農地の維持管理に努める。

4 3 ⑴ ③ — —

市街化区域内における一定規模以上の農
地については、その緑地機能を評価し、
生産緑地地区として指定することによ
り、良好な都市環境を形成します。

公園緑地課 緑化推進班 実施 実施 実施 実施 ◎
法務課と協議のうえ指導要綱
の改正を行った。引き続き，
緑化協定の推進についても行
う。

要綱改正後の屋上・壁面緑化
における個別での推進方向に
ついては検討を要する。

◎ 生産緑地の一覧を管理し、現
況把握に努めている。

制度開始から30年以上を経過
して開発や高齢化により減少
傾向にあり、今後の新規指定
等については周知も含めて検
討が必要。

4 3 ⑴ ④ — —
街路樹の植栽や住宅地における緑化を推
進します。緑化の推進に当たっては、地
域の特性を考慮します。

公園緑地課 緑化推進班 要綱改正 実施 実施 実施 ◎
法務課と協議のうえ指導要綱
の改正を行った。引き続き，
緑化協定の推進についても行
う。

要綱改正後の屋上・壁面緑化
における個別での推進方向に
ついては検討を要する。

◎
改正された指導要綱に基づ
き、開発や建築行為を行う者
と緑化協定を締結した。戸建
住宅では生垣設置を条件とし
ている。

要綱改正後の屋上・壁面緑化
における個別での推進方向に
ついては検討を要する。

4 3 ⑴ ④ — —
街路樹の植栽や住宅地における緑化を推
進します。緑化の推進に当たっては、地
域の特性を考慮します。

土木管理課 補修班 検討 検討 検討 検討 ○
令和４年8月策定の八千代市
街路樹管理計画に基づき，街
路樹の剪定・伐採を行った。

引き続き予算要求を行い，事
業を実施していく。 ○

八千代市街路樹管理計画に基
づき，街路樹の剪定・伐採を
行った。

引き続き予算要求を行い，事
業を実施していく。

4 3 ⑴ ⑤ — —
市街地における屋上・壁面、生垣等の建
物緑化の推進に努めます。

公園緑地課 緑化推進班 要綱改正 実施 実施 実施 ◎ 法務課と協議のうえ指導要綱
の改正を行った。

要綱改正後の屋上・壁面緑化
における個別での推進方向に
ついては検討を要する。

◎
改正された指導要綱に基づ
き、開発や建築行為を行う者
と緑化協定を締結した。戸建
住宅では生垣設置を条件とし
ている。

要綱改正後の屋上・壁面緑化
における個別での推進方向に
ついては検討を要する。

4 3 ⑴ ⑥ — —
宅地開発や区画整理地内の宅地開発等に
おいて、緑地保全や緑化推進を目的とし
た 緑化協定を結び、緑化を図ります。

公園緑地課 緑化推進班 要綱改正 実施 実施 実施 ◎
法務課と協議のうえ指導要綱
の改正を行った。引き続き，
緑化協定の推進についても行
う。

要綱改正後の屋上・壁面緑化
における個別での推進方向に
ついては検討を要する。

◎
改正された指導要綱に基づ
き、開発や建築行為を行う者
と緑化協定を締結した。

要綱改正後の屋上・壁面緑化
における個別での推進方向に
ついては検討を要する。

4 3 ⑴ ⑦ — —
住宅団地や工業団地などの開発行為にお
いては、緑の確保に留意し、計画的な土
地利用を図ります。

公園緑地課 緑化推進班 要綱改正 実施 実施 実施 ◎
法務課と協議のうえ指導要綱
の改正を行った。引き続き，
緑化協定の推進についても行
う。

要綱改正後の屋上・壁面緑化
における個別での推進方向に
ついては検討を要する。

◎
改正された指導要綱に基づ
き、開発や建築行為を行う者
と緑化協定を締結した。

要綱改正後の屋上・壁面緑化
における個別での推進方向に
ついては検討を要する。

4 3 ⑵ ① — —

環境美化ボランティア制度を周知し、地
域住民の参加・協力を得ながら、植樹活
動、緑の愛護活動、花壇管理、清掃活動
などを推進し、公園・緑地等の維持管理
に努めます。

公園緑地課 緑化推進班 実施 実施 実施 実施 ○ ホームページ等で制度につい
て周知している。

より多くの住民にボランティ
ア制度を知ってもらうための
周知方法やボランティアに参
加しやすい体制について検討
を要する。

○
ホームページ等で制度につい
て周知しているが、参入と脱
退数が概ね均衡しており加入
増には至っていない。

より多くの住民にボランティ
ア制度を知ってもらうための
周知方法やボランティアに参
加しやすい体制について検討
を要する。

4 3 ⑵ ② — —
道路・新川沿岸などのオープンスペース
や公共施設の緑化を推進します。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
情報提供 情報提供 情報提供 情報提供 ○

新庁舎の整備にあたって屋上
緑化等取り入れるように働き
かけを行った。

引き続き公共施設の緑化等に
向けて情報提供し働きかけ
る。

○
新庁舎の整備にあたって屋上
緑化等取り入れるように働き
かけを行った。

引き続き公共施設の緑化等に
向けて情報提供し働きかけ
る。

4 4 ⑴ ① — —

市民団体と連携して、里山学習会をはじ
めとする各種イベントを開催し、谷津・
里山の持つ多様な機能や価値を市内外に
向けて情報発信するとともに、人々の交
流、地域間連携を促進します。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ◎

里山団体の活動推進及び里山
整備人材育成を通じて，目的
を達成した。

引き続き里山活動団体の支援
の他，里山整備人材育成を実
施する。

◎
里山団体の活動推進及び里山
整備人材育成を通じて，目的
を達成した。

引き続き里山活動団体の支援
の他，里山整備人材育成を実
施する。

4 4 ⑴ ① ア —
里山における四季折々の自然の変化等の
情報発信

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
情報提供 情報提供 情報提供 情報提供 × 里山の四季にまつわる情報発

信の実施には至らなかった。

里山活動団体等と協力し，里
山の自然環境の魅力の発信に
努める。

× 里山の四季にまつわる情報発
信の実施には至らなかった。

里山活動団体等と協力し，里
山の自然環境の魅力の発信に
努める。

4 4 ⑴ ① イ —
里山学習会等での団体同士の交流の場の
設定

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ○ 里山楽校において各団体の活

動報告の場を設けた。
意見交換など，より有機的な
交流の場を設ける。 ○ 里山楽校において各団体の活

動報告の場を設けた。
意見交換など，より有機的な
交流の場を設ける。

4 4 ⑴ ② — —
動植物とふれあう自然空間を守るため、
ほたるの里をはじめとする拠点整備・管
理を継続します。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ◎

八千代市ほたるの里づくり実
行委員会と協働でほたるの里
の維持管理を実施した。

引き続き，八千代市ほたるの
里づくり実行委員会と協働で
ほたるの里の維持管理を実施
する。

◎
八千代市ほたるの里づくり実
行委員会と協働でほたるの里
の維持管理を実施した。

引き続き，八千代市ほたるの
里づくり実行委員会と協働で
ほたるの里の維持管理を実施
する。

4 4 ⑴ ③ — —
教育機関等と連携し、学校の授業や課外
活動の場として、谷津・里山の利用を推
進します。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
推進 推進 推進 推進 ○

里山活動団体が地元の小中学
生を対象とした環境学習を実
施した。

谷津・里山を中心とした自然
環境を活用し，環境教育・学
習を推進する。

○
里山活動団体が地元の小中学
生を対象とした環境学習を実
施した。

谷津・里山を中心とした自然
環境を活用し，環境教育・学
習を推進する。

4 4 ⑴ ③ — —
教育機関等と連携し、学校の授業や課外
活動の場として、谷津・里山の利用を推
進します。

指導課 学力向上班 実施 実施 実施 実施 ◎
令和４年度は，６回の利用が
あった。小中学校においては
計画的に利用しようとしてい
る。

令和５年度は，引き続き継続
していく予定である。 ○

令和５年度は，睦地区におい
て利用があった。小中学校に
おいては計画的に利用しよう
としている。

令和６年度は，引き続き継続
していく予定である。

4 4 ⑴ ③ ア —
学校で行われる環境学習への市職員等の
講師派遣

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 × 該当する機会が無かった。

該当する事業の実施に際して
は，協力する。 × 該当する機会が無かった。

該当する事業の実施に際して
は，協力する。

4 4 ⑴ ③ ア —
学校で行われる環境学習への市職員等の
講師派遣

指導課 学力向上班 検討 検討 検討 検討 × 郷土博物館の活用や職員によ
る出前授業は実施した。

環境保全課よりマニュアル作
成の依頼があれば，サポート
を検討する。また，教育現場
での活用等も検討する。

× 郷土博物館の活用や職員によ
る出前授業は実施した。

講師派遣等の依頼があれば，
サポートを検討する。また，
教育現場での活用等も検討す
る。

4 4 ⑴ ③ イ —
環境部門が作成する谷津・里山環境学習
資料の学校における活用

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
相談対応 相談対応 相談対応 相談対応 × 該当する機会が無かった。

該当する事業の実施に際して
は，協力する。 × 該当する機会が無かった。

該当する事業の実施に際して
は，協力する。
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令和６年度「八千代市第３次環境保全計画前期アクションプラン」に関する調査結果 調査票１

担当課 班・室 R4 R5 R6 R7 評価 評価の理由・原因 今後の改善点や検討事項等 備考 評価 評価の理由・原因 今後の改善点や検討事項等
事業番号 再掲 施策内容 備考

↓評価…◎：実施した／〇：一部実施した／×：実施しなかった

担当 各年度の事業計画 R4年度実施結果 R5年度実施結果

R6・R7年度は，改訂後の前期アクションプランの計画期間

に含まれるため，ここでは参考として掲載します。

4 4 ⑴ ③ イ —
環境部門が作成する谷津・里山環境学習
資料の学校における活用

指導課 学力向上班 検討 検討 検討 検討 ○
里山体験活動の際は，環境学
習の資料を活用することがで
きた。

環境学習の資料を普段の授業
で効果的に活用できるよう，
推進していく。

○
里山体験活動の際は，環境学
習の資料を活用することがで
きた。

環境学習の資料を普段の授業
で効果的に活用できるよう，
推進していく。

4 4 ⑴ ③ ウ —
授業や課外活動での谷津・里山の活用
（自然観察や歴史・文化面の学習、保全
の意識啓発等）

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
相談対応 相談対応 相談対応 相談対応 ○

里山活動団体が地元の小中学
生を対象とした環境学習を実
施した。

谷津・里山を中心とした自然
環境を活用し，環境教育・学
習を推進する。

○
里山活動団体が地元の小中学
生を対象とした環境学習を実
施した。

谷津・里山を中心とした自然
環境を活用し，環境教育・学
習を推進する。

4 4 ⑴ ③ ウ —
授業や課外活動での谷津・里山の活用
（自然観察や歴史・文化面の学習、保全
の意識啓発等）

指導課 学力向上班 実施 実施 実施 実施 ◎
「里山むつみ隊」による里山
体験学習を行うことができ
た。

今後，更に地域とのつながり
をもった環境学習を推進して
いく。

○
「里山むつみ隊」による里山
体験学習を行うことができ
た。

今後，更に地域とのつながり
をもった環境学習を推進して
いく。

4 4 ⑴ ④ — —
市内外企業のCSR活動を誘致・推進する
ため、情報提供を行います。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
情報提供 情報提供 情報提供 情報提供 × 該当する機会が無かった。

該当する事業の実施に際して
は，協力する。 × 該当する機会が無かった。

該当する事業の実施に際して
は，協力する。

4 4 ⑴ ④ ア —
市内外企業のCSR活動の誘致、市民と企
業の協働活動のサポート（情報提供や交
流の場の提供）

コミュニティ推
進課

コミュニティ班 検討 検討 検討 検討 ○
民間企業からコミュニティス
ペースの提供等について打診
があり，情報交換を行ったた
め。

今後も検討していく。 ×
民間企業からコミュニティス
ペースの提供等の打診が当課
にはなかったため。

今後も検討していく。

4 4 ⑴ ④ ア —
市内外企業のCSR活動の誘致、市民と企
業の協働活動のサポート（情報提供や交
流の場の提供）

商工観光課 商工班 周知協力 周知協力 周知協力 周知協力 ×
当課として介入できるのは紹
介程度との認識であったた
め。

必要に応じ周知協力等を図
る。 ×

当課として介入できるのは紹
介程度との認識であったた
め。

必要に応じ周知協力等を図
る。

4 4 ⑴ ④ ア —
市内外企業のCSR活動の誘致、市民と企
業の協働活動のサポート（情報提供や交
流の場の提供）

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ○ ほたるの里の環境整備で協働

の機会があった。
該当する事業の実施に際して
は，協力する。 ○ ほたるの里の環境整備で協働

の機会があった。
該当する事業の実施に際して
は，協力する。

4 4 ⑴ ⑤ — —
谷津・里山の散策等を通じて、心身の健
康づくりや市の歴史・文化に触れる機会
を提供します。

健康づくり課 健康増進班 検討 検討 実施 実施 ×
本事業の実施について環境保
全課と協議の機会を持つこと
が出来なかったため。

事業実施に向け，環境保全課
との協議及び内容の検討が必
要。

◎ 屋外を会場とした体操教室を
実施したため。

特になし

4 4 ⑴ ⑤ — —
谷津・里山の散策等を通じて、心身の健
康づくりや市の歴史・文化に触れる機会
を提供します。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ◎ 里山歩きを開催した。

引き続き，谷津・里山を活用
したイベントを実施する。 ◎ 里山歩きを開催した。

引き続き，谷津・里山を活用
したイベントを実施する。

4 4 ⑴ ⑤ — —
谷津・里山の散策等を通じて、心身の健
康づくりや市の歴史・文化に触れる機会
を提供します。

文化・スポーツ
課

文化財班 協力 協力 協力 協力 ◎
環境政策室主催の「里山歩
き」に講師として参加し，里
山の散策を通じた文化財の普
及を行った。

特に無し ◎
環境政策室主催の「里山歩
き」に講師として参加し，里
山の散策を通じた文化財の普
及を行った。

特に無し

4 4 ⑴ ⑤ — —
谷津・里山の散策等を通じて、心身の健
康づくりや市の歴史・文化に触れる機会
を提供します。

郷土博物館 ― 実施 実施 実施 実施 ◎ 自然観察会，文化財散歩，植
物標本作り講座を行った。

特に無し ◎ 自然観察会，文化財散歩，植
物標本作り講座を行った。

特に無し

4 4 ⑴ ⑤ ア —
里山歩き等、心身の健康を増進する活動
の推進

健康づくり課 健康増進班 検討 検討 実施 実施 ◎ 屋外を会場とした体操教室を
実施したため。

特になし ◎ 屋外を会場とした体操教室を
実施したため。

特になし

4 4 ⑴ ⑤ ア —
里山歩き等、心身の健康を増進する活動
の推進

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ◎ 里山歩きを開催した。

引き続き，谷津・里山を活用
したイベントを実施する。 ◎ 里山歩きを開催した。

引き続き，谷津・里山を活用
したイベントを実施する。

4 4 ⑴ ⑤ イ — 谷津・里山の文化、歴史等の紹介 環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ◎ 里山歩きを開催した。

引き続き，谷津・里山を活用
したイベントを実施する。 ◎ 里山歩きを開催した。

引き続き，谷津・里山を活用
したイベントを実施する。

4 4 ⑴ ⑤ イ — 谷津・里山の文化、歴史等の紹介
文化・スポーツ

課
文化財班 協力 協力 協力 協力 ◎

環境政策室主催の「里山楽
校」に講師として参加し，里
山の歴史について普及活動を
行った。

特に無し ◎
環境政策室主催の「里山楽
校」に講師として参加し，里
山の歴史について普及活動を
行った。

特に無し

4 4 ⑴ ⑤ イ — 谷津・里山の文化、歴史等の紹介 郷土博物館 ― 実施 実施 実施 実施 ◎
自然・文化財11選の定期的な
展示，ホームページでの公
開，ミニ展示において自然関
係の展示を行った。

特に無し ◎
自然・文化財11選の定期的な
展示，ホームページでの公
開，ミニ展示において自然関
係の展示を行った。

特に無し

4 4 ⑴ ⑥ — —
竹や間伐材等を有効利用するなど、里山
資源の活用に取り組みます。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
支援 支援 支援 支援 ○

交付金を活用して里山活動団
体の竹林整備を推進し，資源
化に取り組んだ。

引き続き交付金を活用し，竹
林整備箇所の拡大に努める。 ○

交付金を活用して里山活動団
体の竹林整備を推進し，資源
化に取り組んだ。

引き続き交付金を活用し，竹
林整備箇所の拡大に努める。

4 4 ⑴ ⑥ ア — 竹材等の利用促進の検討 環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
支援 支援 支援 支援 ○

交付金を活用して里山活動団
体の竹林整備を推進し，資源
化に取り組んだ。

引き続き交付金を活用し，竹
林整備箇所の拡大に努める。 ○

交付金を活用して里山活動団
体の竹林整備を推進し，資源
化に取り組んだ。

引き続き交付金を活用し，竹
林整備箇所の拡大に努める。

4 4 ⑴ ⑦ — —
八千代市の立地・環境を活かした農業体
験・グリーンツーリズムの実施を検討し
ます。

商工観光課 観光推進室 検討 検討 実施 実施 ×
観光振興計画の中では支援と
PRを行う事となっておりま
す。

― × 観光振興計画に基づき情報発
信による支援を実施した。

―

4 4 ⑴ ⑦ — —
八千代市の立地・環境を活かした農業体
験・グリーンツーリズムの実施を検討し
ます。

農政課 農政班 実施 ― ― ― ○
一部生育不良により中止した
ものを除き収穫体験を実施し
た。

好評により引続き継続した
い。 ◎ 予定どおり収穫体験を実施し

た。
好評により引き続き継続した
い。

4 4 ⑴ ⑦ ア — グリーンツーリズムの推進 商工観光課 観光推進室 検討 検討 実施 実施 ○
イチゴ狩り，味覚狩り等の情
報を外部団体へ情報提供し
た。

その他の情報についても調査
し，情報提供に努める必要が
ある。

○ 農業体験などの情報発信に努
めた。

引続き農政課等と連携の上，
情報の取得，発信に努める。

4 4 ⑴ ⑦ ア — グリーンツーリズムの推進 農政課 農政班 実施 ― ― ― ○
一部生育不良により中止した
ものを除き収穫体験を実施し
た。

好評により引続き継続した
い。 ◎ 予定どおり収穫体験を実施し

た。
好評により引き続き継続した
い。

4 4 ⑴ ⑦ ア — グリーンツーリズムの推進 環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
協力 協力 協力 協力 ◎ 里山歩きを開催した。

引き続き，谷津・里山を活用
したイベントを実施する。 ◎ 里山歩きを開催した。

引き続き，谷津・里山を活用
したイベントを実施する。

4 4 ⑵ ① — —
「印旛沼流域かわまちづくり計画」に基
づき、新川の水辺の賑わいを創出する水
辺の拠点整備を進めます。

企画経営課 企画政策班 協議 ― ― ― ◎
計画に位置付けている八千代
橋水辺拠点の護岸整備に向け
た協議などを行った。

「印旛沼流域かわまちづくり
計画」が令和４年度をもって
計画期間の最終年度を迎えた
ため，関係機関及び関係部署
と調整のうえ，次期計画の策
定とともに施策の更なる推進
を図る。

◎

八千代市・千葉市・佐倉市の
３市が推進主体となり，河川
管理者である千葉県との連携
のもと，「印旛沼・印旛放水
路かわまちづくり計画」が国
土交通省に登録された。

関係機関及び庁内関係部署と
協力し，県立八千代広域公園
周辺水辺拠点の整備に向けて
協議を行う。

4 4 ⑵ ① — —
「印旛沼流域かわまちづくり計画」に基
づき、新川の水辺の賑わいを創出する水
辺の拠点整備を進めます。

公園緑地課 公園緑地班 ― 工事 ― ― × 工事実施時期の変更による 令和5年度の工事実施 ◎ 道の駅周辺における水辺の拠
点整備を行った。

拠点を活用方法については今
後検討が必要。
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令和６年度「八千代市第３次環境保全計画前期アクションプラン」に関する調査結果 調査票１

担当課 班・室 R4 R5 R6 R7 評価 評価の理由・原因 今後の改善点や検討事項等 備考 評価 評価の理由・原因 今後の改善点や検討事項等
事業番号 再掲 施策内容 備考

↓評価…◎：実施した／〇：一部実施した／×：実施しなかった

担当 各年度の事業計画 R4年度実施結果 R5年度実施結果

R6・R7年度は，改訂後の前期アクションプランの計画期間

に含まれるため，ここでは参考として掲載します。

4 4 ⑵ ② — —

河川改修に当たっては、緩傾斜護岸や親
水性護岸など市民が水と親しむことので
きる機能整備、生態系の保全、美しい自
然景観の創出に配慮した工法・技術の採
用に努めます。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
協力 協力 協力 協力 × 該当する機会が無かった。

該当する事業の実施に際して
は，協力する。 × 該当する機会が無かった。

該当する事業の実施に際して
は，協力する。

4 4 ⑵ ② — —

河川改修に当たっては、緩傾斜護岸や親
水性護岸など市民が水と親しむことので
きる機能整備、生態系の保全、美しい自
然景観の創出に配慮した工法・技術の採
用に努めます。

土木建設課 河川班 検討 検討 検討 検討 ×
今後高野川の改修を行う予定
であるが護岸の詳細設計は数
年先となる。護岸の詳細設計
に向け情報収集・検討を行
う。

今後高野川の改修を行う予定
であるが護岸の詳細設計は数
年先となる。護岸の詳細設計
に向け情報収集・検討を行
う。

×
R5年度は,高野川の改修に伴
う護岸の詳細設計を実施して
いないため。

基本計画・予備設計において
護岸の法勾配は緩傾斜(2割勾
配）で整備する方針である。

4 4 ⑵ ② ア — 多自然川づくり等の検討 環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
協力 協力 協力 協力 × 該当する機会が無かった。

該当する事業の実施に際して
は，協力する。 × 該当する機会が無かった。

該当する事業の実施に際して
は，協力する。

4 4 ⑵ ② ア — 多自然川づくり等の検討 土木建設課 河川班 検討 検討 検討 検討 × 現時点で該当事業がなかった
ため

今後高野川の改修を行う予定
であるが護岸の詳細設計は数
年先となる。護岸の詳細設計
に向け情報収集・検討を行
う。

× 現時点で該当事業がなかった
ため

今後高野川改修に伴う護岸の
詳細設計は行う予定であるが
河川法面の構造物(橋梁・樋
管）以外の部分は緩傾斜(2割
勾配）の土羽河岸の多自然川
づくりとして整備する方針で
ある。

4 4 ⑵ ③ — —

親水空間の整備に当たっては、その場を
利用する市民との意見交換を行い、市民
との協働による親しみやすい水辺づくり
に努めます。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
協力 協力 協力 協力 ◎

市民と一体となってほたるの
里の活用や環境整備に取り組
んだ。

引き続き，ほたるの里の保
全・活用に市民と一体となっ
て取り組む。

◎
市民と一体となってほたるの
里の活用や環境整備に取り組
んだ。

引き続き，ほたるの里の保
全・活用に市民と一体となっ
て取り組む。

4 4 ⑵ ③ — —

親水空間の整備に当たっては、その場を
利用する市民との意見交換を行い、市民
との協働による親しみやすい水辺づくり
に努めます。

土木建設課 河川班 検討 検討 検討 検討 ×
準用河川高野川改修事業で河
川の護岸詳細設計時等にパブ
リックコメント等を検討す
る。

― ×
準用河川高野川改修事業で河
川の護岸詳細設計時等にパブ
リックコメント等を検討す
る。

―

5 1 ⑴ ① — —
事業者団体、環境活動団体との連携を通
して、情報を収集します。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
情報収集 情報収集 情報収集 情報収集 ◎ 各団体と連携し，環境情報の

収集をした。
引き続き，各団体と連携し環
境情報の収集に努める。 ◎ 各団体と連携し，環境情報の

収集をした。
引き続き，各団体と連携し環
境情報の収集に努める。

5 1 ⑴ ② — —
「八千代市の環境」など本市の環境の現
状、取組について分かりやすく提供する
報告書等を発行します。

環境政策課 環境共生班 発行 発行 発行 発行 ○ 例年，環境白書ガイドブック
を作成する。

関係各課の資料収集をする。 ◎ 環境白書を作成した。
引き続き，関係各課と連携
し，本市の環境の現状，取組
について報告を行う。

5 1 ⑴ ③ — —

定期的に市の広報で環境情報を提供する
ほか、緊急性や地域性に応じて、ホーム
ページやSNS等による情報発信、自治会
単位での広報誌の発行、啓発イベントや
環境講座の開催など、様々な媒体や手法
により、効果的で分かりやすい情報の発
信に努めます。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
情報発信 情報発信 情報発信 情報発信 ◎

広報，ホームページの掲載や
イベントを開催により，環境
情報を提供し，効果的でわか
りやすい情報の発信に努め
た。

引き続き，広報，ホームペー
ジの掲載やイベントを開催等
により，環境情報を提供し，
効果的でわかりやすい情報の
発信に努める。

◎
広報，ホームページの掲載や
イベントを開催により，環境
情報を提供し，効果的でわか
りやすい情報の発信に努め
た。

引き続き，広報，ホームペー
ジの掲載やイベントを開催等
により，環境情報を提供し，
効果的でわかりやすい情報の
発信に努める。

5 1 ⑴ ③ ア — 谷津・里山に関するイベント情報の発信 環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
情報発信 情報発信 情報発信 情報発信 ◎ 環境保全に関するホームペー

ジの改善，充実に努めた。

引き続き，環境保全に関する
ホームページの改善，充実に
努める。

◎ 環境保全に関するホームペー
ジの改善，充実に努めた。

引き続き，環境保全に関する
ホームページの改善，充実に
努める。

5 1 ⑴ ③ イ —
市民が谷津・里山で自然観察や活動する
ための、積極的な情報提供

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
情報提供 情報提供 情報提供 情報提供 ◎

教育委員会と連携し，環境へ
の理解を深めるイベントを実
施した。また、参加促進に向
けた周知に努めた。

引き続き，教育委員会や市民
団体等と連携し，環境への理
解を深めるイベントを実施す
る。また、参加促進に向けた
周知に努める。

◎
教育委員会と連携し，環境へ
の理解を深めるイベントを実
施した。また、参加促進に向
けた周知に努めた。

引き続き，教育委員会や市民
団体等と連携し，環境への理
解を深めるイベントを実施す
る。また、参加促進に向けた
周知に努める。

5 1 ⑴ ④ — —

市民・事業者等が必要な環境情報を入手
したり、各種申請が行いやすいよう、環
境保全に関するホームページの改善、充
実に努めます。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ◎ 環境保全に関するホームペー

ジの改善，充実に努めた。

引き続き，環境保全に関する
ホームページの改善，充実に
努める。

◎ 環境保全に関するホームペー
ジの改善，充実に努めた。

引き続き，環境保全に関する
ホームページの改善，充実に
努める。

5 1 ⑵ ① — —

教育機関や市民団体等と連携し、子ども
環境教室や環境講座、まちづくりふれあ
い講座など、環境への理解を深めるイベ
ントや学習プログラムの整備・実施など
環境学習・教育の事業の充実を図りま
す。また、参加促進に向けた周知に努め
ます。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ◎

教育委員会と連携し，環境へ
の理解を深めるイベントを実
施した。また、参加促進に向
けた周知に努めた。

引き続き，教育委員会や市民
団体等と連携し，環境への理
解を深めるイベントを実施す
る。また、参加促進に向けた
周知に努める。

◎
教育委員会と連携し，環境へ
の理解を深めるイベントを実
施した。また、参加促進に向
けた周知に努めた。

引き続き，教育委員会や市民
団体等と連携し，環境への理
解を深めるイベントを実施す
る。また、参加促進に向けた
周知に努める。

5 1 ⑵ ① — —

教育機関や市民団体等と連携し、子ども
環境教室や環境講座、まちづくりふれあ
い講座など、環境への理解を深めるイベ
ントや学習プログラムの整備・実施など
環境学習・教育の事業の充実を図りま
す。また、参加促進に向けた周知に努め
ます。

生涯学習振興課 生涯学習振興班 実施 実施 実施 実施 ◎

まちづくりふれあい講座にお
ける環境に関する講座「八千
代の自然発見！」を１回１１
名，「ごみ処理の現状と今後
の取り組みについて」を２回
３０名でそれぞれ行い，自
然・環境に関する知識を地域
に還元することができた。

引き続き講座の周知に努める
とともに，新たに環境に関す
る講座の増加を担当課へ呼び
かけていく。

◎

まちづくりふれあい講座にお
ける環境に関する講座「八千
代の自然発見！」を１回５名
で行い，自然・環境に関する
知識を地域に還元することが
できた。

引き続き講座の周知に努め，
環境に関する講座の参加人数
の増加を図っていく。

5 1 ⑵ ① ア —
市と市民団体の連携による谷津・里山で
の各種イベントの開催

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ◎ 里山楽校を開催した。

引き続き里山楽校など谷津・
里山を活用するイベントを推
進する。

◎ 里山楽校を開催した。
引き続き里山楽校など谷津・
里山を活用するイベントを推
進する。

5 1 ⑵ ② — —

環境学習・環境教育のあり方についての
調査・研究を行い、SDGｓを考慮した幅
広い環境学習・環境教育メニューを検討
します。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
検討

適宜修正
検討

適宜修正
検討

適宜修正
検討

適宜修正 ◎
ほたるの里を活用し，SDGsに
関連したイベントを開催し
た。

関係機関・団体と連携し，環
境学習・環境教育メニューの
充実を図る。

◎
ほたるの里を活用し，SDGsに
関連したイベントを開催し
た。

関係機関・団体と連携し，環
境学習・環境教育メニューの
充実を図る。

5 1 ⑵ ③ — —

小中学校等において、地域の環境資源や
ICTを活用しながら、自然環境や地球環
境の大切さなどを学ぶ環境教育・学習を
推進します。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
推進 推進 推進 推進 ○

里山活動団体が地元の小中学
生を対象とした環境学習を実
施した。

谷津・里山を中心とした自然
環境を活用し，環境教育・学
習を推進する。

○
里山活動団体が地元の小中学
生を対象とした環境学習を実
施した。

谷津・里山を中心とした自然
環境を活用し，環境教育・学
習を推進する。
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令和６年度「八千代市第３次環境保全計画前期アクションプラン」に関する調査結果 調査票１

担当課 班・室 R4 R5 R6 R7 評価 評価の理由・原因 今後の改善点や検討事項等 備考 評価 評価の理由・原因 今後の改善点や検討事項等
事業番号 再掲 施策内容 備考

↓評価…◎：実施した／〇：一部実施した／×：実施しなかった

担当 各年度の事業計画 R4年度実施結果 R5年度実施結果

R6・R7年度は，改訂後の前期アクションプランの計画期間

に含まれるため，ここでは参考として掲載します。

5 1 ⑵ ③ — —

小中学校等において、地域の環境資源や
ICTを活用しながら、自然環境や地球環
境の大切さなどを学ぶ環境教育・学習を
推進します。

指導課 学力向上班 実施 実施 実施 実施 ◎
各小中義務教育学校におい
て，ICT機器を効果的に活用
しながら，教科横断的に環境
教育に取り組んでいる。

子どもサミットでは地域ごと
にSDGｓの達成目標を掲げ，
継続して活動を行う。

○
印旛沼環境学習等において，
ICT機器を効果的に活用しな
がら，教科横断的に環境教育
に取り組んでいる。

SDGｓの達成目標を意識して
いきながら，継続して活動を
行う。

5 1 ⑵ ④ — —

大学や事業者等と連携した講座を開催す
るなど、環境に関する専門的な知識や最
新の情報等を学べる機会の提供に努めま
す。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ○

里山楽校や里山楽習会に森林
組合の方や県の職員を講師と
して招き，環境に関する専門
的な知識を学べる機会を提供
した。

引き続き事業者や県などと連
携し，環境に関する専門的な
知識や最新の情報等を学べる
機会の提供に努める。

○
里山楽校や里山楽習会に森林
組合の方や県の職員を講師と
して招き，環境に関する専門
的な知識を学べる機会を提供
した。

引き続き事業者や県などと連
携し，環境に関する専門的な
知識や最新の情報等を学べる
機会の提供に努める。

5 1 ⑵ ④ — —

大学や事業者等と連携した講座を開催す
るなど、環境に関する専門的な知識や最
新の情報等を学べる機会の提供に努めま
す。

生涯学習振興課 生涯学習振興班 実施 実施 実施 実施 ×
秀明大学の大学祭での公開講
座について，今回はコロナの
制限のなかでの開催により，
講演数が減少したため。

― ◎
秀明大学の大学祭での公開講
座の支援として，広報やちよ
と市ホームページで周知し，
高齢者学習グループに案内を
送付した。

今回から市ホームページによ
る周知を行ったが，今後も，
より効果的な方法を検討して
いく。

5 1 ⑵ ④ — —

大学や事業者等と連携した講座を開催す
るなど、環境に関する専門的な知識や最
新の情報等を学べる機会の提供に努めま
す。

公民館 阿蘇公民館 検討 検討 検討 検討 ×
検討はしてみたものの，接点
や費用がないことから見送っ
ている。

次年度以降再度検討する。 × 検討は行ったが実施には至ら
なかった。

次年度の実施に向けて検討す
る。

5 1 ⑵ ④ — —

大学や事業者等と連携した講座を開催す
るなど、環境に関する専門的な知識や最
新の情報等を学べる機会の提供に努めま
す。

公民館 高津公民館 実施 実施 実施 実施 ◎
県のCO2CO2スマート出前講座
による、夏休み環境科学講座
を実施した。

今後も継続する予定。 ◎
県のCO2CO2スマート出前講座
による、夏休み環境科学講座
を実施した。

今後も市民の要望等を考慮し
ながら継続する予定。

5 1 ⑵ ④ — —

大学や事業者等と連携した講座を開催す
るなど、環境に関する専門的な知識や最
新の情報等を学べる機会の提供に努めま
す。

公民館 勝田台公民館 実施 実施 実施 実施 ○
千葉県環境財団から講師の派
遣を受けて学習の場を提供す
ることができた。

市民の要望がより高い講座を
開催する。 ◎

千葉県環境財団から講師の派
遣を受けて学習の場を提供す
ることができた。

市民の要望がより高い講座を
開催する。

5 1 ⑵ ④ — —

大学や事業者等と連携した講座を開催す
るなど、環境に関する専門的な知識や最
新の情報等を学べる機会の提供に努めま
す。

公民館 村上公民館 実施 実施 実施 実施 ◎

小学生対象のソーラークッ
カーの製作と実験を行う「工
夫を発見！ソーラークッカー
を作ろう」及び風呂敷の包み
方・ゴミの現状・環境につい
ての講話及びみつろうラップ
の製作を行う「暮らしの講座
～エコロジカルライフ～」を
開催した。

夏休み期間に実施する小学生
対象の講座は定員数より応募
者数が多かったが,成人向け
の講座は定員数まで参加者を
集うことが難しかったため,
開催時期と内容の検討が必要
である。

◎

小学生を対象とした環境学習
講座を開催した。講義では，
地球温暖化とその影響につい
ての現状と対策を学んだ。講
義の後，ペットボトルを利用
した風力発電風車を作成し，
講義にて学習した創エネを体
験した。

夏休み期間に実施する小学生
対象の講座であったことと工
作的要素があったことから応
募者数が多かった。難しい内
容だったが充実した講義と工
作教室により参加した子ども
にとって環境学習を身近に感
じられる機会になった。

5 1 ⑵ ④ — —

大学や事業者等と連携した講座を開催す
るなど、環境に関する専門的な知識や最
新の情報等を学べる機会の提供に努めま
す。

公民館 大和田公民館 実施 検討 検討 検討 ◎
メダカの生態や飼育方法を通
じて親子で命の尊さについて
考え、学ぶ「親子でメダカの
飼育講座」について、大学の
講師を招いて講座を開催。

生物が生存する上で必要な環
境についても講座の中で取り
上げ、講座内容を改善し、実
施した。

× 指導員の異動と指導員不在に
より、実施困難となった。

新規の指導員の意向を含め検
討が必要である。

5 1 ⑵ ④ — —

大学や事業者等と連携した講座を開催す
るなど、環境に関する専門的な知識や最
新の情報等を学べる機会の提供に努めま
す。

公民館 八千代台公民館 ― 検討 検討 検討 ー ― ―
※令和４年度計画無しにつき
実施結果無し ×

環境に関する専門的な知識や
最新の情報等を学べる講座を
実施しなかった。

環境に関する専門的な知識や
最新の情報等を学べる講座内
容を検討する。

5 1 ⑵ ④ — —

大学や事業者等と連携した講座を開催す
るなど、環境に関する専門的な知識や最
新の情報等を学べる機会の提供に努めま
す。

公民館
八千代台東南公

民館
実施 実施 実施 実施 ◎

一般社団法人や環境アドバイ
ザーに講師依頼し，小学生や
一般成人を対象とした地球環
境問題を考える講座を実施。

環境問題を身近に捉え，考え
るだけでなく参加型の講座内
容の充実。

◎

秀明大学と連携し，メダカの
生態をとおし環境問題を考え
る講座を実施した。また，環
境政策室やco2co2の活動を通
じ，環境に特化した講座が開
催できた。

同様の講座を改善・継続して
実施する。

5 1 ⑵ ④ — —

大学や事業者等と連携した講座を開催す
るなど、環境に関する専門的な知識や最
新の情報等を学べる機会の提供に努めま
す。

公民館 睦公民館 検討 検討 検討 検討 ×
遺跡巡りの際に里山紹介を検
討したが運営上難があり実施
できなかった。

睦地区の景観活かした
座学での講座を検討する ×

遺跡巡りの際に里山紹介を検
討したが運営上難があり実施
できなかった。

睦地区の景観活かした
座学での講座を検討する

5 1 ⑵ ④ — —

大学や事業者等と連携した講座を開催す
るなど、環境に関する専門的な知識や最
新の情報等を学べる機会の提供に努めま
す。

公民館 緑が丘公民館 実施 検討 検討 検討 ◎
夏休みに小学生を対象に地球
温暖化について学ぶ講座を実
施した。

他の年齢層を対象にした講座
でも環境を積極的に取り上げ
ていく。

◎
夏休みに小学生を対象に地球
温暖化について学ぶ講座を実
施した。

実施団体を変える等，講座の
マンネリ化を防ぐ。

5 1 ⑵ ④ ア —
生涯学習の一環として、谷津・里山に関
する講座の開催

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ◎ 里山楽校を開催した。

引き続き里山楽校やまちづく
りふれあい講座などを推進す
る。

◎ 里山楽校を開催した。
引き続き里山楽校やまちづく
りふれあい講座などを推進す
る。

5 1 ⑵ ④ ア —
生涯学習の一環として、谷津・里山に関
する講座の開催

公民館 阿蘇公民館 実施 実施 実施 実施 ◎
毎年夏の夜の生き物観察を実
施しており，毎回好評であ
る。

ホタルの里では見ることがで
きなかった。来年に期待した
い

◎ 主催講座「夜の自然探検」で
生き物観察を実施。

好評であるので現状維持。

5 1 ⑵ ④ ア —
生涯学習の一環として、谷津・里山に関
する講座の開催

公民館 高津公民館 検討 検討 検討 検討 ×
参加者が多い居住地区の高津
地区に谷津・里山が消滅して
いるため。

過去の主催講座で市内北西部
地区の里山と自然の座学を実
施。今後の講座で検討する。

×
参加者が多い居住地区の高津
地区に谷津・里山が消滅して
いることもあり実施しなかっ
た。

過去の主催講座で市内北西部
地区の里山と自然の座学を実
施。今後の講座で検討する。

5 1 ⑵ ④ ア —
生涯学習の一環として、谷津・里山に関
する講座の開催

公民館 勝田台公民館 ― 検討 検討 検討 ー ― ―
※令和４年度計画無しにつき
実施結果無し × 谷津・里山に関する講座を実

施しなかった。
谷津・里山に関する講座内容
を検討する。

5 1 ⑵ ④ ア —
生涯学習の一環として、谷津・里山に関
する講座の開催

公民館 村上公民館 検討 検討 検討 検討 × 谷津・里山に関する講座は未
実施。

過去に開催したが,受講生が
求めている内容と合致するこ
とが難しく,参加者を集うこ
とが難しかったため,内容等
の検討が必要である。

× 谷津・里山に関する講座は未
実施。

過去に開催したが,受講生が
求めている内容と合致するこ
とが難しく,参加者を集うこ
とが難しかったため,内容等
の検討が必要である。

5 1 ⑵ ④ ア —
生涯学習の一環として、谷津・里山に関
する講座の開催

公民館 大和田公民館 実施 検討 検討 検討 ◎
八千代市の谷津・里山につい
て学ぶ「やちよの自然」の講
座について、資料やスライド
を使用し、講座を開催。

コロナ禍により募集人数を制
限して実施したが，今後の状
況によっては、募集人数を増
やしたい。

◎
八千代市の谷津・里山につい
て学ぶ「やちよの自然」の講
座について、資料やスライド
を使用し、講座を開催。

参加者人数が定員数を割って
いることから、内容等の検討
が必要である。
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5 1 ⑵ ④ ア —
生涯学習の一環として、谷津・里山に関
する講座の開催

公民館 八千代台公民館 ― 検討 検討 検討 ー ― ―
※令和４年度計画無しにつき
実施結果無し × 谷津・里山に関する講座を実

施しなかった。
谷津・里山に関する講座内容
を検討する。

5 1 ⑵ ④ ア —
生涯学習の一環として、谷津・里山に関
する講座の開催

公民館
八千代台東南公

民館
検討 検討 検討 検討 × 谷津・里山に関する講座を実

施しなかった。
谷津・里山に関する講座内容
を検討する。 × 谷津・里山に関する講座を実

施しなかった。
谷津・里山に関する講座内容
を検討する。

5 1 ⑵ ④ ア —
生涯学習の一環として、谷津・里山に関
する講座の開催

公民館 睦公民館 検討 検討 検討 検討 ×
遺跡巡りの際に里山紹介を検
討したが運営上難があり実施
できなかった。

睦地区の景観活かした
座学での講座を検討する ◎

睦地域の植物・昆虫・小動物
について座学講座を実施し
た。

日々見慣れている睦地域の自
然環境に，興味を持っていた
だくような講座を検討する。

5 1 ⑵ ④ ア —
生涯学習の一環として、谷津・里山に関
する講座の開催

公民館 緑が丘公民館 実施 検討 検討 検討 ×
主催講座「春の里山散策」の
募集を行ったが，雨天のため
中止となった。

雨天の場合，予備日を設けた
り，座学による開催に切り替
えるなどし，実施機会の確保
に務める。

◎
主催講座「春の里山散策」を
実施し，参加者の谷津・里山
の理解を深めることができ
た。

アンケートで出た要望などを
講座に反映していく。

5 1 ⑵ ⑤ — —

再生可能エネルギー・省エネ設備等を導
入した公共施設、先進的な環境技術を有
する工場等について、環境に関する学び
の場として活用を検討します。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
検討 検討 検討 検討 ○

庁舎総合整備課に再生可能エ
ネルギーの導入等を働きかけ
将来的に環境学習の場として
の活用に繋げていけるよう下
地作りに努めた。

引続き庁舎総合整備課等公共
施設に対し，再生可能エネル
ギーの導入等を働きかけ，将
来的に環境学習の場としての
活用に繋げていけるよう下地
作りに努める。

○

太陽光パネルの導入手法の一
つであるPPAの可能性調査
を，西八千代調理場及び東八
千代調理場において行うよう
に働きかけ，将来的に環境学
習の場として繋げていけるよ
う下地作りに努めた。

引続き様々な公共施設に対
し，再生可能エネルギーの導
入等を働きかけ，将来的に環
境学習の場としての活用に繋
げていけるよう下地作りに努
める。

5 1 ⑶ ① — —

地域や事業所などで行う環境学習・環境
教育活動を推進するため、環境学習・環
境教育に深い知識を持つ八千代市環境学
習ボランティア講師を育成・確保しま
す。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ○

環境学習ボランティア講師の
確保に努めた。また，子ども
環境教室の講師として活用
し，育成に努めた。

引き続き，環境学習ボラン
ティア講師の育成・確保に努
める。

○
環境学習ボランティア講師の
確保に努めた。また，子ども
環境教室の講師として活用
し，育成に努めた。

引き続き，環境学習ボラン
ティア講師の育成・確保に努
める。

5 1 ⑶ ② — —

環境保全などを行っている自治会、ＮＰ
Ｏ、ボランティア団体、既存組織などと
協力し、環境学習・教育のためのネット
ワークを作ります。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
検討 検討 検討 方針決定 ◎ 既存組織等と協力し，環境学

習・環境教育を推進した。

引き続き，既存組織等と協力
し，環境学習・環境教育を推
進する。

◎ 既存組織等と協力し，環境学
習・環境教育を推進した。

引き続き，既存組織等と協力
し，環境学習・環境教育を推
進する。

5 1 ⑶ ③ — —

不法投棄連絡員や廃棄物減量等推進員な
どの活動を支援し、地域におけるごみの
減量化やリサイクル推進、美化活動を推
進する人材の育成や交流の促進などを図
ります。

クリーン推進課
不法投棄対策班
ごみ減量推進班

実施 実施 実施 実施 ○

不法投棄連絡員や廃棄物減量
等推進員などの活動を支援
し、地域におけるごみの減量
化やリサイクル推進、美化活
動を推進する人材の育成や交
流の促進などを目的に不法投
棄連絡員会議及び廃棄物減量
等推進員研修会の開催や不法
投棄連絡員通信を発行してい
たが新型コロナウイルス感染
拡大防止のため、不法投棄連
絡員会議及び廃棄物減量等推
進員研修会は中止した。

不法投棄連絡員会議及び廃棄
物減量等推進員研修会は新型
コロナウイルスの感染状況を
考慮し開催について検討す
る。

○

廃棄物減量等推進員研修会を
開催し、廃棄物減量等推進員
などの活動を支援し、地域に
おけるごみの減量化やリサイ
クルの推進、美化活動を推進
する人材の育成や交流の促進
などを図った。不法投棄連絡
員通信を発行していたが新型
コロナウイルス感染拡大防止
のため、不法投棄連絡員会議
は中止した。

不法投棄連絡員会議について
は新型コロナウイルスの感染
状況を考慮し開催について検
討する。

5 1 ⑶ ④ — —
市役所内においても新入職員に対する環
境教育を継続、充実化を図ります。

職員課 人事研修班 実施 実施 実施 実施 ◎
新規採用職員研修の後期にて
実施したほか，千葉県自治研
修センター実施の環境行政研
修に参加した。

来年度以降も新規採用職員研
修にて実施するほか，派遣研
修への参加を促していく。

◎
新規採用職員研修Ⅱにて実施
したほか，千葉県自治研修セ
ンター実施の環境行政研修に
派遣した。

来年度以降も新規採用職員研
修にて実施するほか，派遣研
修への参加を促していく。

5 1 ⑶ ④ — —
市役所内においても新入職員に対する環
境教育を継続、充実化を図ります。

環境政策課 環境共生班 実施 実施 実施 実施 ◎
新規採用職員研修における環
境教育について，継続して取
り組めた。

引き続き，プログラム充実及
び対象の拡充に努めていく。 ◎

新規採用職員研修における環
境教育について，継続して取
り組めた。

引き続き，環境教育につい
て，基本となる環境保全の法
体系に基づいたプログラムの
充実及び対象の拡充に努めて
いく。

5 1 ⑶ ④ — —
市役所内においても新入職員に対する環
境教育を継続、充実化を図ります。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ◎ 新入職員に対する環境教育を

行った。

本市の環境状況や社会情勢の
変化により、必要に応じ内容
を見直す。

◎ 新入職員に対する環境教育を
行った。

本市の環境状況や社会情勢の
変化により、必要に応じ内容
を見直す。

5 1 ⑶ ⑤ — —
千葉県や市民活動団体などと連携しなが
ら環境学習・環境教育を推進します。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ◎ 里山楽校や里山楽習会を通じ

て環境学習を推進した。
引き続き，環境学習・環境教
育の推進に努める。 ◎ 里山楽校や里山楽習会を通じ

て環境学習を推進した。
引き続き，環境学習・環境教
育の推進に努める。

5 2 ⑴ ① — —

自治会・町内、学校、家庭などで行われ
ている資源物回収活動、緑化活動、清掃
活動、再生可能エネルギー導入など、市
民・市民団体等が行う環境保全活動を支
援します。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ◎

里山活動団体やヤマトミクリ
の里づくり協議会等の活動を
支援した。

引き続き，里山活動団体やヤ
マトミクリの里づくり協議会
等の活動を支援していく。

◎
里山活動団体やヤマトミクリ
の里づくり協議会等の活動を
支援した。

引き続き，里山活動団体やヤ
マトミクリの里づくり協議会
等の活動を支援していく。

5 2 ⑴ ① — —

自治会・町内、学校、家庭などで行われ
ている資源物回収活動、緑化活動、清掃
活動、再生可能エネルギー導入など、市
民・市民団体等が行う環境保全活動を支
援します。

クリーン推進課 ごみ減量推進班 実施 実施 実施 実施 ○
集団回収等を通じて，資源物
回収活動を支援した。清掃活
動等については，コロナ禍に
よるゴミゼロ運動の中止によ
り，支援できなかった。

緑化活動，再生エネルギー導
入等について，具体的に支援
可能な事例等を研究する必要
がある。

◎

集団回収等を通じて，資源物
回収活動を支援した。清掃活
動等については，ゴミゼロ運
動により，各区・自治会の各
地域による清掃活動を支援し
た。

引き続き，緑化活動，再生エ
ネルギー導入等について，具
体的に支援可能な事例等を研
究する必要がある。

5 2 ⑴ ① — —

自治会・町内、学校、家庭などで行われ
ている資源物回収活動、緑化活動、清掃
活動、再生可能エネルギー導入など、市
民・市民団体等が行う環境保全活動を支
援します。

公園緑地課 緑化推進班 実施 実施 実施 実施 ○
環境美化ボランティア制度へ
の用具の提供等，活動支援を
行っている。

支援方法，ボランティアに参
加しやすい体制等の見直しを
検討を要する。

◎
環境美化ボランティアへの用
具の提供等の活動支援を行う
ことで，市の花「バラ」等を
用いた緑化を推進している。

支援方法，ボランティアに参
加しやすい体制等の見直しを
検討を要する。

5 2 ⑴ ② — —

環境保全活動に携わっているＮＰＯや
様々な市民団体を支援します。若い世代
を中心として、地域の環境保全に率先し
て取り組む人材・リーダーの育成に努め
ます。

コミュニティ推
進課

コミュニティ班 検討 検討 検討 検討 ○
環境保全活動に携わっている
ＮＰＯや市民活動団体を支援
したため。

引き続き環境保全活動に携
わっているＮＰＯや市民活動
団体を支援していくよう努め
る。

◎

環境保全活動に携わっている
市民活動団体を支援したた
め。
また，市民活動団体等向けに
講座を開催した推進センター
に補助金を交付したため。

引き続き環境保全活動に携
わっている市民活動団体等を
支援していくよう努める。
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令和６年度「八千代市第３次環境保全計画前期アクションプラン」に関する調査結果 調査票１

担当課 班・室 R4 R5 R6 R7 評価 評価の理由・原因 今後の改善点や検討事項等 備考 評価 評価の理由・原因 今後の改善点や検討事項等
事業番号 再掲 施策内容 備考

↓評価…◎：実施した／〇：一部実施した／×：実施しなかった

担当 各年度の事業計画 R4年度実施結果 R5年度実施結果

R6・R7年度は，改訂後の前期アクションプランの計画期間

に含まれるため，ここでは参考として掲載します。

5 2 ⑴ ② — —

環境保全活動に携わっているＮＰＯや
様々な市民団体を支援します。若い世代
を中心として、地域の環境保全に率先し
て取り組む人材・リーダーの育成に努め
ます。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ◎ 里山楽校を開催し，人材・

リーダーの育成に努めた。

引き続き，里山楽校等を開催
し人材・リーダーの育成に努
める。

◎ 里山楽校を開催し，人材・
リーダーの育成に努めた。

引き続き，里山楽校等を開催
し人材・リーダーの育成に努
める。

5 2 ⑴ ② ア —
谷津・里山の整備、活動のリーダーの育
成（里山楽校の開催）

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ◎ 里山楽校を開催し，人材・

リーダーの育成に努めた。

引き続き，里山楽校等を開催
し人材・リーダーの育成に努
める。

◎ 里山楽校を開催し，人材・
リーダーの育成に努めた。

引き続き，里山楽校等を開催
し人材・リーダーの育成に努
める。

5 2 ⑴ ③ — —

環境保全を行う市民団体等の活動拠点機
能の確保・充実を図るとともに、団体間
の交流促進、協働による取組を支援しま
す。

コミュニティ推
進課

コミュニティ班
実施

（サポセ
ン）

実施 実施 実施 ◎
市民活動団体等に対して，サ
ポセンの会議室や印刷機等の
貸出を行った。また，ボラン
ティアカフェを共催し，団体
間の交流促進を図った。

推進センターの運営を補助す
ることで，令和5年度以降も
左記の事項等を実施できるよ
う努める。

◎
市民活動団体等に対して，印
刷機等の貸出や団体間の交流
促進等を図っている推進セン
ターに補助金を交付したた
め。

引き続き推進センターが市民
活動団体等を支援できるよう
支援に努める。

5 2 ⑴ ③ — —

環境保全を行う市民団体等の活動拠点機
能の確保・充実を図るとともに、団体間
の交流促進、協働による取組を支援しま
す。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ◎ 環境活動を実施している団体

等を支援した。
引き続き，環境活動を実施し
ている団体等を支援する。 ◎ 環境活動を実施している団体

等を支援した。
引き続き，環境活動を実施し
ている団体等を支援する。

5 2 ⑴ ③ ア —
市民活動団体等と協働した里山活動の推
進

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ◎ 里山団体の活動推進を通じ

て，目的を達成した。
引き続き里山活動団体の支援
を実施する。 ◎ 里山団体の活動推進を通じ

て，目的を達成した。
引き続き里山活動団体の支援
を実施する。

5 2 ⑵ ① — 再掲

地球温暖化対策に積極的に取り組む事業
者を増加させるため、県のCO2CO2スマー
ト宣言事業所登録制度の普及に努めま
す。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
情報提供 情報提供 情報提供 情報提供 ◎

千葉県CO2CO2スマート宣言登
録事業所制度の啓発に努め
た。

千葉県地球温暖化対策実行計
画～CO2CO2スマートプラン～
に基づき，推進する。

◎
千葉県CO2CO2スマート宣言登
録事業所制度の啓発に努め
た。

千葉県地球温暖化対策実行計
画～CO2CO2スマートプラン～
に基づき，推進する。

5 2 ⑵ ② — 再掲

事業者による自主的な環境保全活動や、
環境マネジメントシステムの導入に対す
る支援を行い、環境にやさしい事業活動
の促進を図ります。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
情報提供 情報提供 情報提供 情報提供 ◎

千葉県CO2CO2スマート宣言登
録事業所制度の啓発に努め
た。

千葉県地球温暖化対策実行計
画～CO2CO2スマートプラン～
に基づき，推進する。

◎
千葉県CO2CO2スマート宣言登
録事業所制度の啓発に努め
た。

千葉県地球温暖化対策実行計
画～CO2CO2スマートプラン～
に基づき，推進する。

5 2 ⑵ ③ — 再掲

事業者に対し、廃棄物の発生が少ない、
再生可能な材料を使うなど環境に配慮し
た製品やサービスの提供について啓発し
ます。

クリーン推進課 ごみ減量推進班 実施 実施 実施 実施 ×
事業者に対し、廃棄物の発生
が少ない、再生可能な材料を
使うなど環境に配慮した製品
やサービスの提供について啓
発できなかった

事業者に対し、廃棄物の発生
が少ない、再生可能な材料を
使うなど環境に配慮した製品
やサービスの提供について啓
発すると同時に，ＳＤＧｓに
係る事項を盛り込めるか検討
する。

×

事業者に対し、廃棄物の発生
が少ない、再生可能な材料を
使うなど環境に配慮した製品
やサービスの提供について啓
発すると同時に、ＳＤＧｓに
係る事項を盛りむことができ
なかった。

事業者に対し、廃棄物の発生
が少ない、再生可能な材料を
使うなど環境に配慮した製品
やサービスの提供について啓
発すると同時に、ＳＤＧｓに
係る事項を盛り込めるか検討
する。

5 2 ⑵ ④ — —
環境保全協定締結事業所を増やすため、
未締結事業所と協議をしていきます。

環境政策課 環境共生班 適宜協議 適宜協議 適宜協議 適宜協議 × 協議を実施できなかった。
状況に応じて未締結事業所と
協議を行う。 × 協議を実施できなかった。

状況に応じて未締結事業所と
協議を行う。

5 2 ⑵ ⑤ — —

環境関連イベントやボランティア活動へ
の事業者からの参加を促進します。 環
境保全協定締結事業所、地域包括連携協
定締結事業所などから、環境保全、防
災、食育等、幅広い環境教育に資する情
報提供、講師派遣を依頼します。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ○

環境保全協定締結事業所、地
域包括連携協定締結事業所な
どから、幅広い環境教育に資
する情報提供、講師派遣を依
頼する体制が整っている。

事業者の参加促進方法を検討
し，環境保全協定締結事業
所、地域包括連携協定締結事
業所などへ幅広い環境教育に
資する情報提供、講師派遣を
依頼していく。

○
環境保全協定締結事業所、地
域包括連携協定締結事業所な
どから、幅広い環境教育に資
する情報提供、講師派遣を依
頼する体制が整っている。

事業者の参加促進方法を検討
し，環境保全協定締結事業
所、地域包括連携協定締結事
業所などへ幅広い環境教育に
資する情報提供、講師派遣を
依頼していく。

5 3 ⑴ ① — —

地元企業や大学等と連携し、研究や、地
元産品を利用した商品等の普及など、環
境と関連したビジネスの推進に努めま
す。

商工観光課 商工班 検討 検討 検討 検討 ×
市内に環境に関わる企業が少
ないことから，ハードルが高
いと考えていたため。

市場の流通規格に当てはまら
い農産物を利用した商品の開
発，販売などを検討してい
く。

令和5年度，(一
社)MIRAIKOMINKA for School
主催，千葉英和高校との産学
官連携によるSDGsアクション
を実施。廃棄野菜等を利用し
たスイーツ開発，販売予定。

○

(一社)MIRAIKOMINKA for
School主催，千葉英和高校と
の産学官連携によるSDGsアク
ションを実施。廃棄野菜等を
利用したスイーツ開発，販売
した。

今後も引き続き関係機関と連
携し検討していく。

令和6年度においても，(一
社)MIRAIKOMINKA for School主催，千葉
英和高校との産学官連携によるSDGsアク
ションを実施。廃棄野菜等を利用したス
イーツ開発，販売予定。

5 3 ⑴ ① — —

地元企業や大学等と連携し、研究や、地
元産品を利用した商品等の普及など、環
境と関連したビジネスの推進に努めま
す。

農政課 農政班 検討 検討 検討 検討 ◎
JA八千代市等と連携し，市内
産コシヒカリの流通を促進す
ること等により地産地消を推
進し，物流によるCO2排出の
少ない食品の普及に努めた。

引き続き継続していきたい。 ◎
JA八千代市等と連携し，市内
産コシヒカリの流通を促進す
ること等により地産地消を推
進し，物流によるCO2排出の
少ない食品の普及に努めた。

引き続き継続していきたい。

5 3 ⑴ ① — —

地元企業や大学等と連携し、研究や、地
元産品を利用した商品等の普及など、環
境と関連したビジネスの推進に努めま
す。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
検討 検討 検討 検討 ×

環境に関連した取り組みを
行っている事業者から支援等
相談があった際に対応を考え
ていたが，該当する案件がな
かった。

環境に関連した取り組みを
行っている事業者から支援等
相談があった際に対応してい
く。

×
環境に関連した取り組みを
行っている事業者から支援等
相談があった際に対応を考え
ていたが，該当する案件がな
かった。

環境に関連した取り組みを
行っている事業者から支援等
相談があった際に対応してい
く。

5 3 ⑴ ① ア — 大学の調査、研究の支援・協力 環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
相談対応 相談対応 相談対応 相談対応 ×

環境に関連した調査，研究等
の相談があった際に対応を考
えていたが，該当する案件が
なかった。

環境に関連した調査，研究等
の相談があった際に対応して
いく。

○

大学生から，有害鳥獣（農作
物を食害するイノシシやキョ
ンなどの野生の鳥獣）による
被害実態と駆除などの対策及
び今後の活用策などについて
の調査協力依頼があり，農政
課との協議のうえ，回答し
た。

引き続き，環境等に関連した
調査，研究等の相談があった
際に対応していく。

5 3 ⑴ ② — —

住宅用省エネ設備等導入補助事業、脱炭
素型建築物の計画に関し、相談対応や市
内関連事業者にかかる情報提供など地域
と連携した取組を促進することにより、
関連産業の振興を図ります。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ○

住宅用設備等脱炭素化促進事
業補助金に関する問い合わせ
や相談に対応した。

引続き住宅用設備等の導入に
対する補助事業に関する相談
対応を行う。

○
住宅用設備等脱炭素化促進事
業補助金に関する問い合わせ
や相談に対応した。

引続き住宅用設備等の導入に
対する補助事業に関する相談
対応を行う。

5 3 ⑴ ② — —

住宅用省エネ設備等導入補助事業、脱炭
素型建築物の計画に関し、相談対応や市
内関連事業者にかかる情報提供など地域
と連携した取組を促進することにより、
関連産業の振興を図ります。

建築指導課 建築審査班 実施 実施 実施 実施 ○
低炭素建築物の認定制度によ
り，建築物における生活や活
動に伴って発生する二酸化炭
素を抑制するための建築物の
促進を図った。

特になし ○
低炭素建築物の認定制度によ
り，建築物における生活や活
動に伴って発生する二酸化炭
素を抑制するための建築物の
促進を図った。

特になし
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令和６年度「八千代市第３次環境保全計画前期アクションプラン」に関する調査結果 調査票１

担当課 班・室 R4 R5 R6 R7 評価 評価の理由・原因 今後の改善点や検討事項等 備考 評価 評価の理由・原因 今後の改善点や検討事項等
事業番号 再掲 施策内容 備考

↓評価…◎：実施した／〇：一部実施した／×：実施しなかった

担当 各年度の事業計画 R4年度実施結果 R5年度実施結果

R6・R7年度は，改訂後の前期アクションプランの計画期間

に含まれるため，ここでは参考として掲載します。

5 3 ⑴ ③ — 再掲
行政による支援や、地元金融機関と協力
しESG関連の情報を提供するなどの支援
を検討します。

商工観光課 商工班 周知協力 周知協力 周知協力 周知協力 ×
環境経営応援資金により市内
金融機関からの借り入れを支
援する体制を整え，周知もし
ているが，企業からの相談は
なかった。

必要に応じ周知協力等を図
る。 ×

環境経営応援資金により市内
金融機関からの借り入れを支
援する体制を整え，周知もし
ているが，企業からの相談は
なかった。

必要に応じ周知協力等を図
る。

5 3 ⑴ ③ — 再掲
行政による支援や、地元金融機関と協力
しESG関連の情報を提供するなどの支援
を検討します。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
相談対応 相談対応 相談対応 相談対応 ○

環境に配慮した取組みを行っ
ている事業者から自社製品の
PRも兼ねたグリーンカーテン
の寄贈があり，受贈してPRに
協力した。

引続き環境に配慮した取り組
みを行っている事業者から支
援等相談があった際に対応し
ていく。

○
環境に配慮した取組みを行っ
ている事業者から自社製品の
PRも兼ねたグリーンカーテン
の寄贈があり，受贈してPRに
協力した。

引続き環境に配慮した取り組
みを行っている事業者から支
援等相談があった際に対応し
ていく。

5 3 ⑵ ① — —
家畜排せつ物を有効利用し、たい肥を活
用した土づくりを進め、環境への負荷の
少ない農業を促進します。

農政課 農政班 実施 実施 実施 実施 ◎
家畜排せつ物を堆肥化し，環
境負荷の少ない堆肥を生産し
た。

堆肥の活用した土づくりを継
続していきたい。 ◎

家畜排せつ物の堆肥化による
環境負荷の少ない農業の促進
に努めた。

引き続き継続していく。

5 3 ⑵ ① ア —
ちばエコ農産物と併せて、谷津・里山ブ
ランド形成の可能性の検討

商工観光課 商工班 検討 検討 検討 検討 ×
八千代市産の農産物を恒常的
に確保した商品の製作は難し
く，ブランド化するハードル
が高いと考えていたため。

ブランド化を目指した商品の
開発，販売などを検討してい
く。

八千代市産業連携ビジョンに
基づき．セミナーの開催や，
八千代市産業振興審議会にお
いて議題にしていきたい。

×
ブランド化などをテーマとし
た産業連携セミナーを開催す
ることができず，またその他
具体的な取り組みも行うこと
ができなかった。

ブランド化を目指した商品の
開発，販売などを検討してい
く。

令和6年度，やっちブランドセレクショ
ンにおいて，多数の八千代市産の農産物
を原料とした商品が認定されたことか
ら，商工会議所や関係団体と連携し，今
後の方向性について検討していく。

5 3 ⑵ ① ア —
ちばエコ農産物と併せて、谷津・里山ブ
ランド形成の可能性の検討

農政課 振興整備班 実施 実施 実施 実施 ×

ちばエコ農産物については令
和3年度もニンジンやブルー
ベリーなどが認証されている
が，谷津・里山ブランド形成
の可能性に関する検討につい
ては実施しなかった。

検討していく。 ×
谷津・里山ブランド形成の可
能性に関する検討については
実施しなかった。

検討していく。

5 3 ⑵ ① ア —
ちばエコ農産物と併せて、谷津・里山ブ
ランド形成の可能性の検討

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
検討 検討 検討 検討 ×

谷津・里山ブランド形成に向
けた相談があった際に対応を
考えていたが，該当する案件
がなかった。

谷津・里山ブランド形成に向
けた相談があった際に対応し
ていく。

×
谷津・里山ブランド形成に向
けた相談があった際に対応を
考えていたが，該当する案件
がなかった。

谷津・里山ブランド形成に向
けた相談があった際に対応し
ていく。

5 3 ⑵ ② — —

市内の農産物直売所におけるイベント
や、市主催のイベントにおけるPR活動を
通じて、地元産の旬の農産物を購入する
地産地消を推進します。

農政課 農政班 実施 ― ― ― ◎
農産物直売所や指定管理者と
連携し，イベント等農産物の
PRを実施した。

引続き継続していきたい。 ◎
農産物直売所や指定管理者と
連携し，イベント等農産物の
PRを実施した。

引続き継続していきたい。

5 3 ⑵ ② ア —
学校給食等の地産地消と体験農園等での
食育の推進

子ども保育課
幼稚園・保育園

班
一部実施 一部実施 一部実施 一部実施 ○

保育の一環として，園内で野
菜を栽培し，収穫して食べる
食育を実施した。給食食材の
地産地消は，予算の兼ね合い
もあり，決まった事業者から
仕入れているため，産地指定
の取り組みは難しかった。

地元産の食材を使用した給食
の時には，子どもたちに積極
的に伝えるなど，可能な範囲
で地産地消に取り組んでいき
たい。

○

保育の一環として，園内で野
菜を栽培し，収穫して食べる
食育を実施した。給食食材の
地産地消は，予算の兼ね合い
もあり，決まった事業者から
仕入れているため，産地指定
の取り組みは難しかった。

地元産の食材を使用した給食
の時には，子どもたちに積極
的に伝えるなど，可能な範囲
で地産地消に取り組んでいき
たい。

5 3 ⑵ ② ア —
学校給食等の地産地消と体験農園等での
食育の推進

母子保健課 母子保健班
実施・今後
の方向性の

検討
― ― ― ◎

小学校において、農業生産者
さんをゲストに招いた食育授
業を行う、食育推進事業「め
ざせ！食の達人　農業の先生
とのふれあい授業」を、やち
よ食育ネットワーク協議会に
て推進し、20校中18校で実施
された。

第2次健康まちづくりプラン
評価を通して学校が主体的に
取り組む体制の構築ができた
こと等から食育ネットワーク
協議会は活動に幕を閉じた
が，農政課及び市内小学校及
び義務教育学校が実施部署と
なり授業に引き続き取り組む
ため，新体制への移行期間と
して関係各課と連携し事業に
取り組んでいく。

ー
令和４年度末でやちよ食育
ネットワーク協議会が終了
し、学校と農業生産者による
直接依頼を基本とする形式と
なったため。

5 3 ⑵ ② ア —
学校給食等の地産地消と体験農園等での
食育の推進

農政課 農政班 実施 ― ― ― ○
一部生育不良により中止した
ものを除き収穫体験を実施し
た。

好評により引続き継続した
い。 ○

一部生育不良により中止した
ものを除き収穫体験を実施し
た。

好評により引続き継続した
い。

5 3 ⑵ ② ア —
学校給食等の地産地消と体験農園等での
食育の推進

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
協力 協力 協力 協力 ○ 里山楽校において，地産地消

や食育を取り上げた。

引き続き里山楽校のカリキュ
ラムの中に農業に関する講座
を設け，その中で地産地消や
食育に関することにも触れて
もらうことにより，地産地消
や食育などの推進に協力す
る。

○ 里山楽校において，地産地消
や食育を取り上げた。

引き続き里山楽校のカリキュ
ラムの中に農業に関する講座
を設け，その中で地産地消や
食育に関することにも触れて
もらうことにより，地産地消
や食育などの推進に協力す
る。

5 3 ⑵ ② ア —
学校給食等の地産地消と体験農園等での
食育の推進

保健体育課 学校保健班 実施 ― ― ― ◎
米，にんじん，について，八
千代市産食材を使用し，地産
地消事業を推進した。

体験農園等での食育活動が各
校で継続的に行われているた
め、必要に応じて支援した
い。

令和４年７月にて単独給食校
が終了したため、地産地消部
分は終了。

ー ― ―
令和４年７月にて、単独給食校が終了し
たため。

5 3 ⑵ ② ア —
学校給食等の地産地消と体験農園等での
食育の推進

学校給食セン
ター

西八千代調理場 実施 実施 実施 実施 ◎
米，にんじん，キウイフルー
ツ，長ねぎ，ほうれん草につ
いて，八千代市産食材を使用
し，地産地消事業を推進し
た。

- ◎
米，にんじん，キウイフルー
ツ，長ねぎ，梨について，八
千代市産食材を使用し，地産
地消事業を推進した。

-

5 3 ⑵ ③ — —
観光協会や観光農園等、関連事業者等と
連携し、八千代市の文化・観光資源の発
掘、普及に努めます。

商工観光課 観光推進室 検討 検討 実施 実施 ○
八千代市観光協会と連携し観
光資源の発掘，普及に努めて
いる。

連携を強め，情報発信等を行
う必要がある。 ○

八千代市観光協会と連携し観
光資源の発掘，普及に努めた
（イベントへの参加等）。

引続き八千代市観光協会等の
団体と連携の上，情報の発信
等に努める。

5 3 ⑵ ③ — —
観光協会や観光農園等、関連事業者等と
連携し、八千代市の文化・観光資源の発
掘、普及に努めます。

農政課 農政班 検討 検討 検討 検討 ○
一部生育不良により中止した
ものを除き収穫体験を実施し
た。

好評により引続き継続した
い。 ○

一部生育不良により中止した
ものを除き収穫体験を実施し
た。

好評により引続き継続した
い。

5 4 ⑴ ① — —
谷津・里山保全、農業体験等グリーン
ツーリズムを通じて、市街地と郊外の
人々の交流促進を図ります。

商工観光課 観光推進室 検討 検討 実施 実施 ○
イチゴ狩り，味覚狩り等の情
報は外部団体へ情報提供し，
交流促進を図った。

その他の情報についても調査
し，情報提供に努める必要が
ある。

○ 農業体験などの情報発信に努
めた。

引続き農政課等と連携の上，
情報の取得，発信に努める。
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に含まれるため，ここでは参考として掲載します。

5 4 ⑴ ① — —
谷津・里山保全、農業体験等グリーン
ツーリズムを通じて、市街地と郊外の
人々の交流促進を図ります。

農政課 農政班 実施 ― ― ― ○
一部生育不良により中止した
ものを除き収穫体験を実施し
た。

好評により引続き継続した
い。 ◎ 予定どおり収穫体験を実施し

た。
好評により引き続き継続した
い。

5 4 ⑴ ① ア 再掲 グリーンツーリズムの推進 商工観光課 観光推進室 検討 検討 実施 実施 ○
イチゴ狩り，味覚狩り等の情
報を外部団体へ情報提供し
た。

その他の情報についても調査
し，情報提供に努める必要が
ある。

○ 農業体験などの情報発信に努
めた。

引続き農政課等と連携の上，
情報の取得，発信に努める。

5 4 ⑴ ① ア 再掲 グリーンツーリズムの推進 農政課 農政班 実施 ― ― ― ○
一部生育不良により中止した
ものを除き収穫体験を実施し
た。

好評により引続き継続した
い。 ◎ 予定どおり収穫体験を実施し

た。
好評により引き続き継続した
い。

5 4 ⑴ ① ア 再掲 グリーンツーリズムの推進 環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
協力 協力 協力 協力 ◎ 里山歩きを開催した。

引き続き，谷津・里山を活用
したイベントを実施する。 ◎ 里山歩きを開催した。

引き続き，谷津・里山を活用
したイベントを実施する。

5 4 ⑴ ② — —

「印旛沼流域かわまちづくり計画」に基
づく水辺の拠点整備を通じて、印旛沼流
域における人々の交流、地域活性化を図
ります。

企画経営課 企画政策班 協議 協議 協議 協議 ○ 水辺拠点を活用した観光推進
に係る協議などを行った。

「印旛沼流域かわまちづくり
計画」が令和４年度をもって
計画期間の最終年度を迎えた
が，引き続き水辺拠点を活用
したソフト事業など、関係部
署及び民間事業者等と協議を
進め地域活性化を図る。

○

ＵＲ都市機構，株式会社みな
も，千葉市，佐倉市，八千代
市の５者で，令和6年2月15日
に連携協定を締結し，東京湾
から印旛沼まで，約30ｋｍに
わたる花見川・新川，印旛沼
一帯を「千葉うみさとライ
ン」と名付け，エリア一体の
新たな魅力を生み出し，発信
していく取組を行うこととし
た。
水辺拠点を活用した観光推進
に係る協議などを行った。

整備された水辺拠点の利活用
について，関係機関や近隣自
治体，庁内関係部署と協議を
進め，人々の交流、地域活性
化を図る必要がある。

5 4 ⑴ ② — —

「印旛沼流域かわまちづくり計画」に基
づく水辺の拠点整備を通じて、印旛沼流
域における人々の交流、地域活性化を図
ります。

商工観光課 観光推進室 検討 検討 実施 実施 ○
印旛沼流域における人々の交
流、地域活性化を図るための
施策を検討するため，新川観
光船実証事業を行った。

今後の事業展開について費用
対効果等を含めて検討する必
要がある。

○
新川での観光船舟運事業の検
討のため近隣自治体と意見交
換を行った。

印旛沼流域における人々の交
流、地域活性化を図るため，
引き続き検討する。

5 4 ⑴ ③ — —
国、県、近隣市町など他の行政機関や活
動団体などとの連携により、広範な環境
情報を収集します。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
情報収集 情報収集 情報収集 情報収集 ◎

国・県から提供される情報
や，市内の環境団体との意見
交換の場でもたらされる情報
などにより広範な環境情報を
収集した。

国・県から提供される情報
や，市内の環境団体との意見
交換の場でもたらされる情報
などにより引き続き広範な環
境情報の収集に努める。

◎
国・県から提供される情報
や，市内の環境団体との意見
交換の場でもたらされる情報
などにより広範な環境情報を
収集した。

国・県から提供される情報
や，市内の環境団体との意見
交換の場でもたらされる情報
などにより引き続き広範な環
境情報の収集に努める。

5 4 ⑴ ③ ア — 近隣自治体との情報交換 環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
情報交換 情報交換 情報交換 情報交換 ◎

習志野市と定期的に行ってい
る会議である習八会議におい
て近隣自治体との情報交換を
行った。

習志野市と定期的に行ってい
る会議である習八会議を引き
続き行い近隣自治体との情報
交換に努める。

◎
習志野市と定期的に行ってい
る会議である習八会議におい
て近隣自治体との情報交換を
行った。

習志野市と定期的に行ってい
る会議である習八会議を引き
続き行い近隣自治体との情報
交換に努める。

5 4 ⑴ ④ — —
印旛沼流域保全など環境政策に関する協
議会の参加等を通じて、近隣自治体との
連携・協力を図ります。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
連携・協

力
連携・協

力
連携・協

力
連携・協

力 ○
一部の協議会に参加し、近隣
自治体との連携・協力を図っ
た。

協議会参加の機会に積極的に
参加し、近隣自治体との連
携・協力を図る。

× 協議会参加の機会がなかっ
た。

協議会参加の機会に積極的に
参加し、近隣自治体との連
携・協力を図る。

5 4 ⑵ ① — —
多文化交流センターにおいて、外国人居
住者に対する環境情報提供、相談対応を
継続して行います。

シティプロモー
ション課

国際班 実施 実施 実施 実施 ◎

多文化交流センターにおい
て，粗大ごみの出し方やごみ
の分別について情報を提供し
た。また，随時，生活に関わ
る相談を受け付け，対応して
いる。

通訳できる言語が限られ，ま
た立地条件から，利用者が固
定化されている。

◎
昨年度までの実績に加え，テ
レビ電話等通訳サービスでよ
り多くの言語での通訳が可能
となった。

引き続き情報の提供や相談へ
の対応を実施していく。

プ 1 1) ① — 再掲
住宅用省エネルギー設備等設置補助制度
を通じて、太陽光発電設備などの再生可
能エネルギー設備導入を促進します。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ○

再生可能エネルギー設備を設
置する方に対して，住宅用設
備等脱炭素化促進事業補助金
の交付事業を実施した。

引続き住宅用設備等の導入に
対する補助事業を実施する。 ○

再生可能エネルギー設備を設
置する方に対して，住宅用設
備等脱炭素化促進事業補助金
の交付事業を実施した。

引続き住宅用設備等の導入に
対する補助事業を実施する。

令和5年度をもって太陽熱利用システム
への補助が終了したため，令和6年3月作
成の改訂版より施策内容の修正を行っ
た。

プ 1 1) ② — 再掲
相談対応や情報提供を行うことにより、
民間事業者が市内で計画を検討している
太陽光発電、熱利用施設を推進します。

商工観光課 商工班 周知協力 周知協力 周知協力 周知協力 ×
国や県等から当課に当該事業
に関する支援等が示されてい
なかったため。

必要に応じ周知協力等を図
る。 ×

国や県等から当課に当該事業
に関する支援等が示されてい
なかったため。

必要に応じ周知協力等を図
る。

プ 1 1) ② — 再掲
相談対応や情報提供を行うことにより、
民間事業者が市内で計画を検討している
太陽光発電、熱利用施設を推進します。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
相談対応 相談対応 相談対応 相談対応 ○

民間事業者から提案を持ちか
けられた太陽光パネルに関す
る屋根貸し事業について導入
の是非を検討した。

民間事業者寄せられる太陽光
発電事業の提案等について相
談対応を行う。

○
民間事業者が市内で計画を検
討している太陽光発電設備に
ついて相談対応を実施した。

民間事業者から寄せられる太
陽光発電事業の提案等につい
て相談対応を行う。

プ 1 1) ③ — 再掲

八千代市中小企業資金融資制度における
環境経営応援資金などを通じて、事業者
による再生可能エネルギー・省エネル
ギー設備導入を促進し、化石燃料の消費
の抑制を図ります。

商工観光課 商工班 周知協力 周知協力 周知協力 周知協力 ×
環境経営応援資金により市内
金融機関からの借り入れを支
援する体制を整え，周知もし
ているが，企業からの相談は
なかった。

必要に応じ周知協力等を図
る。 ×

環境経営応援資金により市内
金融機関からの借り入れを支
援する体制を整え，周知もし
ているが，企業からの相談は
なかった。

必要に応じ周知協力等を図
る。

プ 1 1) ④ — 再掲
災害対策・防災拠点の整備を推進しま
す。また、防災拠点への太陽光発電設備
等の導入に努めます。

危機管理課 防災対策班 実施 実施 実施 実施 × 防災拠点管理者との調整が行
えなかったため。

防災拠点管理者との調整・検
討を行う。 × 防災拠点管理者との調整が行

えなかったため。
防災拠点管理者との調整・検
討を行う。

プ 1 2) ① — 再掲
廃食用油の収集及び再生利用（燃料化）
を継続します。

クリーン推進課 ごみ減量推進班 実施 実施 実施 実施 ◎ 廃食用油の収集及び再生利用
（燃料化）を継続した。

引き続き廃食用油の収集及び
再生利用（燃料化）を継続す
る。

◎ 廃食用油の収集及び再生利用
（燃料化）を継続した。

引き続き廃食用油の収集及び
再生利用（燃料化）を継続す
る。

プ 1 2) ① — 再掲
廃食用油の収集及び再生利用（燃料化）
を継続します。

清掃センター 業務管理班 実施 実施 実施 実施 ◎ 廃食用油の収集及び再生利用
（燃料化）を継続した。

引き続き廃食用油の収集及び
再生利用（燃料化）を継続す
る。

◎ 廃食用油の収集及び再生利用
（燃料化）を継続した。

引き続き廃食用油の収集及び
再生利用（燃料化）を継続す
る。

プ 1 3) ① — 再掲

建築物の省エネルギー消費性能の向上に
関する法律など脱炭素型建築物の促進に
関連する法令に基づいた認定や届出制度
を通じて建築物の省エネ性能の向上を図
ります。

建築指導課 建築審査班 実施 実施 実施 実施 ◎
認定や届出制度を通して建築
物の省エネ性能の向上を図っ
た。

今年度に関連する法令の改正
があることから，改正内容の
情報収集を図るとともに，周
知を図る。

◎
認定や届出制度を通して建築
物の省エネ性能の向上を図っ
た。

今年度に関連する法令の改正
があることから，改正内容の
情報収集を図るとともに，周
知を図る。

プ 1 3) ② — 再掲

建物の断熱性向上、エネルギー削減に資
する屋上・壁面緑化等、市街地の住宅、
事業所等における建物緑化を推進しま
す。

公園緑地課 緑化推進班 要綱改正 実施 実施 実施 ◎ 法務課と協議のうえ指導要綱
の改正を行った。

要綱改正後の屋上・壁面緑化
における個別での推進方向に
ついては検討を要する。

◎
改正された指導要綱に基づ
き、開発や建築行為を行う者
と緑化協定を締結している。

要綱改正後の屋上・壁面緑化
における個別での推進方向に
ついては検討を要する。

プ 1 4) ① — 再掲
道路・新川沿岸などのオープンスペース
や公共施設の緑化を推進します。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
情報提供 情報提供 情報提供 情報提供 ○

新庁舎の整備にあたって屋上
緑化等取り入れるように働き
かけを行った。

引き続き公共施設の緑化等に
向けて情報提供し働きかけ
る。

○
新庁舎の整備にあたって屋上
緑化等取り入れるように働き
かけを行った。

引き続き公共施設の緑化等に
向けて情報提供し働きかけ
る。
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担当課 班・室 R4 R5 R6 R7 評価 評価の理由・原因 今後の改善点や検討事項等 備考 評価 評価の理由・原因 今後の改善点や検討事項等
事業番号 再掲 施策内容 備考

↓評価…◎：実施した／〇：一部実施した／×：実施しなかった

担当 各年度の事業計画 R4年度実施結果 R5年度実施結果

R6・R7年度は，改訂後の前期アクションプランの計画期間

に含まれるため，ここでは参考として掲載します。

プ 1 4) ② — 再掲
「印旛沼流域かわまちづくり計画」に基
づき、新川の水辺の賑わいを創出する水
辺の拠点整備を進めます。

企画経営課 企画政策班 協議 ― ― ― ◎
計画に位置付けている八千代
橋水辺拠点の護岸整備に向け
た協議などを行った。

「印旛沼流域かわまちづくり
計画」が令和４年度をもって
計画期間の最終年度を迎えた
ため，関係機関及び関係部署
と調整のうえ，次期計画の策
定とともに施策の更なる推進
を図る。

◎

八千代市・千葉市・佐倉市の
３市が推進主体となり，河川
管理者である千葉県との連携
のもと，「印旛沼・印旛放水
路かわまちづくり計画」が国
土交通省に登録された。

関係機関及び庁内関係部署と
協力し，県立八千代広域公園
周辺水辺拠点の整備に向けて
協議を行う。

プ 1 4) ② — 再掲
「印旛沼流域かわまちづくり計画」に基
づき、新川の水辺の賑わいを創出する水
辺の拠点整備を進めます。

公園緑地課 公園緑地班 ― 工事 ― ― × 工事実施時期の変更による 令和5年度の工事実施 ◎ 道の駅周辺における水辺の拠
点整備を行った。

整備後の施設維持管理につい
ては農政課にて行うことと
なった。

プ 1 4) ③ — 再掲

「印旛沼流域かわまちづくり計画」に基
づく水辺の拠点整備を通じて、印旛沼流
域における人々の交流、地域活性化を図
ります。

企画経営課 企画政策班 協議 協議 協議 協議 ○ 水辺拠点を活用した観光推進
に係る協議などを行った。

「印旛沼流域かわまちづくり
計画」が令和４年度をもって
計画期間の最終年度を迎えた
が，引き続き水辺拠点を活用
したソフト事業など、関係部
署及び民間事業者等と協議を
進め地域活性化を図る。

○

ＵＲ都市機構，株式会社みな
も，千葉市，佐倉市，八千代
市の５者で，令和6年2月15日
に連携協定を締結し，東京湾
から印旛沼まで，約30ｋｍに
わたる花見川・新川，印旛沼
一帯を「千葉うみさとライ
ン」と名付け，エリア一体の
新たな魅力を生み出し，発信
していく取組を行うこととし
た。
水辺拠点を活用した観光推進
に係る協議などを行った。

整備された水辺拠点の利活用
について，関係機関や近隣自
治体，庁内関係部署と協議を
進め，人々の交流、地域活性
化を図る必要がある。

プ 1 4) ③ — 再掲

「印旛沼流域かわまちづくり計画」に基
づく水辺の拠点整備を通じて、印旛沼流
域における人々の交流、地域活性化を図
ります。

商工観光課 観光推進室 検討 検討 実施 実施 ○
印旛沼流域における人々の交
流、地域活性化を図るための
施策を検討するため，新川観
光船実証事業を行った。

今後の事業展開について費用
対効果等を含めて検討する必
要がある。

○
新川での観光船舟運事業の検
討のため近隣自治体と意見交
換を行った。

印旛沼流域における人々の交
流、地域活性化を図るため，
引き続き検討する。

プ 1 4) ④ — 再掲
歩道や自転車道の整備を検討するなど、
歩きやすいまちづくりを推進します。

土木建設課 建設街路班 工事 工事 委託 ― ○
都市計画道路の道路築造工事
の中で歩道の整備を進めてい
る。

関係各所との調整を行い，早
期の整備を目指す。 ◎

事業認可を受け整備を進めて
いる都市計画道路3・4・1号
新木戸上高野原線のうち「西
八千代工区」が令和5年度末
に開通し，両側歩道が整備さ
れたことで良好な歩行空間の
確保が図られた。

今後も現在事業認可を受けて
いる他の路線についても整備
を進め早期の開通を目指す。

プ 1 4) ④ — 再掲
歩道や自転車道の整備を検討するなど、
歩きやすいまちづくりを推進します。

土木維持課 交通安全施設班 実施 実施 実施 実施 ◎ 歩道整備工事を行い，歩きや
すいまちづくりを推進した。

歩きやすいまちづくりの推進
を円滑に行えるように予算確
保に努める。

◎ 歩道整備工事を行い，歩きや
すいまちづくりを推進した。

歩きやすいまちづくりの推進
を円滑に行えるように予算確
保に努める。

プ 1 4) ⑤ — 再掲

適正な水循環の確保を図るため、市街地
等における緑化の推進、雨水の地下浸透
を進める透水性舗装や雨水浸透ますの設
置など、雨水流出抑制対策を推進しま
す。

土木建設課 河川班 実施 実施 実施 実施 ○
開発行為等で雨水浸透貯留槽
の指導，浸透桝等の設置協力
依頼を行っている。

開発行為にあたらない場合，
法的根拠がないことから雨水
浸透貯留槽や浸透桝について
は協力依頼にとどまってしま
い，八千代市では補助金等も
ないことから設置しない場合
も多い。

○
開発行為等で雨水浸透貯留槽
の指導，浸透桝等の設置協力
依頼を行っている。

開発行為にあたらない場合，
法的根拠がないことから浸透
桝等については設置の協力依
頼をしている。今後も引き続
き実施していく。

プ 1 4) ⑤ — 再掲

適正な水循環の確保を図るため、市街地
等における緑化の推進、雨水の地下浸透
を進める透水性舗装や雨水浸透ますの設
置など、雨水流出抑制対策を推進しま
す。

下水道課 計画班 実施 実施 実施 実施 ◎
開発事業においては雨水浸透
施設の設置指導を行い，建築
時においては雨水浸透ますを
設置することについて協力を
お願いした。

特に無し ◎
開発事業においては雨水浸透
施設の設置指導を行い，建築
時においては雨水浸透ますを
設置することについて協力を
お願いした。

特に無し

プ 2 1) ① — 再掲

千葉県等で指定している希少種など保護
を要する動植物の生息状況を定期的に調
査し、動植物の保全・管理対策を推進し
ます。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ◎ 島田谷津に自生するヤマトミ

クリの生息調査を実施した。
今後も希少種の調査・保全を
推進する。 ◎ 島田谷津に自生するヤマトミ

クリの生息調査を実施した。
今後も希少種の調査・保全を
推進する。

プ 2 1) ① ア 再掲
希少動植物の生息・生育環境が確認され
ている場所についての保全

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ◎ 島田谷津に自生するヤマトミ

クリの生息調査を実施した。
今後も希少種の調査・保全を
推進する。 ◎ 島田谷津に自生するヤマトミ

クリの生息調査を実施した。
今後も希少種の調査・保全を
推進する。

プ 2 1) ② — 再掲
動植物とふれあう自然空間を守るため、
ほたるの里をはじめとする拠点整備・管
理を継続します。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ◎

八千代市ほたるの里づくり実
行委員会と協働でほたるの里
の維持管理を実施した。

引き続き，八千代市ほたるの
里づくり実行委員会と協働で
ほたるの里の維持管理を実施
する。

◎
八千代市ほたるの里づくり実
行委員会と協働でほたるの里
の維持管理を実施した。

引き続き，八千代市ほたるの
里づくり実行委員会と協働で
ほたるの里の維持管理を実施
する。

プ 2 2) ① — 再掲

地域団体、ＮＰＯあるいは事業者など、
多様な組織または個人の参加を求め、谷
津・里山の保全を図ります。また、谷
津・里山の保全活動をしている団体を支
援します。

農政課 振興整備班 協力 協力 協力 協力 ○
環境政策室の主催する里山楽
校に講師として協力し間接的
に谷津・里山保全活動団体を
支援した。

引き続き環境政策室の主催す
る里山楽校に講師として協力
し間接的に谷津・里山保全活
動団体を支援する。

○
環境政策室の主催する里山楽
校に講師として協力し間接的
に谷津・里山保全活動団体を
支援した。

引き続き環境政策室の主催す
る里山楽校に講師として協力
し間接的に谷津・里山保全活
動団体を支援する。

プ 2 2) ① — 再掲

地域団体、ＮＰＯあるいは事業者など、
多様な組織または個人の参加を求め、谷
津・里山の保全を図ります。また、谷
津・里山の保全活動をしている団体を支
援します。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ◎

里山団体の活動推進及び里山
整備人材育成を通じて，目的
を達成した。

引き続き里山活動団体の支援
の他，里山整備人材育成を実
施する。

◎
里山団体の活動推進及び里山
整備人材育成を通じて，目的
を達成した。

引き続き里山活動団体の支援
の他，里山整備人材育成を実
施する。

プ 2 2) ① ア 再掲
市民参加の竹林対策の実施・里山楽校等
の実施

農政課 振興整備班 協力 協力 協力 協力 ◎ 講師を派遣した。 引続き講師派遣に協力する。 ◎ 講師を派遣した。 引続き講師派遣に協力する。

プ 2 2) ① ア 再掲
市民参加の竹林対策の実施・里山楽校等
の実施

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ◎

里山団体の活動推進及び里山
整備人材育成を通じて，目的
を達成した。

引き続き里山活動団体の支援
の他，里山整備人材育成を実
施する。

◎
里山団体の活動推進及び里山
整備人材育成を通じて，目的
を達成した。

引き続き里山活動団体の支援
の他，里山整備人材育成を実
施する。

プ 2 2) ① イ 再掲 固定資産税に対する減免措置の検討 資産税課 課税班
調査研
究・協議

調査研
究・協議

方針決定 ― ○

谷津・里山保全活動の実施主
体及び実施内容から照らし
て，公益性・公共性を客観的
に判断できるか否か環境保全
課と協議を行い，減免措置の
可能性を検討した。

他市で減免措置を行っている
事例があれば，それを参考と
しながら引き続き環境保全課
と協議を図る。

○

谷津・里山保全活動の実施主
体及び実施内容から照らし
て，公益性・公共性を客観的
に判断できるか否か環境保全
課と協議を行い，引き続き減
免措置の可能性を検討した。

市独自で里山保全に係る減免
措置を実施している事例がな
く，具体的な検討には至って
いないが，今後も環境政策課
と情報共有を図りつつ減免措
置の実施について協議してい
きたい。

プ 2 2) ① イ 再掲 固定資産税に対する減免措置の検討 環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
調査研
究・協議

調査研
究・協議

方針決定 ― ○ 資産税課と制度の実現性につ
いて協議した。

環境を巡る情勢の変化を踏ま
えつつ，減免措置の在り方に
ついて考える。

○ 資産税課と制度の実現性につ
いて協議した。

環境を巡る情勢の変化を踏ま
えつつ，減免措置の在り方に
ついて考える。
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令和６年度「八千代市第３次環境保全計画前期アクションプラン」に関する調査結果 調査票１

担当課 班・室 R4 R5 R6 R7 評価 評価の理由・原因 今後の改善点や検討事項等 備考 評価 評価の理由・原因 今後の改善点や検討事項等
事業番号 再掲 施策内容 備考

↓評価…◎：実施した／〇：一部実施した／×：実施しなかった

担当 各年度の事業計画 R4年度実施結果 R5年度実施結果

R6・R7年度は，改訂後の前期アクションプランの計画期間

に含まれるため，ここでは参考として掲載します。

プ 2 2) ① ウ 再掲 森林環境譲与税の活用検討 農政課 振興整備班 検討 検討 検討 検討 ○ 検討した。 引き続き検討していく。 ○ 検討した。 引き続き検討していく。

プ 2 2) ① エ 再掲
地権者と市民が交流しながらの保全活動
の推進

農政課 振興整備班 協力 協力 協力 協力 ○ 里山学校において課内から講
師を派遣した。

引き続き実施予定。 ○ 里山学校において課内から講
師を派遣した。

引き続き実施予定。

プ 2 2) ① エ 再掲
地権者と市民が交流しながらの保全活動
の推進

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ◎ 里山団体の活動推進を通じ

て，目的を達成した。
引き続き里山活動団体の支援
を実施する。 ◎ 里山団体の活動推進を通じ

て，目的を達成した。
引き続き里山活動団体の支援
を実施する。

プ 2 2) ② — 再掲

環境保全活動に携わっているＮＰＯや
様々な市民団体を支援します。若い世代
を中心として、地域の環境保全に率先し
て取り組む人材・リーダーの育成に努め
ます。

コミュニティ推
進課

コミュニティ班 検討 検討 検討 検討 ○
環境保全活動に携わっている
ＮＰＯや市民活動団体を支援
したため。

引き続き環境保全活動に携
わっているＮＰＯや市民活動
団体を支援していくよう努め
る。

◎

環境保全活動に携わっている
市民活動団体を支援したた
め。
また，市民活動団体等向けに
講座を開催した推進センター
に補助金を交付したため。

引き続き環境保全活動に携
わっている市民活動団体等を
支援していくよう努める。

プ 2 2) ② — 再掲

環境保全活動に携わっているＮＰＯや
様々な市民団体を支援します。若い世代
を中心として、地域の環境保全に率先し
て取り組む人材・リーダーの育成に努め
ます。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ◎ 里山楽校を開催し，人材・

リーダーの育成に努めた。

引き続き，里山楽校等を開催
し人材・リーダーの育成に努
める。

◎ 里山楽校を開催し，人材・
リーダーの育成に努めた。

引き続き，里山楽校等を開催
し人材・リーダーの育成に努
める。

プ 2 2) ② ア 再掲
谷津・里山の整備、活動のリーダーの育
成（里山楽校の開催）

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ◎ 里山楽校を開催し，人材・

リーダーの育成に努めた。

引き続き，里山楽校等を開催
し人材・リーダーの育成に努
める。

◎ 里山楽校を開催し，人材・
リーダーの育成に努めた。

引き続き，里山楽校等を開催
し人材・リーダーの育成に努
める。

プ 2 2) ③ — 再掲
市内外企業のCSR活動を誘致・推進する
ため、情報提供を行います。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
情報提供 情報提供 情報提供 情報提供 × 該当する機会が無かった。

該当する事業の実施に際して
は，協力する。 × 該当する機会が無かった。

該当する事業の実施に際して
は，協力する。

プ 2 2) ③ ア 再掲
市内外企業のCSR活動の誘致、市民と企
業の協働活動のサポート（情報提供や交
流の場の提供）

コミュニティ推
進課

コミュニティ班 検討 検討 検討 検討 ○
民間企業からコミュニティス
ペースの提供等について打診
があり，情報交換を行ったた
め。

今後も検討していく。 ×
民間企業からコミュニティス
ペースの提供等の打診が当課
にはなかったため。

今後も検討していく。

プ 2 2) ③ ア 再掲
市内外企業のCSR活動の誘致、市民と企
業の協働活動のサポート（情報提供や交
流の場の提供）

商工観光課 商工班 周知協力 周知協力 周知協力 周知協力 ×
当課として介入できるのは紹
介程度との認識であったた
め。

必要に応じ周知協力等を図
る。 ×

当課として介入できるのは紹
介程度との認識であったた
め。

必要に応じ周知協力等を図
る。

プ 2 2) ③ ア 再掲
市内外企業のCSR活動の誘致、市民と企
業の協働活動のサポート（情報提供や交
流の場の提供）

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ○ ほたるの里の環境整備で協働

の機会があった。
該当する事業の実施に際して
は，協力する。 ○ ほたるの里の環境整備で協働

の機会があった。
該当する事業の実施に際して
は，協力する。

プ 2 3) ① — 再掲

市民団体と連携して、里山学習会をはじ
めとする各種イベントを開催し、谷津・
里山の持つ多様な機能や価値を市内外に
向けて情報発信するとともに、人々の交
流、地域間連携を促進します。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ◎

里山団体の活動推進及び里山
整備人材育成を通じて，目的
を達成した。

引き続き里山活動団体の支援
の他，里山整備人材育成を実
施する。

◎
里山団体の活動推進及び里山
整備人材育成を通じて，目的
を達成した。

引き続き里山活動団体の支援
の他，里山整備人材育成を実
施する。

プ 2 3) ① ア 再掲
里山における四季折々の自然の変化等の
情報発信

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
情報提供 情報提供 情報提供 情報提供 × 里山の四季にまつわる情報発

信の実施には至らなかった。

里山活動団体等と協力し，里
山の自然環境の魅力の発信に
努める。

× 里山の四季にまつわる情報発
信の実施には至らなかった。

里山活動団体等と協力し，里
山の自然環境の魅力の発信に
努める。

プ 2 3) ① イ 再掲
里山学習会等での団体同士の交流の場の
設定

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ○ 里山楽校において各団体の活

動報告の場を設けた。
意見交換など，より有機的な
交流の場を設ける。 ○ 里山楽校において各団体の活

動報告の場を設けた。
意見交換など，より有機的な
交流の場を設ける。

プ 2 3) ② — 再掲
谷津・里山の散策等を通じて、心身の健
康づくりや市の歴史・文化に触れる機会
を提供します。

健康づくり課 健康増進班 検討 検討 実施 実施 ×
本事業の実施について環境保
全課と協議の機会を持つこと
が出来なかったため。

事業実施に向け，環境保全課
との協議及び内容の検討が必
要。

◎ 屋外を会場とした体操教室を
実施したため。

特になし

プ 2 3) ② — 再掲
谷津・里山の散策等を通じて、心身の健
康づくりや市の歴史・文化に触れる機会
を提供します。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ◎ 里山歩きを開催した。

引き続き，谷津・里山を活用
したイベントを実施する。 ◎ 里山歩きを開催した。

引き続き，谷津・里山を活用
したイベントを実施する。

プ 2 3) ② — 再掲
谷津・里山の散策等を通じて、心身の健
康づくりや市の歴史・文化に触れる機会
を提供します。

文化・スポーツ
課

文化財班 協力 協力 協力 協力 ◎
環境政策室主催の「里山歩
き」に講師として参加し，里
山の散策を通じた文化財の普
及を行った。

特に無し ◎
環境政策室主催の「里山歩
き」に講師として参加し，里
山の散策を通じた文化財の普
及を行った。

特に無し

プ 2 3) ② — 再掲
谷津・里山の散策等を通じて、心身の健
康づくりや市の歴史・文化に触れる機会
を提供します。

郷土博物館 ― 実施 実施 実施 実施 ◎ 自然観察会，文化財散歩，植
物標本作り講座を行った。

特に無し ◎ 自然観察会，文化財散歩，植
物標本作り講座を行った。

特に無し

プ 2 3) ② ア 再掲
里山歩き等、心身の健康を増進する活動
の推進

健康づくり課 健康増進班 検討 検討 実施 実施 ◎ 屋外を会場とした体操教室を
実施したため。

特になし ◎ 屋外を会場とした体操教室を
実施したため。

特になし

プ 2 3) ② ア 再掲
里山歩き等、心身の健康を増進する活動
の推進

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ◎ 里山歩きを開催した。

引き続き，谷津・里山を活用
したイベントを実施する。 ◎ 里山歩きを開催した。

引き続き，谷津・里山を活用
したイベントを実施する。

プ 2 3) ② イ 再掲 谷津・里山の文化、歴史等の紹介 環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ◎ 里山歩きを開催した。

引き続き，谷津・里山を活用
したイベントを実施する。 ◎ 里山歩きを開催した。

引き続き，谷津・里山を活用
したイベントを実施する。

プ 2 3) ② イ 再掲 谷津・里山の文化、歴史等の紹介
文化・スポーツ

課
文化財班 協力 協力 協力 協力 ◎

環境政策室主催の「里山楽
校」に講師として参加し，里
山の歴史について普及活動を
行った。

特に無し ◎
環境政策室主催の「里山楽
校」に講師として参加し，里
山の歴史について普及活動を
行った。

特に無し

プ 2 3) ② イ 再掲 谷津・里山の文化、歴史等の紹介 郷土博物館 ― 実施 実施 実施 実施 ◎
自然・文化財11選の定期的な
展示，ホームページでの公
開，ミニ展示において自然関
係の展示を行った。

特に無し ◎
自然・文化財11選の定期的な
展示，ホームページでの公
開，ミニ展示において自然関
係の展示を行った。

特に無し

プ 2 3) ③ — 再掲
教育機関等と連携し、学校の授業や課外
活動の場として、谷津・里山の利用を推
進します。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
推進 推進 推進 推進 ○

里山活動団体が地元の小中学
生を対象とした環境学習を実
施した。

谷津・里山を中心とした自然
環境を活用し，環境教育・学
習を推進する。

○
里山活動団体が地元の小中学
生を対象とした環境学習を実
施した。

谷津・里山を中心とした自然
環境を活用し，環境教育・学
習を推進する。

プ 2 3) ③ — 再掲
教育機関等と連携し、学校の授業や課外
活動の場として、谷津・里山の利用を推
進します。

指導課 学力向上班 実施 実施 実施 実施 ◎
令和４年度は，６回の利用が
あった。小中学校においては
計画的に利用しようとしてい
る。

令和５年度は，引き続き継続
していく予定である。 ○

令和５年度は，睦地区におい
て利用があった。小中学校に
おいては計画的に利用しよう
としている。

令和６年度は，引き続き継続
していく予定である。

プ 2 3) ③ ア 再掲
学校で行われる環境学習への市職員等の
講師派遣

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 × 該当する機会が無かった。

該当する事業の実施に際して
は，協力する。 × 該当する機会が無かった。

該当する事業の実施に際して
は，協力する。

プ 2 3) ③ ア 再掲
学校で行われる環境学習への市職員等の
講師派遣

指導課 学力向上班 検討 検討 検討 検討 × 郷土博物館の活用や職員によ
る出前授業は実施した。

環境保全課よりマニュアル作
成の依頼があれば，サポート
を検討する。また，教育現場
での活用等も検討する。

× 郷土博物館の活用や職員によ
る出前授業は実施した。

講師派遣等の依頼があれば，
サポートを検討する。また，
教育現場での活用等も検討す
る。

プ 2 3) ③ イ 再掲
環境部門が作成する谷津・里山環境学習
資料の学校における活用

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
相談対応 相談対応 相談対応 相談対応 × 該当する機会が無かった。

該当する事業の実施に際して
は，協力する。 × 該当する機会が無かった。

該当する事業の実施に際して
は，協力する。
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令和６年度「八千代市第３次環境保全計画前期アクションプラン」に関する調査結果 調査票１

担当課 班・室 R4 R5 R6 R7 評価 評価の理由・原因 今後の改善点や検討事項等 備考 評価 評価の理由・原因 今後の改善点や検討事項等
事業番号 再掲 施策内容 備考

↓評価…◎：実施した／〇：一部実施した／×：実施しなかった

担当 各年度の事業計画 R4年度実施結果 R5年度実施結果

R6・R7年度は，改訂後の前期アクションプランの計画期間

に含まれるため，ここでは参考として掲載します。

プ 2 3) ③ イ 再掲
環境部門が作成する谷津・里山環境学習
資料の学校における活用

指導課 学力向上班 検討 検討 検討 検討 ○
里山体験活動の際は，環境学
習の資料を活用することがで
きた。

環境学習の資料を普段の授業
で効果的に活用できるよう，
推進していく。

○
里山体験活動の際は，環境学
習の資料を活用することがで
きた。

環境学習の資料を普段の授業
で効果的に活用できるよう，
推進していく。

プ 2 3) ③ ウ 再掲
授業や課外活動での谷津・里山の活用
（自然観察や歴史・文化面の学習、保全
の意識啓発等）

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
相談対応 相談対応 相談対応 相談対応 ○

里山活動団体が地元の小中学
生を対象とした環境学習を実
施した。

谷津・里山を中心とした自然
環境を活用し，環境教育・学
習を推進する。

○
里山活動団体が地元の小中学
生を対象とした環境学習を実
施した。

谷津・里山を中心とした自然
環境を活用し，環境教育・学
習を推進する。

プ 2 3) ③ ウ 再掲
授業や課外活動での谷津・里山の活用
（自然観察や歴史・文化面の学習、保全
の意識啓発等）

指導課 学力向上班 実施 実施 実施 実施 ◎
「里山むつみ隊」による里山
体験学習を行うことができ
た。

今後，更に地域とのつながり
をもった環境学習を推進して
いく。

○
「里山むつみ隊」による里山
体験学習を行うことができ
た。

今後，更に地域とのつながり
をもった環境学習を推進して
いく。

プ 2 4) ① — 再掲
谷津・里山保全、農業体験等グリーン
ツーリズムを通じて、市街地と郊外の
人々の交流促進を図ります。

商工観光課 観光推進室 検討 検討 実施 実施 ○
イチゴ狩り，味覚狩り等の情
報は外部団体へ情報提供し，
交流促進を図った。

その他の情報についても調査
し，情報提供に努める必要が
ある。

○ 農業体験などの情報発信に努
めた。

引続き農政課等と連携の上，
情報の取得，発信に努める。

プ 2 4) ① — 再掲
谷津・里山保全、農業体験等グリーン
ツーリズムを通じて、市街地と郊外の
人々の交流促進を図ります。

農政課 農政班 実施 ― ― ― ○
一部生育不良により中止した
ものを除き収穫体験を実施し
た。

好評により引続き継続した
い。 ◎ 予定どおり収穫体験を実施し

た。
好評により引き続き継続した
い。

プ 2 4) ① ア 再掲 グリーンツーリズムの推進 商工観光課 観光推進室 検討 検討 実施 実施 ○
イチゴ狩り，味覚狩り等の情
報を外部団体へ情報提供し
た。

その他の情報についても調査
し，情報提供に努める必要が
ある。

○ 農業体験などの情報発信に努
めた。

引続き農政課等と連携の上，
情報の取得，発信に努める。

プ 2 4) ① ア 再掲 グリーンツーリズムの推進 農政課 農政班 実施 ― ― ― ○
一部生育不良により中止した
ものを除き収穫体験を実施し
た。

好評により引続き継続した
い。 ◎ 予定どおり収穫体験を実施し

た。
好評により引き続き継続した
い。

プ 2 4) ① ア 再掲 グリーンツーリズムの推進 環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
協力 協力 協力 協力 ◎ 里山歩きを開催した。

引き続き，谷津・里山を活用
したイベントを実施する。 ◎ 里山歩きを開催した。

引き続き，谷津・里山を活用
したイベントを実施する。

プ 3 1) ① — 再掲
自然環境情報を定期的に調査・記録し、
調査結果を生物多様性の重要性を学ぶた
めの環境学習教材として活用します。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ○ 島田谷津に自生するヤマトミ

クリの生息調査を実施した。
調査結果の活用方法について
は，関係機関と検討する。 ○ 島田谷津に自生するヤマトミ

クリの生息調査を実施した。
調査結果の活用方法について
は，関係機関と検討する。

プ 3 1) ① ア 再掲
市内の谷津・里山を紹介する谷津・里山
マップ等の作成・活用の検討

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室

作成に
関する
検討

活用

作成に
関する
方針決定

活用

活用 活用 ◎
既存の谷津・里山マップにつ
いて配架やホームページでの
公開により活用している。

活用方法の新規開拓を念頭に
置いた谷津・里山マップの更
新を検討する。

◎
既存の谷津・里山マップにつ
いて配架やホームページでの
公開により活用している。

活用方法の新規開拓を念頭に
置いた谷津・里山マップの更
新を検討する。

プ 3 1) ① ア 再掲
市内の谷津・里山を紹介する谷津・里山
マップ等の作成・活用の検討

公民館 阿蘇公民館 実施 実施 実施 実施 ◎ 資料を作成し配布をしたが，
例年通りの資料であった。

直接歩いて体験することがメ
インなので例年通りでよいと
思う。

◎ 主催講座「夜の自然探検」で
資料を作成し配付。

内容の充実を図る。

プ 3 1) ① ア 再掲
市内の谷津・里山を紹介する谷津・里山
マップ等の作成・活用の検討

公民館 高津公民館 検討 検討 検討 検討 ×
参加者が多い居住地区の高津
地区に谷津・里山が消滅して
いるため。

過去の主催講座で市内北西部
地区の里山と自然の座学を実
施。今後の講座で検討する。

×
参加者が多い居住地区の高津
地区に谷津・里山が消滅して
いることもあり実施しなかっ
た。

過去の主催講座で市内北西部
地区の里山と自然の座学を実
施。今後の講座で検討する。

プ 3 1) ① ア 再掲
市内の谷津・里山を紹介する谷津・里山
マップ等の作成・活用の検討

公民館 勝田台公民館 ― 検討 検討 検討 ー ― ―
※令和４年度計画無しにつき
実施結果無し ×

市内の谷津・里山マップ等の
作成・活用する講座を実施し
なかった。

谷津・里山マップ等を活用す
る講座内容を検討する。

プ 3 1) ① ア 再掲
市内の谷津・里山を紹介する谷津・里山
マップ等の作成・活用の検討

公民館 村上公民館 検討 検討 検討 検討 × 谷津・里山マップ等の作成・
活用は未実施。

今後は利用者が活用できる
ものを検討したい。 × 谷津・里山マップ等の作成・

活用は未実施。
地域の利用者が活用できる
ものを検討したい。

プ 3 1) ① ア 再掲
市内の谷津・里山を紹介する谷津・里山
マップ等の作成・活用の検討

公民館 大和田公民館 実施 検討 検討 検討 ◎
八千代市の谷津・里山につい
て学ぶ「やちよの自然」の講
座資料として、マップを活
用。

コロナ禍により募集人数を制
限して実施したが，今後の状
況によっては、募集人数を増
やしたい。

◎
八千代市の谷津・里山につい
て学ぶ「やちよの自然」の講
座資料として、マップを活
用。

引き続き資料として活用した
い。

プ 3 1) ① ア 再掲
市内の谷津・里山を紹介する谷津・里山
マップ等の作成・活用の検討

公民館 八千代台公民館 ― 検討 検討 検討 ー ― ―
※令和４年度計画無しにつき
実施結果無し ×

市内の谷津・里山マップ等の
作成・活用する講座を実施し
なかった。

谷津・里山マップ等を活用す
る講座内容を検討する。

プ 3 1) ① ア 再掲
市内の谷津・里山を紹介する谷津・里山
マップ等の作成・活用の検討

公民館
八千代台東南公

民館
検討 検討 検討 検討 ×

市内の谷津・里山マップ等の
作成・活用する講座を実施し
なかった。

谷津・里山マップ等を活用す
る講座内容を検討する。 ×

市内の谷津・里山マップ等の
作成・活用する講座を実施し
なかった。

谷津・里山マップを活用でき
る講座を検討する

プ 3 1) ① ア 再掲
市内の谷津・里山を紹介する谷津・里山
マップ等の作成・活用の検討

公民館 睦公民館 検討 検討 検討 検討 ×
遺跡巡りの際に里山紹介を検
討したが運営上難があり実施
できなかった。

睦地区の景観活かした
座学での講座を検討する ×

遺跡巡りの際に里山紹介を検
討したが運営上難があり実施
できなかった。

睦地区の景観活かした
座学での講座を検討する

プ 3 1) ① ア 再掲
市内の谷津・里山を紹介する谷津・里山
マップ等の作成・活用の検討

公民館 緑が丘公民館 実施 検討 検討 検討 ×
谷津・里山マップ等を活用す
る予定の講座が中止になっ
た。

谷津・里山マップ等を活用し
た主催講座の開催や他の機会
での活用を検討する。

◎
主催講座の講師が作成した谷
津・里山を紹介する資料を参
加者に配布した。

参加者のフィードバックを講
師に伝え，資料を改良する際
の参考にしてもらう。

プ 3 1) ① ア 再掲
市内の谷津・里山を紹介する谷津・里山
マップ等の作成・活用の検討

郷土博物館 ― 実施 実施 実施 実施 ◎ 展示や自然観察会などの事業
で活用している。

特に無し ◎ 展示や自然観察会などの事業
で活用している。

特に無し

プ 3 1) ② — 再掲

市民団体と連携して、里山学習会をはじ
めとする各種イベントを開催し、谷津・
里山の持つ多様な機能や価値を市内外に
向けて情報発信するとともに、人々の交
流、地域間連携を促進します。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ◎

里山団体の活動推進及び里山
整備人材育成を通じて，目的
を達成した。

引き続き里山活動団体の支援
の他，里山整備人材育成を実
施する。

◎
里山団体の活動推進及び里山
整備人材育成を通じて，目的
を達成した。

引き続き里山活動団体の支援
の他，里山整備人材育成を実
施する。

プ 3 1) ② ア 再掲
里山における四季折々の自然の変化等の
情報発信

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
情報提供 情報提供 情報提供 情報提供 × 里山の四季にまつわる情報発

信の実施には至らなかった。

里山活動団体等と協力し，里
山の自然環境の魅力の発信に
努める。

× 里山の四季にまつわる情報発
信の実施には至らなかった。

里山活動団体等と協力し，里
山の自然環境の魅力の発信に
努める。

プ 3 1) ② イ 再掲
里山学習会等での団体同士の交流の場の
設定

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ○ 里山楽校において各団体の活

動報告の場を設けた。
意見交換など，より有機的な
交流の場を設ける。 ○ 里山楽校において各団体の活

動報告の場を設けた。
意見交換など，より有機的な
交流の場を設ける。

プ 3 1) ③ — 再掲
谷津・里山の散策等を通じて、心身の健
康づくりや市の歴史・文化に触れる機会
を提供します。

健康づくり課 健康増進班 検討 検討 実施 実施 ×
本事業の実施について環境保
全課と協議の機会を持つこと
が出来なかったため。

事業実施に向け，環境保全課
との協議及び内容の検討が必
要。

◎ 屋外を会場とした体操教室を
実施したため。

特になし

プ 3 1) ③ — 再掲
谷津・里山の散策等を通じて、心身の健
康づくりや市の歴史・文化に触れる機会
を提供します。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ◎ 里山歩きを開催した。

引き続き，谷津・里山を活用
したイベントを実施する。 ◎ 里山歩きを開催した。

引き続き，谷津・里山を活用
したイベントを実施する。

プ 3 1) ③ — 再掲
谷津・里山の散策等を通じて、心身の健
康づくりや市の歴史・文化に触れる機会
を提供します。

文化・スポーツ
課

文化財班 協力 協力 協力 協力 ◎
環境政策室主催の「里山歩
き」に講師として参加し，里
山の散策を通じた文化財の普
及を行った。

特に無し ◎
環境政策室主催の「里山歩
き」に講師として参加し，里
山の散策を通じた文化財の普
及を行った。

特に無し
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プ 3 1) ③ — 再掲
谷津・里山の散策等を通じて、心身の健
康づくりや市の歴史・文化に触れる機会
を提供します。

郷土博物館 ― 実施 実施 実施 実施 ◎ 自然観察会，文化財散歩，植
物標本作り講座を行った。

特に無し ◎ 自然観察会，文化財散歩，植
物標本作り講座を行った。

特に無し

プ 3 1) ③ ア 再掲
里山歩き等、心身の健康を増進する活動
の推進

健康づくり課 健康増進班 検討 検討 実施 実施 ◎ 屋外を会場とした体操教室を
実施したため。

特になし ◎ 屋外を会場とした体操教室を
実施したため。

特になし

プ 3 1) ③ ア 再掲
里山歩き等、心身の健康を増進する活動
の推進

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ◎ 里山歩きを開催した。

引き続き，谷津・里山を活用
したイベントを実施する。 ◎ 里山歩きを開催した。

引き続き，谷津・里山を活用
したイベントを実施する。

プ 3 1) ③ イ 再掲 谷津・里山の文化、歴史等の紹介 環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ◎ 里山歩きを開催した。

引き続き，谷津・里山を活用
したイベントを実施する。 ◎ 里山歩きを開催した。

引き続き，谷津・里山を活用
したイベントを実施する。

プ 3 1) ③ イ 再掲 谷津・里山の文化、歴史等の紹介
文化・スポーツ

課
文化財班 協力 協力 協力 協力 ◎

環境政策室主催の「里山楽
校」に講師として参加し，里
山の歴史について普及活動を
行った。

特に無し ◎
環境政策室主催の「里山楽
校」に講師として参加し，里
山の歴史について普及活動を
行った。

特に無し

プ 3 1) ③ イ 再掲 谷津・里山の文化、歴史等の紹介 郷土博物館 ― 実施 実施 実施 実施 ◎
自然・文化財11選の定期的な
展示，ホームページでの公
開，ミニ展示において自然関
係の展示を行った。

特に無し ◎
自然・文化財11選の定期的な
展示，ホームページでの公
開，ミニ展示において自然関
係の展示を行った。

特に無し

プ 3 1) ④ — 再掲
八千代市の立地・環境を活かした農業体
験・グリーンツーリズムの実施を検討し
ます。

商工観光課 観光推進室 検討 検討 実施 実施 ×
観光振興計画の中では支援と
PRを行う事となっておりま
す。

― × 観光振興計画に基づき情報発
信による支援を実施した。

―

プ 3 1) ④ — 再掲
八千代市の立地・環境を活かした農業体
験・グリーンツーリズムの実施を検討し
ます。

農政課 農政班 実施 ― ― ― ○
一部生育不良により中止した
ものを除き収穫体験を実施し
た。

好評により引続き継続した
い。 ◎ 予定どおり収穫体験を実施し

た。
好評により引き続き継続した
い。

プ 3 1) ④ ア 再掲 グリーンツーリズムの推進 商工観光課 観光推進室 検討 検討 実施 実施 ○
イチゴ狩り，味覚狩り等の情
報を外部団体へ情報提供し
た。

その他の情報についても調査
し，情報提供に努める必要が
ある。

○ 農業体験などの情報発信に努
めた。

引続き農政課等と連携の上，
情報の取得，発信に努める。

プ 3 1) ④ ア 再掲 グリーンツーリズムの推進 農政課 農政班 実施 ― ― ― ○
一部生育不良により中止した
ものを除き収穫体験を実施し
た。

好評により引続き継続した
い。 ◎ 予定どおり収穫体験を実施し

た。
好評により引き続き継続した
い。

プ 3 1) ④ ア 再掲 グリーンツーリズムの推進 環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
協力 協力 協力 協力 ◎ 里山歩きを開催した。

引き続き，谷津・里山を活用
したイベントを実施する。 ◎ 里山歩きを開催した。

引き続き，谷津・里山を活用
したイベントを実施する。

プ 3 1) ⑤ — 再掲
教育機関等と連携し、学校の授業や課外
活動の場として、谷津・里山の利用を推
進します。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
推進 推進 推進 推進 ○

里山活動団体が地元の小中学
生を対象とした環境学習を実
施した。

谷津・里山を中心とした自然
環境を活用し，環境教育・学
習を推進する。

◎
里山活動団体が地元の小中学
生を対象とした環境学習を実
施した。

谷津・里山を中心とした自然
環境を活用し，環境教育・学
習を推進する。

プ 3 1) ⑤ — 再掲
教育機関等と連携し、学校の授業や課外
活動の場として、谷津・里山の利用を推
進します。

指導課 学力向上班 実施 実施 実施 実施 ◎
令和４年度は，６回の利用が
あった。小中学校においては
計画的に利用しようとしてい
る。

令和５年度は，引き続き継続
していく予定である。 ○

令和５年度は，睦地区におい
て利用があった。小中学校に
おいては計画的に利用しよう
としている。

令和６年度は，引き続き継続
していく予定である。

プ 3 1) ⑤ ア 再掲
学校で行われる環境学習への市職員等の
講師派遣

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 × 該当する機会が無かった。

該当する事業の実施に際して
は，協力する。 × 該当する機会が無かった。

該当する事業の実施に際して
は，協力する。

プ 3 1) ⑤ ア 再掲
学校で行われる環境学習への市職員等の
講師派遣

指導課 学力向上班 検討 検討 検討 検討 × 郷土博物館の活用や職員によ
る出前授業は実施した。

環境保全課よりマニュアル作
成の依頼があれば，サポート
を検討する。また，教育現場
での活用等も検討する。

× 郷土博物館の活用や職員によ
る出前授業は実施した。

講師派遣等の依頼があれば，
サポートを検討する。また，
教育現場での活用等も検討す
る。

プ 3 1) ⑤ イ 再掲
環境部門が作成する谷津・里山環境学習
資料の学校における活用

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
相談対応 相談対応 相談対応 相談対応 × 該当する機会が無かった。

該当する事業の実施に際して
は，協力する。 × 該当する機会が無かった。

該当する事業の実施に際して
は，協力する。

プ 3 1) ⑤ イ 再掲
環境部門が作成する谷津・里山環境学習
資料の学校における活用

指導課 学力向上班 検討 検討 検討 検討 ○
里山体験活動の際は，環境学
習の資料を活用することがで
きた。

環境学習の資料を普段の授業
で効果的に活用できるよう，
推進していく。

○
里山体験活動の際は，環境学
習の資料を活用することがで
きた。

環境学習の資料を普段の授業
で効果的に活用できるよう，
推進していく。

プ 3 1) ⑤ ウ 再掲
授業や課外活動での谷津・里山の活用
（自然観察や歴史・文化面の学習、保全
の意識啓発等）

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
相談対応 相談対応 相談対応 相談対応 ○

里山活動団体が地元の小中学
生を対象とした環境学習を実
施した。

谷津・里山を中心とした自然
環境を活用し，環境教育・学
習を推進する。

○
里山活動団体が地元の小中学
生を対象とした環境学習を実
施した。

谷津・里山を中心とした自然
環境を活用し，環境教育・学
習を推進する。

プ 3 1) ⑤ ウ 再掲
授業や課外活動での谷津・里山の活用
（自然観察や歴史・文化面の学習、保全
の意識啓発等）

指導課 学力向上班 実施 実施 実施 実施 ◎
「里山むつみ隊」による里山
体験学習を行うことができ
た。

今後，更に地域とのつながり
をもった環境学習を推進して
いく。

○
「里山むつみ隊」による里山
体験学習を行うことができ
た。

今後，更に地域とのつながり
をもった環境学習を推進して
いく。

プ 3 1) ⑥ — 再掲

教育機関や市民団体等と連携し、子ども
環境教室や環境講座、まちづくりふれあ
い講座など、環境への理解を深めるイベ
ントや学習プログラムの整備・実施など
環境学習・教育の事業の充実を図りま
す。また、参加促進に向けた周知に努め
ます。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ◎

教育委員会と連携し，環境へ
の理解を深めるイベントを実
施した。また，参加促進に向
けた周知に努めた。

引き続き，教育委員会や市民
団体等と連携し，環境への理
解を深めるイベントを実施す
る。また，参加促進に向けた
周知に努める。

◎
教育委員会と連携し，環境へ
の理解を深めるイベントを実
施した。また，参加促進に向
けた周知に努めた。

引き続き，教育委員会や市民
団体等と連携し，環境への理
解を深めるイベントを実施す
る。また，参加促進に向けた
周知に努める。

プ 3 1) ⑥ — 再掲

教育機関や市民団体等と連携し、子ども
環境教室や環境講座、まちづくりふれあ
い講座など、環境への理解を深めるイベ
ントや学習プログラムの整備・実施など
環境学習・教育の事業の充実を図りま
す。また、参加促進に向けた周知に努め
ます。

生涯学習振興課 生涯学習振興班 実施 実施 実施 実施 ◎

まちづくりふれあい講座にお
ける環境に関する講座「八千
代の自然発見！」を１回１１
名，「ごみ処理の現状と今後
の取り組みについて」を２回
３０名でそれぞれ行い，自
然・環境に関する知識を地域
に還元することができた。

引き続き講座の周知に努める
とともに，新たに環境に関す
る講座の増加を担当課へ呼び
かけていく。

◎

まちづくりふれあい講座にお
ける環境に関する講座「八千
代の自然発見！」を１回５名
で行い，自然・環境に関する
知識を地域に還元することが
できた。

引き続き講座の周知に努め，
環境に関する講座の参加人数
の増加を図っていく。

プ 3 1) ⑥ ア 再掲
市と市民団体の連携による谷津・里山で
の各種イベントの開催

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ◎ 里山楽校を開催した。

引き続き里山楽校など谷津・
里山を活用するイベントを推
進する。

◎ 里山楽校を開催した。
引き続き里山楽校など谷津・
里山を活用するイベントを推
進する。

プ 3 1) ⑦ — 再掲

環境学習・環境教育のあり方についての
調査・研究を行い、SDGｓを考慮した幅
広い環境学習・環境教育メニューを検討
します。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
検討

適宜修正
検討

適宜修正
検討

適宜修正
検討

適宜修正 ◎
ほたるの里を活用し，SDGsに
関連したイベントを開催し
た。

関係機関・団体と連携し，環
境学習・環境教育メニューの
充実を図る。

◎
ほたるの里を活用し，SDGsに
関連したイベントを開催し
た。

関係機関・団体と連携し，環
境学習・環境教育メニューの
充実を図る。

プ 3 1) ⑧ — 再掲

小中学校等において、地域の環境資源や
ICTを活用しながら、自然環境や地球環
境の大切さなどを学ぶ環境教育・学習を
推進します。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
推進 推進 推進 推進 ○

里山活動団体が地元の小中学
生を対象とした環境学習を実
施した。

谷津・里山を中心とした自然
環境を活用し，環境教育・学
習を推進する。

○
里山活動団体が地元の小中学
生を対象とした環境学習を実
施した。

谷津・里山を中心とした自然
環境を活用し，環境教育・学
習を推進する。

プ 3 1) ⑧ — 再掲

小中学校等において、地域の環境資源や
ICTを活用しながら、自然環境や地球環
境の大切さなどを学ぶ環境教育・学習を
推進します。

指導課 学力向上班 実施 実施 実施 実施 ◎
各小中義務教育学校におい
て，ICT機器を効果的に活用
しながら，教科横断的に環境
教育に取り組んでいる。

子どもサミットでは地域ごと
にSDGｓの達成目標を掲げ，
継続して活動を行う。

○
印旛沼環境学習等において，
ICT機器を効果的に活用しな
がら，教科横断的に環境教育
に取り組んでいる。

SDGｓの達成目標を意識して
いきながら，継続して活動を
行う。
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令和６年度「八千代市第３次環境保全計画前期アクションプラン」に関する調査結果 調査票１

担当課 班・室 R4 R5 R6 R7 評価 評価の理由・原因 今後の改善点や検討事項等 備考 評価 評価の理由・原因 今後の改善点や検討事項等
事業番号 再掲 施策内容 備考

↓評価…◎：実施した／〇：一部実施した／×：実施しなかった

担当 各年度の事業計画 R4年度実施結果 R5年度実施結果

R6・R7年度は，改訂後の前期アクションプランの計画期間

に含まれるため，ここでは参考として掲載します。

プ 3 1) ⑨ — 再掲

大学や事業者等と連携した講座を開催す
るなど、環境に関する専門的な知識や最
新の情報等を学べる機会の提供に努めま
す。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ○

里山楽校や里山楽習会に森林
組合の方や県の職員を講師と
して招き，環境に関する専門
的な知識を学べる機会を提供
した。

引き続き事業者や県などと連
携し，環境に関する専門的な
知識や最新の情報等を学べる
機会の提供に努める。

○
里山楽校や里山楽習会に森林
組合の方や県の職員を講師と
して招き，環境に関する専門
的な知識を学べる機会を提供
した。

引き続き事業者や県などと連
携し，環境に関する専門的な
知識や最新の情報等を学べる
機会の提供に努める。

プ 3 1) ⑨ — 再掲

大学や事業者等と連携した講座を開催す
るなど、環境に関する専門的な知識や最
新の情報等を学べる機会の提供に努めま
す。

生涯学習振興課 生涯学習振興班 実施 実施 実施 実施 ×
秀明大学の大学祭での公開講
座について，今回はコロナの
制限のなかでの開催により，
講演数が減少したため。

― ◎
秀明大学の大学祭での公開講
座の支援として，広報やちよ
と市ホームページで周知し，
高齢者学習グループに案内を
送付した。

今回から市ホームページによ
る周知を行ったが，今後も，
より効果的な方法を検討して
いく。

プ 3 1) ⑨ — 再掲

大学や事業者等と連携した講座を開催す
るなど、環境に関する専門的な知識や最
新の情報等を学べる機会の提供に努めま
す。

公民館 阿蘇公民館 検討 検討 検討 検討 ×
検討はしてみたものの，接点
や費用がないことから見送っ
ている。

次年度以降再度検討する。 × 検討は行ったが実施には至ら
なかった。

次年度の実施に向けて検討す
る。

プ 3 1) ⑨ — 再掲

大学や事業者等と連携した講座を開催す
るなど、環境に関する専門的な知識や最
新の情報等を学べる機会の提供に努めま
す。

公民館 高津公民館 実施 実施 実施 実施 ◎
県のCO2CO2スマート出前講座
による、夏休み環境科学講座
を実施した。

今後も継続する予定。 ◎
県のCO2CO2スマート出前講座
による、夏休み環境科学講座
を実施した。

今後も市民の要望等を考慮し
ながら継続する予定。

プ 3 1) ⑨ — 再掲

大学や事業者等と連携した講座を開催す
るなど、環境に関する専門的な知識や最
新の情報等を学べる機会の提供に努めま
す。

公民館 勝田台公民館 実施 実施 実施 実施 ○
千葉県環境財団から講師の派
遣を受けて学習の場を提供す
ることができた。

市民の要望がより高い講座を
開催する。 ◎

千葉県環境財団から講師の派
遣を受けて学習の場を提供す
ることができた。

市民の要望がより高い講座を
開催する。

プ 3 1) ⑨ — 再掲

大学や事業者等と連携した講座を開催す
るなど、環境に関する専門的な知識や最
新の情報等を学べる機会の提供に努めま
す。

公民館 村上公民館 実施 実施 実施 実施 ◎

小学生対象のソーラークッ
カーの製作と実験を行う「工
夫を発見！ソーラークッカー
を作ろう」及び風呂敷の包み
方・ゴミの現状・環境につい
ての講話及びみつろうラップ
の製作を行う「暮らしの講座
～エコロジカルライフ～」を
開催した。

夏休み期間に実施する小学生
対象の講座は定員数より応募
者数が多かったが,成人向け
の講座は定員数まで参加者を
集うことが難しかったため,
開催時期と内容の検討が必要
である。

◎

小学生を対象とした環境学習
講座を開催した。講義では，
地球温暖化とその影響につい
ての現状と対策を学んだ。講
義の後，ペットボトルを利用
した風力発電風車を作成し，
講義にて学習した創エネを体
験した。

夏休み期間に実施する小学生
対象の講座であったことと工
作的要素があったことから応
募者数が多かった。難しい内
容だったが充実した講義と工
作教室により参加した子ども
にとって環境学習を身近に感
じられる機会になった。

プ 3 1) ⑨ — 再掲

大学や事業者等と連携した講座を開催す
るなど、環境に関する専門的な知識や最
新の情報等を学べる機会の提供に努めま
す。

公民館 大和田公民館 実施 検討 検討 検討 ◎
メダカの生態や飼育方法を通
じて親子で命の尊さについて
考え、学ぶ「親子でメダカの
飼育講座」について、大学の
講師を招いて講座を開催。

生物が生存する上で必要な環
境についても講座の中で取り
上げ、講座内容を改善し、実
施した。

× 指導員の異動と指導員不在に
より、実施困難となった。

新規の指導員の意向を含め検
討が必要である。

プ 3 1) ⑨ — 再掲

大学や事業者等と連携した講座を開催す
るなど、環境に関する専門的な知識や最
新の情報等を学べる機会の提供に努めま
す。

公民館 八千代台公民館 ― 検討 検討 検討 ー ― ―
※令和４年度計画無しにつき
実施結果無し ×

環境に関する専門的な知識や
最新の情報等を学べる講座を
実施しなかった。

環境に関する専門的な知識や
最新の情報等を学べる講座内
容を検討する。

プ 3 1) ⑨ — 再掲

大学や事業者等と連携した講座を開催す
るなど、環境に関する専門的な知識や最
新の情報等を学べる機会の提供に努めま
す。

公民館
八千代台東南公

民館
実施 実施 実施 実施 ◎

一般社団法人や環境アドバイ
ザーに講師依頼し，小学生や
一般成人を対象とした地球環
境問題を考える講座を実施。

環境問題を身近に捉え，考え
るだけでなく参加型の講座内
容の充実。

◎

秀明大学と連携し，メダカの
生態をとおし環境問題を考え
る講座を実施した。また，環
境政策室やco2co2の活動を通
じ，環境に特化した講座が開
催できた。

同様の講座を改善・継続して
実施する。

プ 3 1) ⑨ — 再掲

大学や事業者等と連携した講座を開催す
るなど、環境に関する専門的な知識や最
新の情報等を学べる機会の提供に努めま
す。

公民館 睦公民館 検討 検討 検討 検討 ×
遺跡巡りの際に里山紹介を検
討したが運営上難があり実施
できなかった。

睦地区の景観活かした
座学での講座を検討する ×

遺跡巡りの際に里山紹介を検
討したが運営上難があり実施
できなかった。

睦地区の景観活かした
座学での講座を検討する

プ 3 1) ⑨ — 再掲

大学や事業者等と連携した講座を開催す
るなど、環境に関する専門的な知識や最
新の情報等を学べる機会の提供に努めま
す。

公民館 緑が丘公民館 実施 検討 検討 検討 ◎
夏休みに小学生を対象に地球
温暖化について学ぶ講座を実
施した。

他の年齢層を対象にした講座
でも環境を積極的に取り上げ
ていく。

◎
夏休みに小学生を対象に地球
温暖化について学ぶ講座を実
施した。

実施団体を変える等，講座の
マンネリ化を防ぐ。

プ 3 1) ⑨ ア 再掲
生涯学習の一環として、谷津・里山に関
する講座の開催

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ◎ 里山楽校を開催した。

引き続き里山楽校やまちづく
りふれあい講座などを推進す
る。

◎ 里山楽校を開催した。
引き続き里山楽校やまちづく
りふれあい講座などを推進す
る。

プ 3 1) ⑨ ア 再掲
生涯学習の一環として、谷津・里山に関
する講座の開催

公民館 阿蘇公民館 実施 実施 実施 実施 ◎
毎年夏の夜の生き物観察を実
施しており，毎回好評であ
る。

ホタルの里では見ることがで
きなかった。来年に期待した
い

◎ 主催講座「夜の自然探検」で
生き物観察を実施。

好評であるので現状維持。

プ 3 1) ⑨ ア 再掲
生涯学習の一環として、谷津・里山に関
する講座の開催

公民館 高津公民館 検討 検討 検討 検討 ×
参加者が多い居住地区の高津
地区に谷津・里山が消滅して
いるため。

過去の主催講座で市内北西部
地区の里山と自然の座学を実
施。今後の講座で検討する。

×
参加者が多い居住地区の高津
地区に谷津・里山が消滅して
いることもあり実施しなかっ
た。

過去の主催講座で市内北西部
地区の里山と自然の座学を実
施。今後の講座で検討する。

プ 3 1) ⑨ ア 再掲
生涯学習の一環として、谷津・里山に関
する講座の開催

公民館 勝田台公民館 ― 検討 検討 検討 ー ― ―
※令和４年度計画無しにつき
実施結果無し × 谷津・里山に関する講座を実

施しなかった。
谷津・里山マップ等を活用す
る講座内容を検討する。

プ 3 1) ⑨ ア 再掲
生涯学習の一環として、谷津・里山に関
する講座の開催

公民館 村上公民館 検討 検討 検討 検討 × 谷津・里山に関する講座は未
実施。

過去に開催したが,受講生が
求めている内容と合致するこ
とが難しく,参加者を集うこ
とが難しかったため,内容等
の検討が必要である。

× 谷津・里山に関する講座は未
実施。

過去に開催したが,受講生が
求めている内容と合致するこ
とが難しく,参加者を集うこ
とが難しかったため,内容等
の検討が必要である。

プ 3 1) ⑨ ア 再掲
生涯学習の一環として、谷津・里山に関
する講座の開催

公民館 大和田公民館 実施 検討 検討 検討 ◎
八千代市の谷津・里山につい
て学ぶ「やちよの自然」の講
座について、資料やスライド
を使用し、講座を開催。

コロナ禍により募集人数を制
限して実施したが，今後の状
況によっては、募集人数を増
やしたい。

◎
八千代市の谷津・里山につい
て学ぶ「やちよの自然」の講
座について、資料やスライド
を使用し、講座を開催。

参加者人数が定員数を割って
いることから、内容等の検討
が必要である。

プ 3 1) ⑨ ア 再掲
生涯学習の一環として、谷津・里山に関
する講座の開催

公民館 八千代台公民館 ― 検討 検討 検討 ー ― ―
※令和４年度計画無しにつき
実施結果無し × 谷津・里山に関する講座を実

施しなかった。
谷津・里山に関する講座内容
を検討する。

プ 3 1) ⑨ ア 再掲
生涯学習の一環として、谷津・里山に関
する講座の開催

公民館
八千代台東南公

民館
検討 検討 検討 検討 × 谷津・里山に関する講座を実

施しなかった。
谷津・里山マップ等を活用す
る講座内容を検討する。 × 谷津・里山に関する講座を実

施しなかった。
谷津・里山に関する講座内容
を検討する。
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令和６年度「八千代市第３次環境保全計画前期アクションプラン」に関する調査結果 調査票１

担当課 班・室 R4 R5 R6 R7 評価 評価の理由・原因 今後の改善点や検討事項等 備考 評価 評価の理由・原因 今後の改善点や検討事項等
事業番号 再掲 施策内容 備考

↓評価…◎：実施した／〇：一部実施した／×：実施しなかった

担当 各年度の事業計画 R4年度実施結果 R5年度実施結果

R6・R7年度は，改訂後の前期アクションプランの計画期間

に含まれるため，ここでは参考として掲載します。

プ 3 1) ⑨ ア 再掲
生涯学習の一環として、谷津・里山に関
する講座の開催

公民館 睦公民館 検討 検討 検討 検討 ×
遺跡巡りの際に里山紹介を検
討したが運営上難があり実施
できなかった。

睦地区の景観活かした
座学での講座を検討する ◎

睦地域の植物・昆虫・小動物
について座学講座を実施し
た。

日々見慣れている睦地域の自
然環境に，興味を持っていた
だくような講座を検討する。

プ 3 1) ⑨ ア 再掲
生涯学習の一環として、谷津・里山に関
する講座の開催

公民館 緑が丘公民館 実施 検討 検討 検討 ×
主催講座「春の里山散策」の
募集を行ったが，雨天のため
中止となった。

雨天の場合，予備日を設けた
り，座学による開催に切り替
えるなどし，実施機会の確保
に務める。

◎
主催講座「春の里山散策」を
実施し，参加者の谷津・里山
の理解を深めることができ
た。

アンケートで出た要望などを
講座に反映していく。

プ 3 2) ① — 再掲

自治会・町内、学校、家庭などで行われ
ている資源物回収活動、緑化活動、清掃
活動、再生可能エネルギー導入など、市
民・市民団体等が行う環境保全活動を支
援します。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ◎

里山活動団体やヤマトミクリ
の里づくり協議会等の活動を
支援した。

引き続き，里山活動団体やヤ
マトミクリの里づくり協議会
等の活動を支援していく。

◎
里山活動団体やヤマトミクリ
の里づくり協議会等の活動を
支援した。

引き続き，里山活動団体やヤ
マトミクリの里づくり協議会
等の活動を支援していく。

プ 3 2) ① — 再掲

自治会・町内、学校、家庭などで行われ
ている資源物回収活動、緑化活動、清掃
活動、再生可能エネルギー導入など、市
民・市民団体等が行う環境保全活動を支
援します。

クリーン推進課 ごみ減量推進班 実施 実施 実施 実施 ○
集団回収等を通じて，資源物
回収活動を支援した。清掃活
動等については，コロナ禍に
よるゴミゼロ運動の中止によ
り，支援できなかった。

緑化活動，再生エネルギー導
入等について，具体的に支援
可能な事例等を研究する必要
がある。

◎

集団回収等を通じて，資源物
回収活動を支援した。清掃活
動等については，ゴミゼロ運
動により，各区・自治会の各
地域による清掃活動を支援し
た。

引き続き，緑化活動，再生エ
ネルギー導入等について，具
体的に支援可能な事例等を研
究する必要がある。

プ 3 2) ① — 再掲

自治会・町内、学校、家庭などで行われ
ている資源物回収活動、緑化活動、清掃
活動、再生可能エネルギー導入など、市
民・市民団体等が行う環境保全活動を支
援します。

公園緑地課 緑化推進班 実施 実施 実施 実施 ◎
環境美化ボランティア制度へ
の用具の提供等，活動支援を
行っている。

ボランティア団体の活動実態
の把握等について検討を要す
る。

◎
環境美化ボランティアへの用
具の提供等の活動支援を行う
ことで，市の花「バラ」等を
用いた緑化を推進している。

支援方法，ボランティアに参
加しやすい体制等の見直しを
検討を要する。

プ 3 2) ② — 再掲

地域や事業所などで行う環境学習・環境
教育活動を推進するため、環境学習・環
境教育に深い知識を持つ八千代市環境学
習ボランティア講師を育成・確保しま
す。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ○

環境学習ボランティア講師の
確保に努めた。また，子ども
環境教室の講師として活用
し，育成に努めた。

引き続き，環境学習ボラン
ティア講師の育成・確保に努
める。

○
環境学習ボランティア講師の
確保に努めた。また，子ども
環境教室の講師として活用
し，育成に努めた。

引き続き，環境学習ボラン
ティア講師の育成・確保に努
める。

プ 3 2) ③ — 再掲

不法投棄連絡員や廃棄物減量等推進員な
どの活動を支援し、地域におけるごみの
減量化やリサイクル推進、美化活動を推
進する人材の育成や交流の促進などを図
ります。

クリーン推進課
不法投棄対策班
ごみ減量推進班

実施 実施 実施 実施 ○

不法投棄連絡員や廃棄物減量
等推進員などの活動を支援
し、地域におけるごみの減量
化やリサイクル推進、美化活
動を推進する人材の育成や交
流の促進などを目的に不法投
棄連絡員会議及び廃棄物減量
等推進員研修会の開催や不法
投棄連絡員通信を発行してい
たが新型コロナウイルス感染
拡大防止のため、不法投棄連
絡員会議及び廃棄物減量等推
進員研修会は中止した。

不法投棄連絡員会議及び廃棄
物減量等推進員研修会は新型
コロナウイルスの感染状況を
考慮し開催について検討す
る。

○

廃棄物減量等推進員研修会を
開催し、廃棄物減量等推進員
などの活動を支援し、地域に
おけるごみの減量化やリサイ
クルの推進、美化活動を推進
する人材の育成や交流の促進
などを図った。不法投棄連絡
員通信を発行していたが新型
コロナウイルス感染拡大防止
のため、不法投棄連絡員会議
は中止した。

不法投棄連絡員会議について
は新型コロナウイルスの感染
状況を考慮し開催について検
討する。

プ 3 2) ④ — 再掲
市役所内においても新入職員に対する環
境教育を継続、充実化を図ります。

職員課 人事研修班 実施 実施 実施 実施 ◎
新規採用職員研修の後期にて
実施したほか，千葉県自治研
修センター実施の環境行政研
修に参加した。

来年度以降も新規採用職員研
修にて実施するほか，派遣研
修への参加を促していく。

◎
新規採用職員研修Ⅱにて実施
したほか，千葉県自治研修セ
ンター実施の環境行政研修に
派遣した。

来年度以降も新規採用職員研
修にて実施するほか，派遣研
修への参加を促していく。

プ 3 2) ④ — 再掲
市役所内においても新入職員に対する環
境教育を継続、充実化を図ります。

環境政策課 環境共生班 実施 実施 実施 実施 ◎
新規採用職員研修における環
境教育について，継続して取
り組めた。

引き続き，プログラム充実及
び対象の拡充に努めていく。 ◎

新規採用職員研修における環
境教育について，継続して取
り組めた。

引き続き，環境教育につい
て，基本となる環境保全の法
体系及び環境政策に基づいた
プログラムの充実及び対象の
拡充に努めていく。

プ 3 2) ④ — 再掲
市役所内においても新入職員に対する環
境教育を継続、充実化を図ります。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ◎ 新入職員に対する環境教育を

行った。

本市の環境状況や社会情勢の
変化により、必要に応じ内容
を見直す。

◎ 新入職員に対する環境教育を
行った。

本市の環境状況や社会情勢の
変化により、必要に応じ内容
を見直す。

プ 3 2) ⑤ — 再掲

環境保全活動に携わっているＮＰＯや
様々な市民団体を支援します。若い世代
を中心として、地域の環境保全に率先し
て取り組む人材・リーダーの育成に努め
ます。

コミュニティ推
進課

コミュニティ班 検討 検討 検討 検討 ○
環境保全活動に携わっている
ＮＰＯや市民活動団体を支援
したため。

引き続き環境保全活動に携
わっているＮＰＯや市民活動
団体を支援していくよう努め
る。

◎

環境保全活動に携わっている
市民活動団体を支援したた
め。
また，市民活動団体等向けに
講座を開催した推進センター
に補助金を交付したため。

引き続き環境保全活動に携
わっている市民活動団体等を
支援していくよう努める。

プ 3 2) ⑤ — 再掲

環境保全活動に携わっているＮＰＯや
様々な市民団体を支援します。若い世代
を中心として、地域の環境保全に率先し
て取り組む人材・リーダーの育成に努め
ます。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ◎ 里山楽校を開催し，人材・

リーダーの育成に努めた。

引き続き，里山楽校等を開催
し人材・リーダーの育成に努
める。

◎ 里山楽校を開催し，人材・
リーダーの育成に努めた。

引き続き，里山楽校等を開催
し人材・リーダーの育成に努
める。

プ 3 2) ⑤ ア 再掲
谷津・里山の整備、活動のリーダーの育
成（里山楽校の開催）

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ◎ 里山楽校を開催し，人材・

リーダーの育成に努めた。

引き続き，里山楽校等を開催
し人材・リーダーの育成に努
める。

◎ 里山楽校を開催し，人材・
リーダーの育成に努めた。

引き続き，里山楽校等を開催
し人材・リーダーの育成に努
める。

プ 3 2) ⑥ — 再掲

環境関連イベントやボランティア活動へ
の事業者からの参加を促進します。 環
境保全協定締結事業所、地域包括連携協
定締結事業所などから、環境保全、防
災、食育等、幅広い環境教育に資する情
報提供、講師派遣を依頼します。

環境政策課
ゼロカーボンシ

ティ推進室
実施 実施 実施 実施 ○

環境保全協定締結事業所、地
域包括連携協定締結事業所な
どから、幅広い環境教育に資
する情報提供、講師派遣を依
頼する体制が整っている。

事業者の参加促進方法を検討
し，環境保全協定締結事業
所、地域包括連携協定締結事
業所などへ幅広い環境教育に
資する情報提供、講師派遣を
依頼していく。

○
環境保全協定締結事業所、地
域包括連携協定締結事業所な
どから、幅広い環境教育に資
する情報提供、講師派遣を依
頼する体制が整っている。

事業者の参加促進方法を検討
し，環境保全協定締結事業
所、地域包括連携協定締結事
業所などへ幅広い環境教育に
資する情報提供、講師派遣を
依頼していく。
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